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袋尻1号横穴墓 出土人骨



袋尻3号横穴墓 1号人骨

袋尻3号横穴墓 赤色顔料付着須恵器



袋尻4号墳 土器棺 I

袋尻4号墳 土器棺Ⅱ



例   言

1、  本書は平成 7年度から8年度にかけて財団法人松江市教育文化振興事業団が実施した第二卸
商業団地造成工事に伴う袋尻遺跡群の発掘調査報告書である。

2、  本発掘調査は松江市開発推進部地域開発課から松江市教育委員会が依頼を受け、財団法人松
江市教育文化振興事業団が実施したものである。

3、  調査組織は下記のとおりである。
依頼者 松江市開発推進部地域開発課
主体者 松江市教育委員会
事務局

(平成 7年度)諏 訪秀富 (教育長)伊藤博之 (生涯学習部長)中林 俊 (文化課長・平
成 7年 6月 まで)柳原知朗 (文化課長・平成 7年 7月 から)岡崎雄二郎

(文化係長)

(平成 8年度)諏 訪秀富 (教育長・平成 8年 4月 まで)原   敏 (教育長・平成 8年 5
月から)石 田 博 (教育次長)松 本修司 (生涯学習課長)岡 崎雄二郎
(文化財室長)中尾秀信 (文化財係長)

(平成 9年度)原   敏 (教育長)田 中寿美夫 (教育次長)谷  正次 (生涯学習課長)
岡崎 雄二郎 (文化財室長)中尾秀信 (文化財係長)飯塚康行 (主事)

実施者     財団法人 松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課
大塚雄史 (理事長)佐藤千代光 (事務局長・平成 8年 3月 まで)
板垣信治 (事務局長・平成 8年 4月 から)瀬古諒子 (調査係長)

(平成 7年度)[現地調査]

金山正樹 (調査担当者)曽田辰雄 (調査員)

(平成 8年度)[現地調査]

金山正樹 (調査担当者)落合昭久 (調査員)石川 崇 (調査員)
曽田辰雄 (調査員)F日脇千穂 (調査補助員)宮本亜希子 (調査補助員)
北島和子 (調査補助員)

(平成 9年度)[報告書作成]

曽田辰雄 (作成担当者)落合昭久 (作成者)石川 崇 (作成者)
宮本亜希子 (作成補助員)花 田陽子 (遺物整理員)大 塚敬子 (遺物整理
員)

4、  調査の実施については次の方々の指導と協力を頂いた。記して感謝の意を表したい。(敬称
略、順不同)

渡部貞幸 (松江市文化財審議委員考古学担当)、 西尾克己 (島根県教育庁文化財課文化財係長)、

広江耕史 (島根県教育委員会文化課 文化財保護主事)、 岩橋孝典 (同主事)、 村上 勇 (広島
県立美術館主任学芸員)、 松井 章 (奈良文化財研究所)、 中村唯史、大谷晃二 (島根県立人雲
立つ風土記の丘資料館主任)

5、  井上貴央氏 (鳥取大学医学部教授)、 影岡優子氏 (′島取大学医学部第2解剖研究室助手)に は



横穴墓出土の人骨の取りあげ及び測定をお願いして、貴重な測定結果と考察をいただき、付編

として掲載した。

6、  本書の作成については以下の者が携わった。
(実測)金山、江川幸子、落合、石川、宮本、花田、曽田

(浄写)金山、落合、石川、昌子寛光、古藤博昭、宮本、門脇、藤崎和子、青山悦朗、花田、

曽田

(拓本)宮本、門脇、荻野哲二

7、  本書に掲載した遺物の写真撮影は、牛嶋茂、楠本真紀子両氏の指導を得て、石川、曽田が行
った。

8、  出土遺物は松江市教育委員会生涯学習課文化財室で保管している。
9、  本書の編集は金山、落合、石川と協議のうえ曽田が行った。
10、  横穴墓の部分名称は以下の図に沿って呼称した。
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第 I章 調査に至る経緯

平成3年度、当時の松江市経済部商工業団地事務所において「第2卸商業団地」を造成する計画が

策定された。その予定地を乃白町地内の山林に決定し、翌平成4年1月 24日付け商団第78号で、松江

市教育委員会に付近の埋蔵文化財の有無についての調査依頼書が提出された。

開発予定地域内は大半が未踏査であったが、全長約20mの前方後方墳に6m前後の小形古墳2基を伴

う「大久保古墳群」や、近接する大久保池の周辺で弥生土器が採取された「大久保遺跡」があった。

また近隣には田和山古墳群や友田遺跡群等弥生時代から古墳時代にかけての遺跡が集中しており、

新たな遺跡が発見される可能性は極めて大きかった。

そこで、平成4年4月 から5月 にかけて松江市狭育委員会で分布調査を実施したところ、方墳1基
・

横穴墓1箇所 (2穴開口)・ 遺物散布地1か所のほか、尾根上が平坦で調査を要すると思われる場所4

か所を発見したが、樹木が密生し踏査不可能な場所も多くあった。

この結果について、平成4年6月 3日 付け、教文第148号で島根県教育委員会に報告し、今後の取り

扱いについて協議を行った結果、試掘調査によって遺跡数、範囲を明確にする必要があるとの回答

を受け (平成4年6月 8日付、島教文143号)、 分布調査の回答と併せて商工業団地事務所宛にその旨を

通知した (平成4年7月 3日付、教文第216号、大久保古墳群及び方墳1基は現状保存、散布地は要発掘調

査、尾根上平坦地及び横穴群は要試掘調査または要発掘調査)。

試掘調査については、横欠群及び尾根状平坦地4箇所を対象として平成4年12月
～平成5年1月 にか

けて実施した。特に横床群については、事前に電気探査を行い、反応の見られた4箇所及び開回して

いた2穴を中心にトレンチを設定した。その結果、尾根上平坦地の4箇所では遺跡は発見されなかっ

たが横穴群では10基の存在が確認され、さらに広範囲な広がりが推測された。また、この時点で横

穴群は「菅沢谷横穴群」と命名し、商工業団地事務所宛に試掘調査の結果を報告するとともに (平

成5年2月 8日付、教文第723号)、 さらに広範囲な電気調査を実施し、全面発掘調査が必要である旨を

回答した。この第2次電気探査は平成5年3月 に実施し、その結果最大27～ 28穴の横床墓の存在する可

能性が指摘された。

第1図 島根県地図
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第2図 袋尻遺跡群位置図



松江市教育委員会では平成雷出月26日 から平成6年1月 31日 に|かけて、音沢谷横穴群の発掘調査を

実施.し (平成田貯月1日 から財団法人松江市教育文化振興事業団に1調査を移管)、 その結果6世紀後半
から74Mにかけての横穴墓12穴が発見された。
平成眸 度、進成工事がいよいよ開始されることになり予定地内の伐採が実施されたので、再度の

分布調査 (平成6年12～平成7年1月)と試掘調査 (平成7年2月 ～6月 )を実施した結果、、新たに古墳
11基、散布地■箇1所、横穴群1箇所、古墓群1箇所の合計24箇所が発見され.区域内全域に1遺跡が分
布していることが判明した。そこで経済振興課 (旧 :商工業団地事務所、平成眸 度から企業H地建
設課)と協議を行い、「袋尻遺跡群発掘調査」と呼称して平婢 ～8年にかけて発掘調査を実施するこ
ととなった。調査は平成7年4月 ～平成〆醜2月 までのおよそ20ヶ 月を要して実施した。
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第Ⅲ章 遺跡の位置と環境

袋尻遺跡群 (1)イよ松江市南方の平成町 (乃白町)に所在する。遺跡は主に菅沢池と大久保池の周

辺の丘陵に存在する。遺跡群中、最高所に位置する1号墳は標高97mの丘陵上にあり、北東には茶臼

山、北西には宍道湖を一望することができる。袋尻遺跡群の周辺には数多くの遺跡が存在している。

第3図 袋尻遺跡群と周辺の遺跡

1.袋尻遺跡群 2.大久保谷遺跡 3。 大久保遺跡 4.大久保谷古墳群 5。 菅沢谷横穴群 6。 小
倉見谷横穴群 7.勝負谷古墳群 8.深田遺跡 9.渋 ヶ谷遺跡 10.勝負谷古墳 ■.勝負谷遺跡
12.神田遺跡 13.運動公園内古墳群 14。 長砂古墳群 15。 下沢遺跡 16.乃木二子塚遺跡 17.

三子塚古墳 18.奥山遺跡 19.後友田古墳群 20。 友田遺跡 21.田和山古墳群 22.薬師前遺

跡 23.欠 田遺跡 24.福富Ⅱ遺跡 25。 乃白遺跡 26。 乃白権現遺跡 27.松本修法壇跡 28.

乃白玉作跡 29.福富 I遺跡 30.神立遺跡 31.廻田遺跡 32.松本古墳群 33.松本横穴群
34.弥陀原横穴群 35.岩屋口古墳 36。 中垣古墳 37.下鍛冶古墳 38.清水尻遺跡 39.大角

山古墳群 40。 大角山遺跡 41.すべりざこ古墳群 42.布志名才の神遺跡 43.布志名大谷 I遺

跡 44.布志名大谷Ⅱ遺跡 45,布志名焼窯跡群 46.尾形古墳群 47.蓮華垣遺跡 48.二名留

古墳群 49.足立窯跡 50。 南友田遺跡 51.向原古墳群

-3-



旧石器・縄文時代の遺跡では、廻田遺跡 (31)、 福富 I遺跡 (29)な どで旧石器時代のナイフ型石

器や尖頭器が出土している。また、松本古墳群 (32)・ 福富 I遺跡では縄文時代の落とし穴状土羨

や後期～晩期の土器・石器が出土しており、今後更に旧石器時代や縄文時代の遺跡が発見される可

能性がある。

弥生時代の遺跡としては、前期から後期にかけて欠田遺跡 (23)が ある。中期から後期にかけて

は、墳丘墓 。土羨墓が築造された友田遺跡 (20)が、また、後期の竪穴住居が検出された廻田遺跡

が知られている。その中でも友田遺跡では、四隅突出型墳丘墓を含む墳丘墓6基と土羨墓26基が検出

され、墳丘墓は弥生墳丘墓としては県内でも最古期の部類に入るものである。

古墳時代の遺跡としては、古墳や横穴墓の他に玉作遺跡や製鉄関連遺跡などが知られているが、

集落跡等の遺跡は未だ知られていない。このうち、古墳では大角山1号墳や長砂古墳群 (14)な どの

中期古墳が知られ、後期には田和山1号墳 (21)や岩屋口古墳 (35)な どの古墳が知られているが、

その他では多くが屋形1号墳 (46)な どの小規模古墳や横穴墓である。横穴墓は菅沢谷横穴群 (5)、

弥陀原横穴群 (34)、 松本横穴墓群 (33)、 奥山遺跡 (18)な どが知られている。玉作遺跡としては

福富 I遺跡、大角山遺跡が知られており、古墳時代中期に短期間生産されている。製鉄関連遺跡と

しては、製鉄関連用の炭窯と言われる横日付炭窯跡が県内で初めて発見された布志名大谷Ⅱ遺跡

(44)が ある。

奈良時代の地誌である F出雲国風土記』には、この付近には「通道」が通っていたと記載されてい

るが、松本古墳群や才の神遺跡 (42)では古代道と思われる遺構が検出されており、この地域が古

くから交通の要衝の地であったことが窺われる。
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第Ⅲ章 遺跡の概要
現地調査は平成7年度と平成8年度の2ヶ 年にかけて行った。24箇所の調査区を対象として発掘調査

に臨み、その内平成7年度には7箇所 (古墳2基、散布地5箇所)の調査を行い、平成8年度に17箇所

(古墳9基、散布地6箇所、横穴墓1穴、古墓群1箇所)の調査を行った。

調査の結果、合計24箇所の調査区のうち4箇所の調査区では遺物・遺構ともに確認されなかった。

また、横穴墓に近接する散布地からは別の横穴墓が2穴発見された。そこで、既に確認されていた横

穴墓と合わせて横穴墓群として取り扱うこととした。したがって、遺跡として本報告書で報告する

ものは古墳8基、散布地9箇所、横穴墓群1箇所、古墓群1箇所の合計19箇所である。(第 4図参照)

第4図 遺跡配置図
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1.袋尻 1号墳

袋尻1号墳は、本遺跡群南側、標高約97mの調査区内最高所の南北方向に走る丘陵に位置する。墳

丘は大半が削平を受けており、墳頂部には石棺と思われる石材が露出していた。墳形は不明で、残

存している墳丘に土層観察用の畔を設定し、調査を実施した。(第5図 )

0                              10m
第5図 袋尻1号墳調査前地形測量図
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引‖

|卜 上9650m

0          50cm

ー

1黒色粘質土
2.黒色粘質土 (1よ り濃い)
3黒黄色粘質土

0               2m

■
lll

A代

〒
第6図 袋尻1号墳調査成果図
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9650m

1赤茶褐色粘質土 (黄色ブロック混入)
2暗赤茶褐色粘質土

Lu o9 96

第7図 袋尻1号墳主体部実測図

墳   丘  (第6・ 8図 )
墳丘は、削平を受けており、築造当初の墳丘構造を留めていない。残丘盛土は厚さ最大16cmを 測

る赤褐色粘質土である。地山と土質・土色が似ていることから、周辺の地山を削って盛土として利

用したと考えられる。残丘盛上が少ないのは、本墳が標高97mと 高く、高所に位置するため、流土

してしまったためと思われる。旧表土は、厚さ約18cmを 測る。

溝状遺構 (SD-01,02)と 思われるものが2条確認された。SD-01は削平を受けていたため、本墳

南側において約6m検出されたのみである。規模は幅90cm、 深 さ10～ 15cmを測 り、黒色粘質上の堆

積が見られた。堆積土中からは須恵器片が一片出土した。SD-02は幅60cm、 深さ10～ 15cmを 測り、

黒黄色粘質土の堆積が見られ、土師器細片が出土た。

主 体 部  (第7図 )
墳頂部は既に撹乱されており、標高96.3mの 高さに石棺らしき石材が一部露出していた。全体を確

認するために周辺を精査していくと、内法長165cm、 内法幅40cmの 石棺が検出された。主軸をN一

63° 一Eに とり、地山下30cm掘込んでいる。石棺は南西方向の小口に板石状の自然石を1枚並べて

立てており、北東の小日は確認できなかった。側石には一辺40cmの石を最低3枚並べて立てている。

蓋石は最大で50cmの石を少なくとも二段に積み重ねていると推測される。石材は安山岩であった。

棺内に遺物は検出されなかった。

被葬者は地山上に埋葬されたものと考えられる。

Ｆ

上
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1.表  ±     6.黄 褐色粘質土
2.赤褐色粘質±  7.灰掲色粘質土
3.暗褐色粘質±  3.赤褐色粘質土
4褐色粘質±   9淡 茶褐粘質土
5黒色粘質±   10明 褐色粘質土

第9図 袋尻1号墳出土遺物実測図

須恵器

1は、立ち上がりが内傾気味にのびる須恵器の不身で、復元口径10.2cmを 測る。内外面には回転ナ

デが見られる。出雲5期 (註)に相当すると考えられる。

(註)須恵器の年代については以下大谷編年によるものとする。

大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌 第■集』

第8図 袋尻1号墳土層堆積状況

-9-



2.袋尻 2号墳

袋尻2号墳は本遺跡群西側、標高53～57mの西向きの尾根筋上に位置し、調査前の地形測量におい

て一辺14mの方墳と推定された。

墳   丘  (第■図)
墳丘は南北長14mを測り、東西方向の墳裾範囲は不明であった。築成方法は旧表土が確認されな

かったこと及び盛上がブロックを多量に合んでいることから、地山面まで掘削してそこから盛上を

して墳丘を形成したものと考えられる。

主 体 部  (第12図 )
墳頂中心部において表土を除去したところ、東西長1.82m、 南北長最大85cmを 測るやや不整形な

楕円形の平面プランが検出され、黒褐色粘質上 (ブロック混入)が堆積していた。これは木棺の腐

朽による落ち込み土と思われ、遺物として低脚邦の脚部等が出土している。

<

1 自

X=-63300

X=-63310

X=-63320

第10図 袋尻2号墳調査前地形測量図
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第11図 袋尻2号墳調査成果図
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hl

ml

A′

1暗掲色粘質土 (ブロック混入)

2赤茶色粘質上 (ブロック混入)

0                   2m

第12図 袋尻2号墳主体部実測図

主体部の掘り方は地山面において検出された。規模は東西長3.72m、 南北長1.92m、 深さ49cmで長

方形を呈し、内部には盛上と同じ赤茶褐色粘質上が堆積していた。底面はほぼ水平であり、埋葬方

法は木棺直葬によるものと思われる。

遺構について

本墳東側において土坑 (SK‐01)が 、南側において墓羨 (SX‐01)、 土坑 (SK‐ 02)、 溝状遺構 (SD‐

01,02)が それぞれ検出された。

SX‐01

SX‐01は長径176cm、 短径101cm、 深さ27cmを測る。北側においてSD-01を切りあっており、遺物

として中世 (12世紀)頃の土師質の不が4点、水晶が1点それぞれ出土 している。水晶は断面が六角

形で両端は欠損している。墓羨内には黒茶褐色粘質土及び黒色粘質土が堆積していた。埋葬方法は

木棺によるものと推測する。

SK‐01

SK‐01は長径105cm、 短径87cm、 深さ50cmを測る。地山面に掘込まれており、土坑内には黒褐色

粘質土 (炭混入)が堆積していた。遺物は出土しなかった。
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SK-02

SK‐02は長径80cm、 短径70cm、 深 さ27cm

を測る。盛土面に掘込まれており、土坑内に

は暗褐色粘質土及び茶色粘質土 (ブ ロック混

入)が堆積していた。遺物として土師器壷片

が出土している。

SD‐01

SD‐01は東西長4.9m、 南北長2.lm、 幅64cln、

深さ7 clnを 測る。暗褐色粘質土 (ブロック少

量混入)力式堆積しており、遺物として土師器

甕片が出上している。

hl

A

／

止

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｍ

Ｅ
ｏ
ｏ
．ゆ
ゆ

ｍ５５
．
０〇

一
Ａ

ｍ５５
．
５
一Ａ

第13図 SK‐01実測図
0       1m

B′

5550m
B

5550m
C

1暗掲色粕質土 (ブ ロック混入)   4茶 褐色粘質土 (ブ ロック混入)
2黒茶色褐粘質土 (ブ ロック混入)  5暗 褐色粕質土
3黒色粘質土 (ブ ロック混入)    6茶 色粘質土

第14図 墳据南側遺構実測図
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Ｉ

Ｈ

Ｉ

B豆堅

'Om

1.表 土
2.茶褐色粘質土 (ブロック混入)
3.暗褐色粘質土 (ブロック混入)
4.赤茶色粘質土

第15図 袋尻2号墳土層堆積状況

5.掲色粘質土

6.黒褐色粕質土

7.青灰色粘質土 (撹乱土)
8.赤茶色粘質土 (ブロック混入)

0                          5m



S正)‐02

SD-02は 長 さ3.lm、 最大幅

1.15m、 深さ28cmを測る。暗褐

色粘質土 (ブ ロック少量混入)

が堆積していた。遺物は出上し

なかった。

出土遺物について (第 16図・

17図 )

1は盛土内より出上 した複合

口縁をもつ甕である。端部は平

坦面をもつ。

2は主体部内より出上した低

脚郭である。脚部は「ハ」の字

状に開く。

3はSD‐01よ り出土した甕であ

る。肩部にわずかに鈍い稜をも

っている。

4はSD‐01よ り出上したイヽ型壷

であるc単純口縁で内面にヘラ

削りを施している。

5はSK‐02よ り出土した外反す

る単純口縁をもつ甕である。内

面はヘラ削りを施している。

6～9はSX‐01よ り出土 した土

師質の邪である。底径はほとん

ど同じ大きさで回転糸切り痕が

認められる。形態から12～ 13世

紀頃のものと思われる。

17図の水晶はSX-01よ り出土

したものである。両端を欠損し

ている。           第16図 袋尻2号墳出土遺物実測図 伽)9     1qm

功
第17図 袋尻2号墳出土遺物実測図 (2)

一　一一一一一一一十一】封コ中
(S=1 :1)
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3.袋尻 3号墳

1号墳が所在する丘陵状の北方約60m、 標高約97mの地点で工事中に新たに発見された古墳で、平

成7年度において当初計画に追加して調査を行った。墳丘の東側半分は重機によって既に肖U平 されて

いたが、一辺約10m、 比高約2mを測る方墳と考えられた。調査は残存する西側墳丘に土層観察用の

畔を設定して地山まで掘り下げた。

墳 丘 (第 19図 )

調査の結果、築造当初は南北10m、 最大盛土高60cm、 墳裾からの比高2mを測る方墳であることが

半J明 した。墳裾では周溝が検出されなかったために東西方向の規模は不明である。

9             ,     11 1 '   1° lm

―

――
〃
″ ＝

熊

＋

第18図 袋尻3号墳調査前地形実測図
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墳丘の築造方法としては、自然地形を利用して墳裾部分では周清を設けずに最小限の地山整形を

施すのみで墳丘基盤を造り、その後わずかな盛土を施して墳頂部を整形する。墳頂部の地山面は南

側から北方に向かって標高が下がる状況が見られ、墳頂部も北方に向かって傾斜しているが、北側

部分では盛土の流出が顕著に見られることから、築造当初は基盤の高低差を解消するように北側部

分により厚く堆積していたことが推定される。

A
-99・
00m

13.橙褐色土

第19図 袋尻3号墳調査成果図
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墳丘からの出土遺物としては、墳頂部

表土直下から土師器の破片が出土 した。

また、北側墳裾では表土下から土師質土

器の皿が出土した。しかし後世のものと

考えられ、本墳に直接関連するものでは

ないと思われる。

主体部について (第20図)

第20図 袋尻3号墳主体部実測図

墳丘中心部分を表土から約40cm掘 り下げた段階で、長さ2.5m、 幅0.4m～0.8m、 深 さ15～ 25cmを

測る長方形の上羨プランが検出された。墓羨底は北東方向へ向けてレベルがさがる状況が見られる

が、墓羨幅を観察すると北東部が幅広に掘込まれているため、頭位は北東方向であったと推定され

る。

墓頻中から出土遺物は出土 しなかったが、墳頂部の表上下で検出された土師器片の出土地点がこ

の墓羨の南西端部に位置するため、この墓羨に関連する供献土器であった可能性が考えられる。

特徴的な点としては、墓羨の南側側辺は地山面から掘込まれているのに対し、北側側辺は第■層

の、盛土上から掘込まれている点である。これは前述 した墳丘基盤 (地山)の傾斜に起因するもの

であると考えられる。また墓羨の主軸は、墳丘の南北軸がN‐3° ‐Eであるのに対し、約60° 東方に振

って、N-64° ―Eと なり、相違点が見られる。この点についても地形の制約を受けた可能性が考えら

れる。

出土遺物 (第21図 )

1は墳項部の表土下で検出された小形丸底鉢である。日径は推定で17.Ocmを測る。体部と口縁部の

境のくびれはなく、口縁端部は外方に折り曲げられる。内面はヘラ削り後、ナデの調整が見られる。

古墳時代中期末頃のものと考えられる。

2～ 51よ北側墳裾表上下から出土した土師質土器である。2～4は、口径がほぼ同じで、各々口縁端

部はまるくおさめ、一条の沈線を施している。底部は回転糸切り痕である。5は、日径がやや大きく、

器壁は厚い。口縁端部は平坦になっている。底部は回転糸切り痕である。土師質土器は後世のもの

であり、直接本墳に関係するものではないと考えられる。

0                  1 ocm

第21図 袋尻3号墳出土遺物実測図
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4.袋尻 4号墳

袋尻4号墳は本遺跡群北側、菅沢池西側の南北に続く尾根の最北端部に位置する。標高は43～45m

である。この4号墳の北には周知の遺跡として野向古墳の存在が知られている。また、今回の調査に

より北西にF遺跡、菅沢池を挟んで東には7号墳、8号墳が確認されている。この古墳の調査は平成7

年度の分布調査でその存在が知られ、袋尻4号墳と命名し調査をおこなったものである。

濤

プ

0                               10m
i         J

第22回 袋尻4号墳調査前地形測量図
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第23図 袋尻4号墳調査成果図
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第25図 袋尻4号墳主体部実測図
0       1m

土器棺 (第26、 29図 )

土器棺 I(第26図 )

上器棺 Iは、主体部の北東約2.5mの 墳頂部より検出されたものである。

土器棺を埋納 した土羨は、検出面で北東方向に160cm、 北西方向に50～70cm、 深さ20～30cmを 測

り、不整形な楕円状を呈す。主軸方位はN-43° 一Eを測る。

土器棺は、大小二つの複合口縁の壷 (南西側が大壺、北東側が小重)が互いの口縁部を合わせる

形で横位に置かれている。この二つの壷は胴部が壊れ、盛土と共に壷内に落ち込んでいる状態であ

ったが、大壷からは橙茶色の砂質土が底 (壼胴部)か ら厚さ15cm程度検出された。この砂質土は、

調査区付近では見られないものであり、人為的に入れられたものと考えられる。遺物は、大壷内の

砂質土中から鉄剣が2つ に折れた状態で出土している。なお、小壷内からは砂質土及び遺物は検出さ

れていない。また、大壷には口縁部内面にまんべんなく黒色物が塗られていることが確認された。

この黒色物は漆と思われ、壷内に死者が埋納されていたとすれば、当時の埋葬法に関わる宗教的な

彩色が強いものとも考えられる。

1(第27図)は土器棺 Iの小壷である。肩部から底部にかけては器肉が薄く、接合は不可能であっ

たが、出土した状態で器高約37cm、 胴部径約35cmを測る。日径は29.6cmを 測る。外面の調整は、日

縁部、頸部共に横ナデで頸部以下はハケメである。また、肩部には連続する斜行刺突文を施 してい

る。内面の調整は、日縁部は横ナデで、頸部はヘラミガキ、これより下はヘラケズリである。口縁

部の立ち上がりはやや外傾 し、端部は面をなす形状をしている。日縁部外面の稜は水平方向に突出

してIゝ る。
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2(第27図)は土器棺 Iの大壷である。この壷は調査区外に流れ落ちた為か胴部の1/2程度は欠損
している。法量は口径37.4cm、 器高73.9cm、 胴部径56.9cmを 測る。外面の調整は、日縁部、頸部は

共に横ナデで、肩部は横方向のハケメ、これより下にかけては斜め及び縦方向のハケメである。ま

た、口縁部には五つ連続する竹管文が、頸部には有軸羽状文が施されている。内面の調整は、口縁

部、頸部共に横ナデで、頸部下からはヘラケズリである。日縁部の器肉は厚く、立ち上がりはやや

内傾 している。口縁端部は面をなし、口縁部外面の稜は水平方向に頭著に突出する形状を呈す。底

部は、角が丸みを帯びている平底である。
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第26図 袋尻4号墳土器棺 I実測図 (1)
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1、 2は共に草回7期頃相当、古墳時代前期のものと考えられる0。

第28図は大壷1内の砂質土申から出上した鉄剣である。切先がやや欠損しているがほぼ完形である。

法量は残存長28=&血、茎部長10.8cm、 妻部幅1.1～ 2,4cm、 剣身長18cm、 剣身膨 ～2:5cmを 測る.。 剣

身長から1短剣と考える①,剣身の断面は錦が見られず薄い菱形を呈している。剣身幅は切先に向け

て徐々に細ぐなる。関部は内湾状に浅く剪
―
れ込んでおり、茎部は茎尻に向かってやや細くなる形状

を呈―す。茎部の目釘穴は二つ見られ―、再度打ち直されたものと考えられる。

一 r―

1

第27図 袋翔 号墳土器棺Ⅱ実測―図 (21

-24-

第28回 1鉄剣実測図



土器棺Ⅱ (第29図 )

土器棺Ⅱは、主体部の北東約9mの墳丘の緩斜面より検出されたものである。

土器棺を埋納した土羨は、検出面で北東方向に90cm、 北西方向に40～50cm、 深さ10～20cmを測り、

不整形な楕円状を呈す。主軸方位はN-61° 一Eを測る。

この上器棺も土器棺 Iと 同様大小二つの複合口縁の壷 (南西側が大壷、北東側が小壼)が互いの日

縁部を合わせる形で横位に置かれている。これらの壺も上面の胴部が壊れ、土と共に壼内に落ち込

んでいる。また、この土器棺からは遺物は出土していない。

1(第30図)は土器棺Ⅱの小壺である。胴部などは欠損し、肩部、底部については器肉が薄く非常

にもろかった為接合可能部分は日縁部のみであった。法量は日径24cmを 測り、その他部分は不明で

ある。日縁部外面、内面は共に横ナデで、胴部外面はハケメ、胴部内面はヘラケズリを施している。

また、施文は見られなかった。口縁部の立ち上がりはやや外傾し端部は面をなす。日縁部外面の稜

は水平方向に突出している。

2(第30図)は土器棺 Ⅱの大

壼である。この壷はほぼ完形

である。法量は日径28.7cm、

器高45.5cm、 胴部径36.2cmを

測 る。□縁部、顕部は外面、

ef    内面共に横ナデで、頸部以下
―    は内面はヘラケズリを施すが、

外面の調整は風化の為不明で

´ ある。また、施文は見 られな
い。口縁部の立ち上がりはや

や外傾 し、端部は面 をなす。

日縁外面の稜は水平方向に突

出している。底部は丸底に近

い平底である。

1、 2は共に草田7期頃相当、

古墳時代前期のものである②。

B44.80

土羨 (第31図SK‐01.SK‐ 02)

SK-01は、主体部の東約6mの

墳丘の緩斜面より検出された

ものである。上面径70～ 90cm、

深 さ30cmを測 り、平面形は不

整形な円形を呈す。壁面は傾

斜 して掘 り込まれていた。ま

た、底面は東側にやや傾斜 し

第29図 袋尻4号墳土器棺Ⅱ実測図 (1)
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ている。埋土中の褐色土及び暗褐色土からは、炭化物

が確認されている。なお、この褐色土中からは土師器

片が一片出上している。

SK-02は 、主体部の東約12mの墳丘の斜面より検出さ

れたものである。上面径60～ 70cm、 深 さ14cmを 測 り、

平面形は不整形な円形を呈す。SK-01と 同じく壁面は傾

斜 して掘 り込まれている。また、底面は東側に傾斜 し

ている。埋上の第2層黒色土からは、炭化物が確認され

た。なお、この土羨からの遺物は検出されていない。

期
〆

註l F講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5南講武草田遺跡』鹿島町教育委員会 1992年

註2 前掲註1と 同じ
註3 池淵俊―「鉄剣武器に関する一考察」『古代文化研究第一号』島根県古代文化センター1993年

袋尻4号墳上器棺Ⅱ実測図 (2)

A空堅
00m  SK-01

SK‐ 02

43.50m
― A・ B―

0       1m

SK…02実測 図

― Bi

1赤褐色土 (焼土 ?)

2黒色土 (炭多量混入)

3黄掲色土

1褐色土 (炭少々含む)

2暗褐色土 (炭多く含む)

第 31図  SK‐ 01、
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5.袋尻 5号墳

本遺跡群東側、標高60～ 63mの東向きの尾根筋上に位置し、調査前の測量によリー辺■mの古墳と

考えられていた。墳形については不明である。調査は、本墳が位置する尾根筋に並行と直交に合わ

せて畔を設定し、調査を行った。

墳 丘 (第33図 )

盛土は多量のブロックを含んでおり地山を加工 したものを使用したものと考えられる。また、旧

表土が確認されなかったことから2号墳と同様で、地山面まで掘削してそこから盛土をして墳丘を構

築したものと推定される。

X=-63200

X=‐63210

０
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∞
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熊
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第32図

|

袋尻5号墳調査前地形測量図

0       5m

―

第33図 袋尻5号墳調査成果図
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A Ai

A'  1.暗褐色粘質土

(ブロック混入)

0          1m

第34図 袋尻5号墳主体部実測図
第36図 袋尻5号墳出土

遺物実測図 (s=1海 )

A

-62.00m

ゆ   ё  ο

61.50m
C―

珂表 土
2.茶褐色粘質土

3.暗褐色粘質土

4.黄茶色粘質土

(ブロック混入)

(ブ ロック混入)

(ブ ロック混入)

_Ci

5m

第35図 袋尻5号墳土層堆積状況

主体部 (第34図 )

墳項部やや東側の地山面において、長さ127cm、 幅70cln、 深さ19cmを測る楕円形状のプランを検

出された。埋上には暗褐色粘質土 (ブロック混入)が堆積していた。遺物として土師器細片が出土

している。本墳の築造時期については出土遺物から2号墳とほぼ同時期の古墳時代前期頃と考えられ

る。また、周溝は検出されず、盛土もかなり流出しているため、墳丘範囲については不明である。

出土遺物 (第36図)

1は主体部の埋上、暗褐色粘質土 (ブロック混入)中 より出土した土師器の口縁である。細片のた

め復元は不可能であったが、時期は草田7期 (註)の頃のものと考えられる。

(註 )『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5 南講武草田遺跡』鹿島町教育委員会 1992年
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6.袋尻 6号墳

本遺跡群北側、標高49～53mに位置する。調査は本墳が位置する尾根筋上に並行と直交方向に畔

を設定し、実施した。調査前の地形測量において一辺約23mを 測る方墳と推定されたが調査の結果、

半径約二皿を測る円墳と考えられた。また、墳裾から須恵器と土師器細片が出上 したが、古墳の築

造年代を表わすものとの確証は得られなかった。(第38図 )

墳  丘 (第41図 )
墳丘の築成方法は、旧表土が確認されなかったことと盛土 (茶褐色粘質土)内にブロックが含ま

れていることから、地山を加工して盛土を施 したものと思われる。また、墳丘の北西方向 (谷側)

の比高差がおよそ3.6mあ り、南東方向に比べて造りをより丁寧にしたものと考えられる。

主体部 (第39図)

主体部は地山面において確認され、規模は東西長210cm、 南北長75cm、 深さ最大32cmを測る長方

形である。南側の一部は崩壊 していた。西側の幅が東側に比べておよそ2倍広く、おそらく西側に頭

位を向けて埋葬されたものと考えられる。埋土は主に軟質の茶 。黄色粘質土が堆積していた。埋葬

方法は本棺直葬と考えられる。

その他の遺構 (第40図 )

6号墳では土羨3基、清状遺構1条が検出された。土療 (SK‐01)は主体部北側において、(SK‐02)、

(SK-03)は本墳西側で検出された。また、清状遺構 (SD‐01)はSK‐02,03に近い墳丘西側で検出され

た。

SK‐01

長径58cm、 短径47cm、 深 さ7cmを測る。埋土は黒色粘質土で多量の炭を含み、若子の焼土も確認

された。遺物は出土していない。

SK‐02

長軸107cln、 短軸53cm、 深さ38cmを測る。やや不整形な形をしており、埋土には炭を含む。遺物

は出土しなかった。

SK‐03

直径90cm、 深さ37clnを 測る。円形を呈しており、埋土に炭・焼土を含む。遺物は出土しなかった。
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第37図 袋尻6号墳調査前地形測量図
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第38図 袋尻6号墳調査成果図
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7.袋尻 7号墳

7号墳は本遺跡群北側、標高49～52mに位置する。7号墳の南側に6号墳、西側には8号墳が存在し

ている。調査前の地形測量においては南北約13mを 測る古墳と考えられていた。調査は残存する西

側墳丘に土層観察用の畔を設定して実施した。

墳 丘 (第44図 )

墳丘は東側半分を削平されており、築造当初の墳丘構造を留めていない。墳裾から周清が検出さ

れなかったために墳丘規模は明確ではなかった。調査の結果、約12mを測る方墳と考えられた。

墳丘の築造方法は周溝を設けず、地山を利用して墳丘基盤を造り盛土として地山のブロック上を

――――一 Y=81170

~Y=81160

〕           5m

第43図 袋尻7号墳調査前地形測量図
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利用したものと思われる。墳頂部では表土以下約20cmで地山のブロック土面に達し、地山面より主

体部を検出した。また、周溝は認められなかった。

主 体 部

墳頂部において表土から約20cm掘 り下げた段階で、主体部を2基確認し、北側を第1主体部、南側

を第2主体部と呼ぶことにした。

第44図 袋尻7号墳調査成果図

-35-

匈ヽ

／
／

／



|ぬ

1橙色粘質土 (ブロック土混入)

2青灰色粘質土

第45図 袋尻7号墳第1主体部実測図

第1主体部  (第45図 )

第1主体部は表土除去後約20cm掘 り下げたところで検出した。長さ約340cm、 最大幅約240cm、 深

さ40cmを測る。墓羨の幅は、東側が広く、頭部は東向きだったと推定される。

表土を除去 した段階で、地山と同じブロック上が混入した橙色粘質土を確認した。墓羨内底面に

は、橙色粘質上の下に青灰色粘質土が10～ 20cmの厚 さで堆積していた。灰白色粘質土は、横断面が

U字形の堆積をしており、おそらく木棺を埋葬した際の粘土床であったと推定される。墓羨中から遺

物は出土 しなかった。

第2主体部  (第46図 )

第2主体部は表土除去後約10cm掘 り下げたところで検出した。長さ280cm、 最大幅100cm、 深 さ

40cmを測る。こちらも墓羨の東側の方が幅広であることから、同じく頭部は東向きだったと推定さ

″とる。

第1主体部と第2主体部の関係は、土層の堆積状況から第1主体部の覆土から切り込んでいることが

窺えるため、第1主体部の後に第2主体部を造ったものと考えられる。また、墓羨中にはブロック土

の混入した黄・橙褐色土が堆積しており、墓羨底面には、第 1主体部と同じように青灰色粘質土が堆

積していた。横断面でみるとU字形に堆積しており、第1主体部と同様に粘土床であった可能性があ

る。墓療中からは、遺物は発見されなかったが、墳項部表上下より土師器の壷片が出土 した。これ

ノ
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第46図 袋尻7号墳第2主体部実測図

が第2主体部の直上に位置することから第2主体部の埋葬に

関連するものと考えられる。

出土遺物  (第47図 )

第2主体部の直上、表上下より出上した土師器壺の頸部

片である。綾杉状の沈線を施している。古墳時代前期頃の

ものと思われる。
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第48図 袋尻7号墳上層堆積状況



8.袋尻 8号墳

8号墳は本遺跡群の北側に位置し、尾根伝いの東側には7号墳、菅沢池の西側には4号墳がある。調

査前の地形測量で標高40～ 41m、 径約14mの 円墳と思われたため、墳項部を中心の調査を進めた。

北側と南側の一部はすでに削平されていたために墳丘の状態を完全に把握することができなかった

が、主体部と思われる土羨と墳頂部から大型土器が計3個出土した。

<墳丘について>(第49図 )
調査の結果、上端径約6m下端径約14mを測る円墳であることが確認された。墳丘は尾根上の地形

に約60cm前後の盛土をして墳丘を形成していた。旧表土はなかったが、盛土は地山を削った上が盛

られていると思われる (第 50図 )。 地山直上は主体部西側の灰色土を削った上を約数cm～30cm前後

盛り、その後、墳丘基盤を造成する際に削った土を盛ったものと思われる。

周溝などの外部施設は確認されなかった。
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第49図 袋尻8号墳調査前地形測量図
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第52図 主体部実測図

<主体部について>(第52図、図版19)

主体部は墳丘の中央から南西側より地山を掘り込む形で検出された。墓羨の平面形は隅丸長方形、

断面形が逆台形を呈し、上面は長さ257cm、 幅80～90cm、 底面は長さ223cm、 幅60～ 70cm、 深さ約

40cmを測り、主体部の中心軸はN‐55° ―Wである。壁はやや外側に開き気味に立ち上がっているが、

墓羨底面の壁際の上層から壁の上面が崩れたものと考えられる。墓羨底面の中央でわずかに窪みが

見られたが、その上にほぼ全面にわたって灰色粘質土が厚さ約6cm程度、平坦になるように敷き詰

められていた。そのため木棺を直に床に置いたのではなく粘土床の上に置いたと思われる。棺材や

釘などの木棺の痕跡は発見できなかったが、床面が平坦であることから割竹形木棺ではなく箱形木

棺が使用されたと考えられる。副葬品は全く出土しなかったため、主体部についての詳細な時期は

不明である。

<墳頂部出上の土器について>(第53・ 54図 、図版20)

墳項部から主体部の両側から大型土器が出土した。主体部の北西側 (1号土器)は単独で、南東側

(2・ 3号土器)は2個出上した。

1号土器 (第 53図)は主体部から北西に約2mの所から約85cm四方の範囲で出上した。土器は横倒

しの状態で出土し、その中心軸はW-8° 一Sで回縁部は北東側を向いていた。横倒しになった上器

の底の部分は (胴部)水平が保たれていたが、中からは遺物は出上しなかった。

2・ 3号 (第 54図)土器は主体部の南東約lmの所から100× 50cmの範囲で出上した。双方とも横倒

しで、口縁部を合わせた「合口」の状態で出土した。中心軸はN-58° 一Eであり、2号土器の口縁
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部は欠損しているが北西に、3号土器は北東に向いている。3号土器の回縁は故意に打ち欠かかれて、

3号土器自体が2号土器の蓋の役目をしていた。2号土器から3号土器に向かって傾斜しているが、双

方の上器の中から遺物は出土しなかった。

<遺物について>
1号土器は墳項部の主体部北西側から出上した大型の壷形土器で (第 55図、図版66)、 日径20cm、

日縁部の厚さ約 lcm、 胴部の厚さは1.5cmを 測る。胴部下からは出上したが接合・復元はできなか

った。口縁部はやや内側に内傾する単純口縁で、頸部には突帯が付いている。胎土は粗く1ミ リ以上

の砂粒を含み、内外面は風化のためかざらざらしている。突帯の下には2段に羽状文が施されている。

このように頸部に突帯が付く土器の出土は県内では珍しく、松江市の柴尾3号墳の墳頂部から出土

した壷 ⑪や鹿島町の草田遺跡のSD‐03か ら出土した装飾壷 ②など数例である。これらは鳥取県東部

地域で盛行するタイプと類似する。

2号土器は墳頂部の主体部南東側から3号土器とともに出土した大型の甕形土器で (第56-1図、図

版66)、 日径は30,5cm、 厚さ約lcm、 胴部の最大径は38,3cm、 厚さ0.5cmを 測る。日縁部は複合口縁

で、稜は水平に突出しており胴部はやや肩の張った感があり、調整は内外面ともヨコナデが施され、

頸部外面はハケ状工具の調整の後ヨコナデが施されている。胴部外面はタテナデの後にヨコナデを、

胴部上面には波状文を施し、内面はケズリによって調整されている。胎土はlmm以下の石英や長石

などの砂粒をわずかに含んでいるが緻密で、焼成は良好である。

草田7期の特徴を持ち、古墳時代前期のものと思われる。

3号土器 (第56-2図 )は日縁を故意に打ち欠いて2号土器の蓋の役目をしていた。そのため口縁部

はなく口径はわからないが胴部の最大径は35cm、 厚さ約lcm、 底径8cmを測る。胴部上面に沈線文

を施し、内外面ともハケ状工具による調整の跡が見られる。底部は丸底に近い平底である。

<小結>
8号墳では墳項部から検出状況が異なる大型土器が2カ所から出土した。つまり単独で出土した1号

土器と、複数で「合口」で出土した2・ 3号土器である。本遺跡群では4号墳の墳項部から出上してお

り、他の遺跡の出土例と比較しながら8号墳の特徴を考察してみた。

まず墳項部出土の大形土器の性格については埋葬施設としての “土器棺"と埋葬施設への “供献

土器"の2種類に大別される0。 8号墳の2・ 3号土器の場合、①―墳頂部から出土一横倒しの状態―

0                  1 0Cm

第55図 袋尻8号墳出上遺物実測図 (1号土器)
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複数出土―タイプは埋葬施設であると考えられる。「合口」には2種類あり、8号墳の2・ 3号土器のよ

うに口縁部と頸部を合わせるタイプは出土例として米子市の陰田60号墳の主体部3か ら出上した大型

の壷形土器があげられ、小児墓と考えられている④。もう1つは口縁部どうしを合わせるタイプで4

号墳や奥才12号墳出上の大型の壷形土器などがあげられる。しかし奥方12号墳の場合2号土器の口縁

部は1号土器の中に落ちていたため4号墳と同じであるとは断定はできない 0。

第56図 袋尻8号墳出土遺物実測図 (2・ 3号土器)

∞

,多

-45-

1 0cm



これらが本当に埋葬施設であったかどうかは人骨が出土しなかったため明確には断言できない。

しかし4号墳の土器棺 Iの場合は横倒しの上器の底 (胴部)に人為的に砂質上を敷き副葬品と思われ

る鉄剣が出上した。また土器の口縁部内面には漆と思われる黒色物が施されていることから意図的

に埋葬施設として使用していた可能性が高い。また口縁部どうしを合わせるタイプと口縁部と頸部

と合わせるタイプの差違は埋葬する人に大きさによって異なるとも考えられる。つまり4号墳の上器

棺 Iの場合土羨が160cmに対して、8号墳の2・ 3号土器や陰田60号墳は80cm前後とやや小さい。その

ため4号墳は小児用で、8号墳や陰田60号墳は幼児用と推測される。

次に8号墳の1号土器の場合は②―墳頂部から出土一横倒しの状態―単独出土―タイプは蓋の役目

する土器がなく、埋葬施設とは断定しがたい。同様の出土例として東出雲町の大木権現山5号墳が上

げられる 0。 この1号土器は鳥取県東部に盛行するタイプと類似することからサ島取県東部地域と関わ

った人が主体部に埋葬されていると考えられる。

今後、主体部と大型土器との関係や埋葬順位や地域的特色などを含めて検討課題は多い。

[註]

(1)『柴尾遺跡発掘調査報告書 (I)』 財団法人 松江市教育文化振興事業団 1994年

(2)『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5 南講武草田遺跡』鹿島町教育委員会 1992年

(3)「墳丘出上の大型土器」F山陰考古学の諸問題』1986年

(4)『陰田遺跡群』鳥取県教育文化財団 1996年

(5)F奥才古墳群』鹿島町貌育委員会 1985年

(6)『大木権現山古墳群』東出雲町教育委員会 1979年
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9。 袋麟 跡

袋朧 跡は、本遺跡群北側の標高16～ 23mの北向き斜面上で、大久保池の南側の上手に位置する。

そのため遺跡の北側の一部は近年まで溜め池として利用されている。また、周知の遺跡の大久保遺

跡 (遺物散布地)の一部でもある。調査は池の周辺の斜面を対象とし、表土除去後、各土層を掘り

下げながら調査を行った。

層 序 (第59図)
調査区内の基本層序は、大まかに表土以下、黒茶色粘質土、橙褐色粘質土、黒色粘質土、やや黄

色味を帯びた地山となっている。また、北側の池に近づく程、土色は濁り、水分を多く含んだ土層

が見られた。遺物の多くは南側から池に向かって流れ込む自然流路中から出土した。自然流路内に

は主に黒色粘質土、茶色粘質土が堆積していた。

遺 構 (第60図)
調査区西側緩斜面において掘立柱建物跡が1棟検出された。遺構は掘立柱建物1棟のみであったが、

その東側には自然にできたと考えられる流路が確認され、遺物としては弥生土器が出土している。

SB‐01

調査区西側の緩斜面において、表土除去後精査した段階で柱穴を8個確認した。標高はおよそ23m

で、調査区内においては最も高い所に位置する。規模は1間×3間の掘立柱建物跡である。柱穴間の

距離は桁行き1.8～ 2.Om、 梁行3.Omで ある。柱穴の平面はいずれも楕円形を呈しており、検出面の規

模は上端で直径0.8～1.Om、 深さ0.3～ 0,8mを 測る。いずれの柱穴も堆積土は黒色粘質土であった。西

側柱穴列と東側柱穴列では穴の掘り込み方向が異なっている。西側は東西方向に長く、東側は南北

方向に長い。これは地山の傾斜に合わせるために掘り込む方向を変えたためか、あるいは柱を立て

る際の手順として意図的に方向を変えて文を穿ったものとも考えられる。また、2つの柱穴からは柱

を支えるための石が確認された。その他には掘立柱建物跡に伴う遺物は出土していない。

遺 物 (第61図 ～64図 )
遺物は主に調査区東側の自然流路から弥生時代中期から後期にかけての甕・壷・高不・底部など

が出土している。この流路は離 跡南側の調査区域外の斜面から流れ込んでおり、調査区南側には大

久保古墳群及びその他に関連する遺構が存在する可能性があると思われる。

壺・甕類 (第61図 )

1～ 6は 「くの字」に屈曲する口縁をもつ甕である。

とは「く」の字状に屈曲した頸部に粘土を貼り付け刻目を施したもので、焼成は良好である。

2は同じように頸部が屈曲するが、日縁端部は上下に拡張され、3条の沈線をもつ。頸部には工具

による圧痕文帯が廻る。
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第57図 袋尻A号遺跡調査前地形測量図



第58図 袋み 号追跡調査成果図
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A 2000m

B  2200m

1.茶色粘質土

2暗青色粘質土

3茶褐色粘質土

4濁茶色粘質土

5灰茶色粘質土

,壕雹忌轡憂
土    B,

3.黒茶色粘質土

9.黒色粘質土 (炭混入)

10黄白色粘質土―地山

11黒色粘質土 (茶色粘質土少量混入)

12茶色粘質土
J表土

2黄褐色土

3灰褐色土

4.暗灰褐色土

5,暗褐色土

6黒褐色土

7.黄茶色土

8。青灰色土

9.責灰色

5m

第59図 袋尻A号遺跡土層堆積状況

3は頸部に圧痕文帯を施しているが、日縁部には沈線は確認されなかった。

4はやや摩滅しているが、頸部には工具による圧痕文帯が廻っている。

5は4条の沈線を施した口縁の端部外面に工具による刻み目が施される。頸部には圧痕文帯が巡っ

ている。

6は口縁外面に2条の沈線と、その上に刻み目が施されている。肩部には羽状文が廻る。調整は内

外面共にハケメである。

7は壷である。頸部から口縁部にかけて緩やかに外反し、日縁端部は平坦面をもつ。平坦面には4

条の凹線を施している。頸部には2条の圧痕文帯が廻っている。

8は頸部がまっすぐに立ち上がり、口縁部が大きく外反する大形壷である。口唇部は上下に月巴大し、

内面に4条、外面に1条の沈線を施す。肩部はややだれ気味で、2条の連続刺突文があり、頸部には3

条の刺突列点文を施している。内面・外面共にハケメ調整である。

9は壷又は甕の肩部である。2段7条の櫛描平行線文と交互に綾杉状線文が3段廻っている。内面の

調整はヘラ削りとハケメが見られる。ヘラ削りの後にハケメを施したものと思われる。

高不 (第62図 )

10～16は高邪である。

10は 内傾する口縁に4条の凹線文を持つ高郷である。筒部には櫛状工具による5条の直線文が施さ

れる。内面にはヘラ削りが見られる。
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第60図 袋尻A号遺跡SB-01実測図
■は内傾する口縁に5条の凹線文をもつ高邦の邪部である。口縁外面には凹線文の上から刺突列点

文が2列施されている。外面はヘラミガキで調整され、接合部分には円盤が充填されている。

12は筒部で、多条の櫛描き直線文と3条の刺突列点文が施される。やや器壁が厚く、内面にはしぼ

り痕が見られる。

13は筒部で、外面に6条の凹線文とハケメを施す。14は風化のため調整は不明であるが、内面にへ

ラ削りを施している。

15、 16は脚部片である。15は 「ハ」の字状に開き、脚端部は段をなしてやや上方にのびる。外面

に凹線1条が施されている。16は脚端部に2条の凹線を施す。

底部 (第63図)

17～27は底部片である。

17、 18はやや上げ底気味の底部である。24は内面にハケメを施すが、全体として調整は外面ヘラ

1  23.00m
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第61図 袋尻A号遺跡出土遺物実測図 (1)
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第62図 袋尻A号遺跡出上遺物実測図 (2)
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第63図 袋尻A号遺跡出土遺物実測図

ミガキ、内面ナデを施すものが多い。

石製品 (第64図)

28は馬璃の管玉の未成品である。両端は欠損しており、残存長で

3.4cmを測る。
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10。 袋尻B遺跡

袋尻B遺跡は本遺跡群中央、標高33～ 46mの北向き緩斜面に位置する。この箇所は周囲を山に囲ま

れており、北側には菅沢池がある。また、東に6号墳、西には横穴墓群が存在する。調査は調査区の

尾根筋に対して10m方眼のグリッドを設定して一区画ごとに行った。調査の結果、竪穴式住居跡7棟

(S卜01～ 07)、 土坑3基 (SK‐01～04)、 溝状遺構3条 (SD‐01～ 03)を検出した。検出した住居跡は標高

34～ 40mの範囲に分布している。

表上下の土層堆積状況は褐色土・茶色上を主としており、遺物包含層は暗褐色土・黒色上である。

以前は水田として利用されていたことから段状の地形を呈 しており、後世撹乱を受けた箇所も見ら

れた。

Sと01(第67図 )

調査区内の南側、標高の一番高い所で検出された竪穴住居跡である。地山を掘 り込んで造られた

もので、北側及び東側は削平されていた。平面形は残存部分から隅丸方形と思われる。床面の規模

は残存長で東西軸4。2m、 南北軸1.3mを測る。壁高は南壁で最大25cmを測り、南壁から西壁一部にか

けて幅14～43m、 深 さ2～9cmの周溝が廻っている。床面はやや傾斜 しており、貼り床は検出できな

かった。床面からは柱鬼 (Pl～P3)3個、中央ピット (P4)を確認 した。柱穴は上縁径16～ 25cm、

深さ13cmを 測る。ピット1か らピット2・ ピット3ま での間隔は2.9mを測る。中央ピットは不整形で、

長軸72cm、 短軸70cm、 深 さ26cmを 測る。遺物としては南側周清より土卸器甕の口縁部と高不が出

土している。

S}01出土遺物 (第69図 )

甕形土器 1は「く」の字に屈曲する口縁をもつ土師器甕の破片である。調整は外面にハケメ、

面に横方向のヘラ削りと口縁付近にハケメを施す。

高  lTh 2は 不底部の破片である。脚筒部との接合方法は円盤充填法による。風化がひどく、

整は不明である。

S}02(第68図 )

調査区東側より検出された竪穴式住居跡である。北側半分以上が削平されている。平面形は残存

部分から方形と思われる。床面規模は残存長で東西軸5,3m、 南北軸1.5mを 測る。壁高は、南壁で最

大24cmを測り、南壁から西壁一部にかけて幅5～ 10cm、 深さ6cmの周清が壁沿いに廻っている。床

面はほぼ水平で、貼り床は検出できなかった。床面から柱穴 (Pl,P2)2個 を確認し、柱穴は上縁径

23～ 26cm、 深さ13～24cm、 間隔は4.5mを 測る。遺物として南側周溝内より土師器高不が出土してい

る。
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第67図  S卜01

B3900m

0                 2m

第68図 SI‐02実測図

S}02出土遺物 (第70図 )

高邦 高不邦部である。外面にはハケメを施 した後ナデている。外底には脚部との接合部分に刺
突がなされている。

S}03(第72図)

調査区西側より検出された竪穴住居跡である。地山を掘り込んで造られ、東側は一部削平を受け
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ており、北側はSI‐ 04に よって切られていた。平面形は

残存部分から隅丸方形と思われる。床面規模は残存長

で東西軸1.8m、 南北軸4.2mを 測る。壁高は、南壁で最

大38cmを測 り、南壁から西壁にかけて幅7cm、 深 さ

8cmを測る周溝が廻っている。床面はほぼ水平で、床面

から多量の炭・焼上が確認されたことから焼失 した可

能性がある。床面からは柱穴 (Pl～ P5)を5個確認した。

上縁径27～ 60cm、 深 さ23～56cmを測る。主柱穴はピッ

ト1・ ピット3・ ピット5で、間隔は2,7～3.Omを 測る。

S}04(第72図 )

SIぃ03と 切 りあって検出された竪京住居跡である。SI‐

03の北側を削って掘 り込まれており、床面の高さはSI‐

03よ り約20cm低 く位置する。東側は一部削平されてい

る。平面形は残存部分から方形と思われる。床面規模

は残存長で東西軸4.5m、 南北軸

4.25mを測 る。壁高は南壁で最大

26cmを測 り、南壁から東壁及び西

壁にかけて幅8～ 22cm、 深 さ4～

16cmを 測 る周溝が廻っている。床

面はほぼ水平で貼 り床を検出した。

茶色粘質土を貼 り付けて床面を平

らに回めている。床面からは柱穴

(P6～ P9)4イ固、中央ピット (P10)

1個 を検出 した。柱穴は上縁20～

60cm、 深 さ27～49cmを測る。P6～

P9の 間隔は1.8～2.35mを測る。中

央ピットは円形で長軸70cm、 短軸

60cm、 深さ44cmを 測り、黒色粘質

土が堆積していた。

ピット中からは土師器片が、床

面より上師器低脚邦等が出土 して

帝ヽる。

S卜04出土遺物 (第71図 )

SI-04か らは甕と低脚不、甑形土

器が出土 した。1～ 31ま ピット10内

より出上したものである。

ヽヽ、

＼

第69図 SI-01出土遺物実測図

―第70図 SI‐02出土遺物実測図
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第73図  S卜07実測図

甕 (1～2)

1は土師器甕の口縁部である。

?_ィ_コ__r_ャΞqm

第74図 SI‐07出土遺物実測図

単純口縁で、端部は平坦面をもつ。内面調整はヘラ削りである。

2は土師器甕の肩部である。肩部から顕部にかけて綾杉文が廻っ

ている。内面調整はヘラ削りである。

3は土師器低脚郵である。端部は欠損しているが、形態から時期

は車田7期頃のものと思われる。

4は甑形土器である。口縁下に突帯が付き、その3cm程下に差し込

み接合された把手が横方向に付いている。調整は外面は不明だが、

内面ヘラ削りである。

S}05(第72図 )

SI‐04の北側で検出された竪穴住居跡である。床面の高さはS104と

ほぼ同じ高さに位置する。東側は削平されている。平面形は残存部

分から方形と思われる。床面規模は残存長で東西軸6.5m、 南北軸
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暗茶色粘質土 (軟質)
一Ｋド
ヽ
Ｖ

___ ___3850m

0          1m

第76図  SK-02、 03実沢1図

4.85mで、壁高は南壁で最大20cmを測る。南壁から西壁にかけては幅10～20cm、 深さ15cmを 測る周

溝が廻っている。床面はほぼ水平であるが、貼 り床は検出できなかった。床面からは柱穴 (P■～

P13)3個、焼土を検出した。柱穴は上縁20～ 25cm、 深さ23～ 25cmで ある。遺物として西側周溝より

土師器細片が出土している。

SI‐06 (第72図 )

SI‐05北側で検出された竪穴住居跡である。上面がかなり削られており、ほぼ床面で確認された。

壁は南側及び西側で一部残っており、平面形は残存部分から方形と考えられる。床面規模は残存長

で、東西軸4.55m、 南北軸1.25mを 測る。壁高は南壁で最大10cmを測り、壁際に沿って幅16～40cm、

深さ8～ 15cmを測る周溝が廻っている。床面はやや傾斜している。貼り床は検出できず、床面から

は柱穴 (P14)1個 が確認された。柱穴は上縁30cm、 深さ60cmを測る。実測は不可能であったが、遺

物として床面より上師器と思われる土器片が出土している。

S卜07(第73図)

調査区北側より検出された竪京住居跡である。地山を掘り

込んで造られており、床面はほぼ水平である。平面形は残存

状況から方形と思われる。床面規模は残存長で東西軸6.85m、

南北軸約1.5mを 測る。斜面の上方を加工して平坦な床面を作

り出したものと思われる。壁高は南壁で最大46cmを測 り、南
戸工m
-

SK-03

第77図 SD-02出土遺物実測図

-62-





圭垂♂入― 凸圧妻壬塾
271             28   ・           29

0                    1 0cm

レ、     い―――十~~~~~J―
479図 機夙輛 出土選物実測1図 (21

-64-



壁から西壁の一部にかけて幅7～ 14cm、 深 さ1lcmを 測る周溝が廻っている。また、床面より柱穴

(Pl～P4)4個 が確認された。柱穴は上縁部25～35cm、 深さ16～ 62cmを 測る。主柱穴はP2～P4で間

隔は2.0～ 2.2mを浪Iる 。遺物として床面より土師器高不、須恵器不身等が出上している。

S}07出土遺物 (第74図 )

高郭 邦底部が腕形を呈 し、丸味をもって立ち上がり、外面に稜をもたないものである。調整は

外面にハケメ、脚部外面にはヘラミガキを施している。

邦 須恵器の邪身である。日縁は比較的垂直に立ち上がり、日縁端部に段を有するものである。

SD-01(第75図 )

SK‐01よ り40cm西側で検出された溝状遺構である。全長7.8m、 幅9～ 54cm、 深さ30cmの柱床を1個

確認した。土羨内の埋土は黒褐色粘質上で、遺物として上器細片が出土している。

SD-02(第75図)

SK‐03よ り4.7m北側で検出された溝状遺構で、全長5.7m、 幅20～97cm、 深さ2～8cmを測る。北側

に円形径86cmの範囲で焼土を検出した。埋土は黒褐色粘質土 (炭混入)で、遺物は弥生土器片が出

土している。

SD‐02出土遺物 (第77図 )

1は複合□縁をもつ甕である。_外面に工具による櫛描線文が施されている。時期は草田3期頃のも

のと思われる。

SD-03(第75図 )

SD‐02よ り5,Om北側で検出された溝状遺構である。全長5.16m、 幅20～97cm、 深さ2～8clnを 測る。

付近から径25cm、 深 さ13～ 18cmを測る柱穴が2イ回確認されている。埋土は黒褐色粘質土 (炭混入)

で、遺物として土器細片が出土している。

SK-01(第75図 )

S}02西側1.3mよ り検出された方形のプランの上坑である。地山を掘り込んで造られており、二段

掘りの構造をしている。規模は上面で長辺92cm、 短辺51cm、 深 さ85cmを 測る。土坑内には軟質の

暗褐色粘質上が堆積していた。遺物は出上しなかった。

SK‐02(第76図 )

S降01よ り4.4m西側で検出された隅丸方形プランの上坑である。地山を掘り込んで造られている。

規模は上面で長辺55cm、 短辺50cm、 深さ34cmを測る。土坑内には軟質の褐色粘質上が堆積してい

た。遺物は出土しなかった。
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SK‐03(第76図 )

SK‐02よ り4.7m北側で検出された楕円形プランの上坑である。褐色粘質土層面より掘り込んで造ら

れており、規模は上面で長辺115cm、 短辺73cm、 深さ21cmを測る。土羨内には黒褐色粘質土 (炭混

入)が堆積していた。遺物は出上しなかった。

B遺跡出土遺物 (第図78～第79図)

甕・壼類 (1～ 13)

1は平底の甕である。内外面がハケメ調整で、日縁部の端部は短く、外反する。

2～6は複合口縁の甕である。2は口縁外面に波状文を施 している。

3は日縁外面に平行沈線を施している。

4～6は口縁端部がやや先細になっている。

7は口縁端部が平坦になり、頸.部は綾杉状の沈線を施 している。草田7期頃のものと考えられる。

8は複合口縁の壷である。調整は外面がハケメ内面がヘラ削り、ナデである。

9は複合口縁がややだれて稜線がはっきりしない。

10～ 13は 口縁が「く」の字に曲がる単純口縁をもつ甕である。10は胴部の張り出しが口縁以上に

なるが、■～13は 口縁よりやや張り出す程度に止まる程度のものである。

器台 (14～ 19)

14～ 19は鼓形器台である。

14は器受部の端部が鋭さを欠き、稜の突出も少ない。15、 16に比べて古い時期のものと考えられ

る。

15、 16は器受部と脚台部が複合口縁状になり、櫛描文を施す。草田2期頃のものと思われる。

17～ 19は筒部が太くなり、器受部と脚台部は拡張される。草田6期頃のものと思われる。

低脚邦・高邪 (20～ 26)

20、 21は低脚不の脚部である。脚裾部は広がり、端部は丸くなる。

21～ 26は高郷の脚部である。内面には絞り痕が見られる。

須恵器 (27～29)

27～29は須恵器の蓋である。27、 28は口縁端部に段をもつ。破片のため明瞭回転ヘラ削 りは確認

できないが、出雲Ⅱ期頃のものと考えられる。
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■.袋尻C遺跡

袋尻C遺跡は標高76～85mの北向き斜面上に位置し、北側半分は削平されて元の地形を留めていな

い。試掘調査において土師器細片が出土しており、本調査では残存する斜面に調査区を設定し、調

査を行った。

X=-63510
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第80図

餡

  l     m

袋尻C遺跡調査前地形測量図

第81図 袋尻C遺跡調査成果図
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3灰褐色粘質土

4.明茶色粘質土

5明褐色粘質土

2m

第82図 袋尻C遺跡土層堆積状況

層 序  (第82図)
表土以下、褐色粘質土及び茶色粘質土が堆積しており、遺物は褐色粘質土を中心に出土している。

また、遺構は検出されなかった。

遺物について (第83図 )

遺物は数点出上したが、細片が多く、実測できたものは2点である。いづれも弥生土器密の口縁部

である。        '
1は複合口縁をもつ甕の頸部である。国縁端部は欠損しているが、形態から弥生時代後期末頃のも

のと考えられる。

2は複合口縁が端部にかけて薄く伸びるものである。弥生時代後期末頃のものと考えられる。調整

は風化により不明である。

ヽ   プ

1 0cm

第83図 袋尻C遺跡出土遺物実測図
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12.袋尻D遺跡

袋尻E遺跡は本遺跡群南西側、標高46～50mに位置する。周囲一体は東向きの谷状緩斜面で竹林に

覆われていた。試掘調査の結果、黒色粘質土層より弥生土器が出上し、緩斜面に調査区を設定して

調査を行った。

試掘 トレンチ

袋尻D遺跡調査前地形測量図
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層 序 (第86図)
上層堆積状況は大まかに、表上以下、褐色粘質土層、黒色粘質土層、暗茶褐色粘質土層が堆積し、

礫混じりの茶褐色粘質土層が一部混入している。遺物包合層は主に黒色粘質土層、暗茶褐色粘質土

層であった。

A49,00m A`

A 49.00m
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Om BI
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Ｏ

御
一Ｃ

1.表土

2.褐色粘質土

3茶褐色粘質土
4明褐色粘質上

5.明褐色粘質土

6.撹乱土

7赤茶掲色粘質土

8黒色粘質土

9暗茶掲色粘質土

10.茶掲色粘質土 (赤掲色土・黄色ブロック混入)

(礫混入)11.茶掲色粘質土 (青灰色ブロック乱入)0                     5m

第86図 袋尻D遺跡土層堆積状況
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遺 構 (第85図)
調査区中央と南側から墓羨が2穴 (SX‐01、 SX-02)検出された。調査区の南側には五輪塔が散在し

ており、SX-02はその直下に位置している。

SX‐01(第87図)

SX‐01は調査区のほぼ中央で検出された。茶褐色粘質土面から掘り込まれており、一辺約70clnの正

方形平面プランを呈す。上端下端共にほぼ正方形で深さは最大140cm程である。内部には軟質の茶

褐色粘質土 (青・黄ブロック土混入)が堆積しており、ハサミ1丁、土師質土器2点、寛永通賓5枚、

木質付着の鉄釘2本が出土した。
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第87図 SX-01実測図
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SX‐01出土遺物 (第88図1～ 7)

1～ 3は無釉で素焼きの上師質土器である。回転糸切りの底部はいづれも焼成前に穿孔されている。

口径は9cm前後、底径は5cm前後を測る。

4は寛永通宝である。合計5枚出土した。銹着がひどく、外側のものでしか判断できないが5枚とも

寛文8年 (1668)以降に鋳造された「新寛永」と呼ばれるものと考えられる。

5、 6は木質の付着した鉄釘である。鉄釘の断面は四角を呈する。棺に使用されていたものであろ

う。木質は各々釘の頭部側と先端部側の2箇所に付着している。釘の頭部側の木質は木目が横方向に

はしり、釘先端部側の木質は木目が釘と同じ縦方向になっている。

7はハサミである。残存長15.8cmを測る。

SX‐02(第89図)

SX‐02は調査区南側において褐色粘質土層より確認され、縦95cm、 横70cm、 最大深さ80cmの平面

方形プランを呈する。内部には黒茶褐色粘質土 (赤茶褐色粘質土混入)と軟質の黒茶褐色粘質土が

堆積しており、鉄釘が38本出上した。墓羨の底面はほぼ水平であった。

SX 02出 土遺物 (第90図 )

鉄釘は38本出土し、残存長で6.9cmを 測るものが最長であった。全ての釘に本質が付着しており、

大きく2種類に分けることができる。横方向に木目のはしる木質が頭部側に付着し、先端側には釘と

同じ縦方向に木目がはしっているものと、先端側に付着した木質の木目が横方向にはしっているもの

2
一鬱め貶珍

― ⑫ 鰺

第38図



である。前者がほとんどであるが、2、 24、 30、 38な どは先端側の横方向の木目がはしっている。使

用箇所による相違であると考えられるが、中でも2、 37、 38は約90度に曲がっている。

A

1黒茶褐色粘質土 (赤掲色粘質土混入)

2黒茶褐色粘質土

0                     1m

第89図 SX‐02実測図
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その他の遺物 (第91～ 92図 )

甕 (91図 )

1～ 9は複合口縁を有する甕の口縁部である。

1は 口縁がやや外反して、端部は薄く尖り気味になるものである。調整は風化のため不明である。

2は日径が1と ほぼ同じであるが、口縁部が 1ほど外反しないものである。

3・ 4は器壁が厚く、日縁端部には平坦面をもつものである。4は3に比べてやや外傾する。

5。 6は複合口縁がだれて、稜線がはっきりしないものである。口縁端部はやや丸くなる。6に は内

面にヘラ削りがみられる。

7は器壁が厚く口縁部に稜線がみられない。日縁部外面には平行櫛描き文がみられる。

土師質土器 (第92図 8～14)

土師質土器は口縁部が内湾する浅いものである。SX 01よ り出土 したものと同じ形態である。回転

糸切りの底部に穿孔してあるもの (8、 9)と 、そうでないもの (10～ 14)と がある。穿孔してある

ものは焼成前に穴を穿たれている。

穿孔してある土師質土器はSX‐01で出土 したものも含めて5枚出土 した。穿孔のサイズも3mm～

4mmで口径、底径、器高ともほぼ同様の形態であった。これらと同じような土師質土器が布志名才

の神遺跡等でも出土している。

0               5cm

第90図 SX-02出土遺物実測図
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0                  1 0cm

I 
第91図 袋尻D遺跡出土遺物実測図 (1)

陶磁器 (第92図 15～ 17)

D遺跡からは肥前系の磁器碗が2点、陶胎染付の碗が1点出土している。

15。 16は染付台付碗である。日径7.2cmと 7.8cmで ほぼ同じ形態である。共に外面に竹笹の文様が

施文され、高台下部は無釉である。

17は外面に松原と船を施文した陶胎染付の碗である。淡灰色の釉がかかる。出上した陶磁器はお

よそ17世紀後半頃のものと考えられる。

参考文献

大橋康二『肥前陶磁』考古学ライブラリー55 ニューサイエンス社 1989年

佐賀県立九州陶磁文化館 F国内出上の肥前陶磁』展図録 1984年
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第92図 袋尻D遺跡出土遺物実測図 (2)
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13.袋尻E遺跡

袋尻E遺跡は、本遺跡群南東側、標高70～78mの東向き斜面上に位置する。試掘調査で土師器片が

検出されたため、斜面に調査区を設定し、調査を行った。(第93図 )

層 序 (第98図 )
土層堆積状況は主に表土以下、褐色粘質土層、赤茶褐色粘質土層が堆積し、西側においては褐色

粘質土層の下に茶色粘質土層が確認された。

遺 構 (第95,97図 )
検出された遺構は竪穴住居跡1棟 (S}01)、 土羨3基 (SK-01,02,03)、 溝状遺構1条 (SD‐ 01)である。

(第94図)

S101(第95図 )

調査区西側において検出された竪穴住居跡である。赤茶褐色粘質土層上面より掘り込んで造られ

ており、平面形は残存状況から隅丸方形と思われる。床面規模は、残存長で南北軸4。 3m、 東西軸

2.3m、 壁高は西壁で最大約35cmを 測る。周溝は検出されなかった。床面はほぼ水平であり、柱穴2

個が検出された。柱穴は上縁25～ 75cln、 深さ24～ 55cmを測る。

SIぃ01出土遺物 (第96図 )

SI‐01か らは弥生土器が出上している。

1は口縁端部を上下に拡張し、直立気味に立ち上がり、外面には平行沈線を施すものである。内面

ヘラ削りである。

2は口縁が外傾する複合口縁の甕である。日縁部外面には平行沈線文を施している。

SK‐01(第95図 )

S卜01の北壁を切りあって検出された土羨である。平面は円形で上面径70cln、 深さ50cmを測り、土

羨内には上部に焦土を含む黒色粘質土層、下部に炭の層がそれぞれ堆積しており、黒色粘質土中よ

り上師器細片が出上している。赤茶色粘質土上層の茶褐色粘質土面から掘り込まれていることから、

S}01よ り後に造られたものと思われる。

SK‐02(第95図)

SK‐01の北側に隣接して検出された方形プランの上羨である。上面で長辺123cm、 短辺120cm、 深

さ154cmを測る。赤茶褐色粘質土面から掘り込まれており、土羨内には褐色粘質土 (黒色粘質土混

入)が堆積していた。遺物は出土しなかった。用途については不明である。
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0                              10

第94図 袋尻E遺跡調査成果図



1.黒色粘質土

ウ/2灰褐色粘質土(焼土・炭混入)|>
N
0

8 g
ヨ    °

|> |≧

第95図  SI-01実 測図

SK‐03(第97図)

本調査区東側において検出された楕円形プランの土羨

である。上面で長辺143cm、 短辺123cm、 深さ162cmを 測

る。赤茶褐色粘質土より二段に掘 り込まれている。土羨

内には褐色粘質土 (炭混入)が堆積していた。遺物は出

土しなかった。

SD‐01(第97図)

調査区東側において検出された溝状遺構である。南北

長18.5m、 幅40～■4cm、 深 さ14～ 40cmを 測る。赤茶帽

色粘質土面より掘り込まれており、暗茶色粘質土 (炭混

入)が雄積していた。遺物は弥生土器、土師器の細片が

それぞれ出上している。

第96図 袋尻E遺跡出土遺物実測図

3.

SK-02
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1褐色粘質土 (黒色土少量混入)

2褐色粘質土

1 0cm

O SK-01
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1.掲色粘質土 (炭少量混入)

2暗茶色粘質土 (炭混入)
3暗茶色粘質土 (赤茶色粘質土混入)

5m

2.淡掲色粘質± 6.淡茶褐色粘質土

3.褐色粘質±  7.黒色粘質土
4茶色粘質±  8.赤茶掲色粘質土

E 71.00m

第97図  SD-01、 SK-03実測図

第98図 袋尻E遺跡出土層堆積状況

A 7750m

5。茶褐色粘質土
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14.袋尻F遺跡

祭尻F遺跡は本遺跡群北側、標高28～33mの南束向きの斜面に位置する。平成7年度の試掘調査の

結果、表土直下の黒色土より古式土師器の破片が確認されたため、試掘 トレンチ付近に調査区約

250m2を 設定し調査を実施した。また、これより北東側の斜面についてはトレンチ調査を行ったが、

遺構及び遺物は認められなかったことから調査区から除外した。

遺跡の概要

調査の結果、遺構は検出されなかったが縄文土器片、須恵器片を合む弥生土器を中心とする遺物

包含層を確認した。これら遺物包合層は、表上下第1層の黒色土、第2層の黄茶褐色上であり第3層以

下の層は無遺物層である。(第 100図 )

また、遺物包含層の上層の堆積状況や遺物が調査区の低いレベルから多数出上していることなど

からこれら遺物は踏査によって確認されている調査区の上部 (西方)の平坦地より流れ込んできた

と思われ、ここに何らかの遺構が存在するものと推測される。なお、この平坦地は開発工事区域外

であり発掘調査は行われていない為、詳細は不明である。

出土遺物

1。 縄文土器 (第 101図 )

縄文土器は第2層の黄茶褐色土から1片出土している。

1は晩期の深鉢の口縁部で、日縁端部外面に刻目突帯文を施すものである。

2.弥生土器 (第 101図 2～第102図27)

本調査区での出土遺物は弥生土器が大半であり60数点を数えるが、摩滅した小破片が多く、その

うち実測可能なものは以下の27点であった。また、これらはすべて後期と考えられるものである。

甕 (第101図 2～ 14)

2～ 8はいずれも複合口縁で、日縁外面に貝殻腹縁の櫛状工具による平行線文を施すもので、草田3

期頃に相当するものと考えられる。

2は口縁内面に横ナデでを施すものである。日縁部は比較的短く、日縁部のプロポーションはこの

時期にしてはやや古い印象を感じさせるものである。

3は口縁内面は横ナデで、内面屈曲部下までヘラケズリを施すものである。

4.5。 6.7.8は 口縁内面は横ナデで、内面屈曲部下までヘラケズリを施し、日縁部は外方に開く

ものである。中でも4.5.6は 口縁端部がさらに外方に屈曲する。また、8は口縁部が厚く、内面属

曲部に鋭い稜をもつものである。
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第99図 袋尻F遺跡調査前地形測量図
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9.10は複合口縁で、口縁外面のカーブは貝殻腹縁

の使用によると思われるもので、草田4期頃に相当す

るものと考えられる。日縁内面は横ナデ、内面屈曲

部下まではヘラケズリで口縁外面に波状文を施す。

10に おいては、口縁部外面の稜の上面にヘラによる

平行沈線文が施されている。

■～14は複合口縁で、日縁外面の成形は貝殻腹縁

を使用しなくなり、口縁部外面の稜は水平方向に突

出している。草田5期頃に相当するものと考えられる。

■は口縁部の内面、外面共に風化が著しく調整は

わからない。

12.13.14は 口縁部の内面、外面共に横ナデ、内

面屈曲部下までヘラケズリで回縁外面にいずれも波

状文を施すものである。

鼓形器台 (第 102図 15～20)

15。 16.17は鼓形器台の器受部であり、内面はへ

ラミガキで外面の施文には貝殻腹縁によると思われ

る平行線文を施すもので、享田3期頃に相当するもの

と考えられる。

18。 19は鼓形器台の器受部で、18は外面は横ナデ

を施すが内面は風化のため調整はわからない。

19は器受部内面、外面共に風化のため調整は不明

である。

20は鼓形器台の脚部であり、外面は横ナデで内面

はていねいなヘラケズリを施す。

18。 19。 20については器受部外面に施文などはみ

られず、車田4期～5期頃に相当するものと考えられ

る。

その他の上器 (第 102図 21～ 27)

21.22は ミニチュア土器の鉢形の底部と思われる

ものである。

21は手捏ねによるものであり、22は外面にヘラミ

ガキ、内面にナデを施すもので、比較的ていねいな

作りである。

23。 25は甕か壺の底部と思われるもので平坦面を

もつものである。

23は風化が著 しく調整は不明だが、25は外面にへ
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第101図 袋尻F遺跡出土遺物実測図 (1)
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第102図 袋尻F遺跡出土遺物実測図 (2)

ラミガキ、内面にヘラケズリを施す。

24は高不の脚柱部である。調整は風化が著しく不明である。

26は把手と思われるもので、27の注口土器の一部とも考えられる。断面は平円形で面取り痕がみ

られる。調整は風化のためわからない。

27は注目土器の注目部分の破片であり、外面はていねいなヘラミガキが施されている。

以上21～ 27の土器は確定的なことは言えないが、他の出土土器が弥生後期後半であることから同

じ時期のものでろうと推淑Iさ れる。

※土器の編年に関しては以下によるものとする

『講武地区県営圃場整備事業発掘調査報告書5 南講武草田遺跡』鹿島町教育委員会 1992年
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15.袋尻G遺跡

袋尻G遺跡は本遺跡群北側、標高25～ 28mの南向き斜面上に位置する。既に本調査区では南側を中

心に削平が進んでおり、一部では地山が露出していた。試掘調査においては須恵器細片が出土して

いる。調査は残存する平坦な地形に調査区を設定して実施した。(第 103図 )

/
穐

プ

第103図 袋尻G遺跡調査前地形測量図

プ
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Ai~~~ 28,00m
J表土

2褐色粘質土

3.撹乱土

0          5m
|

第104図 袋尻G遺跡調査成果図及び土層堆積状況

第105図 袋尻G遺跡出上遺物実測図

層 序 (第 104図 )
土層堆積状況は表土以下より、厚さ10～

32cmの褐色粘質土が堆積しており、褐色粘質

上下より黄色粘質土 (地山)が検出された。

遺物包含層は褐色粘質土であった。

出土遺物 (第 105図 )

1は高郷の不部である。破片のため口径は

推定であるが33cmと 大きめのものである。口

縁は内傾し、外面に5条の凹線文を施すもの

である。外面調整はハケメである。

2は底部である。内外面共に調整は不明で

ある。

u=ガ
2

0                    1 0cm
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16.袋尻H遺跡

本遺跡群中央部よりやや東側、標高42～45mの西向き斜面上に位置する。H遺跡のゴヒ側には袋尻6

号墳が隣接している。そのため、6号墳との関係が注目されたが、H遺跡は工事中に発見されたもの

境

亀

プ
ｅプ

/ /  O   Ю汁
第106図 袋尻H遺跡調査前地形測量図

一

上

一
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で重機による削平を受けていたため、元の地形を留めていない。

試掘調査を行った結果、弥生土器及び須恵器が検出されたことから斜面に沿った形で調査範囲を

設定して調査を実施した。

層  序 (第 108図 )
北側は岩盤面が既に露出していたが、北側を除いては最大約130cmの 遺物包含層が見られた。包

含層は淡茶色粘質土層と黒色粘質土層であった。標高の高い東側斜面から西に向かって流れ込むよ

うな堆積が見られた。遺物は調査区の東と南において多く出土した。
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第107図 袋尻H遺跡調査成果図
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1暗茶色砂質土

2暗褐色粘質土 (ブロック混入)

3淡茶褐色粘質土

4暗褐色粘質土 (2よ りやや淡い)

5茶掲色粘質土 (ブロック混入)

6黄色砂質土

7暗茶色粘質土

1淡茶色土 (ブロック混入)

2暗淡茶色砂質土

3淡茶色砂質土

4淡茶色砂質土 (ブロック混入)

5淡茶色砂質土 (4よ り暗い)

6黒茶色粘質土

7淡茶色砂質土 (4よ り明るい)

8黒色粘質土 (炭混入)

9茶色粘質土

10茶褐色粘質土

11明茶色粘質土

12黒茶色粘質土

13灰色粘質土 (ブロック混入)

14黒色粘質土 (炭混入)

15淡黒色粘質土

16淡茶褐色粘質土 (ブロック混入)

17茶褐色粘質土

18淡茶褐色粘質土

19明茶色粘質土

20淡茶掲色粘質土 (ブロック混入)

0                           5m

A 4300n

式
3

≧

手
==圭

亜 正 三 二 重
ミ 童 こ こ ユ

ニ
ミ ご

ゝ
＼
、 __と

｀

｀

(     =

7/

IЦ
―

第108図 袋尻H遺跡上層堆積状況



構遺

SK-01(第109図)

調査区東側より上坑が1基検出された。不整

形な楕円形で、上面で長軸50cm、 短軸37cm、

深さ43cmを測る。黒色粘質土層が堆積していた。

黒色粘質土からは実測は不可能であったが土師

器細片が1片出土した。

出土遺物 (第 110図 ～■3図)

甕 類 (1～ 18)
1は複合回縁の弥生土器甕で、肩部に櫛描線

文をもつ。国縁はやや外反し、端部は先細りと

- 4150m

なる。

0             1m   2は 複合口縁の弥生土器甕で、1と 同じく肩部

第109図 SK-01実測図      に櫛描線文をもつ。口縁外面には波状文が施さ

れる。口縁端部は先細りとなる。内面調整はヘ

ラ削り。ナデである。

3・ 4は複合口縁の弥生土器甕口縁部である。31ま 口縁部の稜がやや下向きであるが、4は水平に近

セゝ。

5は口縁端部に平坦面をもつ複合口縁の土師器甕である。時期は草田7期頃のものと考えられる。

口径は推定で31.5cmである。

6～18は単純口縁をもつ土師器甕である。

甕は大きく分けると、日頸部が「く」の字状に屈曲し、胴部が張り出すもの (6～ 15)と 、胴部の

張り出しが弱いもの (18)、 あるいは日縁以下になるもの (16.17)と がある。調整は、内面頸部以下

にヘラ削りを施すものが多く見られる。

18は、胴部の張り出しが強くなく、内面には頸部以下にヘラ削りが、外面は頸部以下にハケメが

見られる。底部がやや上げ底気味になっている。

19は甑である。口径25cmを測り、内面ヘラ削り、外面にハケメを施す。

低脚イ (20～ 23)

21は土師器低脚イである。口縁は内湾し、脚端部は緩やかに「ハ」の字状に広がる。底径は8.Ocm

を測る。

23は土師器低脚邦である。底径8.4cmを測る。

24は甑の把手である。

25は小形丸底壷である。内面に指頭圧痕が残っている。
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第111図 袋尻H遺跡出土遺物実測図 (2)
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須恵器 (第■3図 )

不 (26～ 34)

26・ 27・ 28・ 29。 30は郭蓋である。何れも口径が

14cm前後を測る大形の邦蓋である。時期は出雲2期頃

であろうと思われる。

26は日径14.2cmを 測る。日縁は立ち上がりが垂直に

近く、稜は水平方向に突出する。日唇部には段を有し、

天丼部外面は回転ヘラ削りである。

27は 口径13.8cmを 測る。口縁は立ち上がりが垂直に

近く、稜は水平方向に突出する。口唇部には段を有し、

天丼部外面は回転ヘラ削りである。

28は口縁部は欠損 しているが、外面調整回転ヘラ削

りであり、肩部の稜は水平に突出する。

29は口径13.9cmを 測る。口縁は立ち上がりが垂直に

近く、稜は水平方向に突出する。口唇部には段を有し、

天丼部外面は回転ヘラ削りである。

30は 口径13.5cmを 測る。ほぼ完形に近く復元された。

日縁は立ち上がりが垂直に近く、稜は鋭い。日唇部に

は段を有する。

31・ 32。 33・ 34は邦身である。

31は 日径12.Ocln、 受部径14.3cmを 測る。口縁がやや

内傾し口唇部に段を有する。

32は 口径10.2cm、 受部径13.2cmを 測る。口縁部はや

や長く、回唇部に段を有する。

33、 34は 口縁端部を欠損している。調整は外面回転

ヘラ削りである。

35は盛である。肩部には2条の凹線の間に貝殻条痕

が施され、直径1.4cmの穴が穿たれている。

36、 37は 「ハ」の字状に広がる脚部で、端部はやや

外に開き、ゆるい凹面をもつ。

23

1 0cm

-96-

第112図 袋尻H遺跡出土遺物実測図 (3)



第113図 袋尻H追跡
―
出土澄物実測図 (4)
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17.袋尻I遺跡

袋尻I遺跡は、本遺跡群北側、標高16～23mの北向き斜面に位置する。北側には斜面を挟んで袋尻

醍 跡が存在 し、南側にはG遺跡が存在する。試掘では暗褐色粘質上の平面プランが確認され、土師

器細片が数点出土 していた。

調査は、既に露出していた黒色土面を精査すると共に表土以下を掘り下げて行った。その結果、

溝状遺構 (SD-01.02)を 2条検出した。(第■5図)

層 序 (第■6図)
調査区内には既に暗褐色粘質上がところどころ確認 されていたが、おおまかに表土以下の土層堆

積状況は、褐色粘質土層、茶色粘質土層、黄褐色粘質土層である。遺物包含層は茶褐色粘質土層で、

石器と弥生土器が出土した。

遺 構 (第■7図 )
SD-01

茶色粘質土上で検出し、長さ9m、 深さ15clnを 測る。溝中には暗褐色粘質土が堆積していた。遺物

は土器細片が1片出土している。

X坤
1 0cm|

第114図 袋尻I遺跡調査前地形測量及び調査区設定図
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♀                   19m

第115図 袋尻I遺跡調査成果図
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- 4000m

イ
ア

~i暗

掲色粘質土

1

B

第116図 袋尻I遺跡土層堆積状況

1.表土
2.褐色粘質土
3.暗褐色粘質土
4.茶色粘質土
5,茶褐色粘質土
6.褐色粘質土
7.黄茶色粘質土

0          2m

0             2m

0                 5m

37.00聖 ォ_Ⅵ /
A'

1暗褐色粘質土

第117図 袋尻I遺跡SD‐01、 SD-02実測図
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硬電竃Z逐ラク″
1

SD‐02

橙褐色粘質土上にて検出した。長さ約20m、

大

“

mを測り、S字に蛇行する形であった。

出上遺物 (第■8.■9図)

石器 (第■8図)

1は茶色粘質土層中より出土した尖頭器である。

先端と頸 部は欠損している。石材は流紋岩であ
る。

2は黒躍石のスクレイパーである。

3は1石材が流紋岩系の砥石である。長き6.2cm、

厚さ0.7cmを測る。

壷 (■9図)

やや内傾する2条の凹線をもつ複合口縁の壷で

ある。頸部には刻目文がつく貼付け突帯をもつ。

調整は外面ハケメ、内面は指頭圧痕が艦忍できる。

―
毯

一

口
日
Ｈ
川
Ｈ
Ｈ
□

0             5o前

第118図 袋尻I遺跡出土遺物実測図 (1)

0

第119図 袋尻l遺跡出上遺物実測1図 (2)
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Ⅷ
呵
醇
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18.袋尻古墓群

<調査の概要>

袋尻古墓群は本遺跡群の中央西端、眼下に忌部川を望む丘陵に位置する。この古墓群は造成工事

の際に掘削途中で発見されたため、調査前すでに五輪塔が散乱した状態であった (第121図、図版39)。

そのため五輪塔がどの位置に建てられていたのか、どういう地形であったのか正確に把握できなか

ったが、丘陵頂上と中腹に平坦地がありそれぞれに土羨が確認され、丘陵斜面から小横京も確認さ

れた。

また五輪塔を置くための基壇状遺構も確認されている。

蕪舞襲彗群i毬

第120図 袋尻古墓群調査前地形測量図
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第121図 調査前五輪塔散乱状況



<遺構>
1.SX‐01(第 123図、図版40)

頂上部の平坦地から検出された集石遺構で、表面が露出した状態で五輪塔の火輪・水輪・地輪、

台石と思われる石が出上した。出土した五輪塔の石の周辺から土師質土器の細片や銭貨 (洪武通費)

が出上した (図版41)。 土師質土器は軟質で摩滅がひどく形状がわかるものはなかった。

この場所に五輪塔が建立されていたのが崩れたのか、あるいは廃棄のためにことに集められたの

かは不明である。また地下にS【08が検出されたが、おそらくは関係がないものと思われる。

2.説側2(第124図、図版42)

中腹の平坦地から検出された遺構で、調査前には西向きで五輪塔の台石と地輪が9体並んでいた。

調査の結果五輪塔を設置するための基壇状遺構が検出された。東西約458cm、 南北約150cmのテラス

をつくり五輪塔を置く場所に幅約10～ 30cm、 深さ約10cm程度掘り窪め、約10cm～30cm程度台石の

上面がテラスとほぼ同じ高さになるように盛土をしていた。遺物は出土せず、南側から焼土羨S【12

が検出されたが (図版43)、 前後関係など詳細については不明である。1号小横穴と隣接するため何

らかの関係があると考えられる。

第122図  袋尻古墓群調査成果図
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L=525m

A

3.土娠群 (第 125。 126図、図版43)

①SK‐01(第126-1図 )

頂上部の平坦地の北東から検出され、平面形は円形、断面形は逆台形を呈し、底面は平坦で壁は

ほとんど垂直に立ち上がる。出土遺物は検出面の上面から約20cm前後の石が出上した。

口
「

第124図  SX‐02実,則図
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②SK‐02(第126-2図)

SK‐01の すぐ北東隣から検出された。平面形は円形、断面形は逆台形を呈し、底面は平坦で壁はや

や外に開き気味に立ち上がる。遺物は出上しなかった。

③SK‐03(第126-3図)

S【02の南側から検出され、平面形は不整楕円形、断面形は逆台形を呈し、底面はやや傾いている

ものの平坦に近い。壁はやや外側に開き気味に立ち上がっている。土層から壁が崩れたと思われ、

築成当時は垂直に近い状態であったと考えられる。出土遺物は検出面上面から約30cm前後の石が出

上し、覆±1層から土師質土器が出土したが、石の性格や土羨の時期など詳細については不明である。

④S【04(第126-4)

SK‐03の東側から検出され、平面形は隅丸長方形、断面は逆台形を呈し、底面は平坦で壁はほぼ垂

直に立ち上がる。検出面から約40～ 100cm前後の石が数点出土した。出上した石は平らな石のほか

第125図 袋尻古墓群頂上部遺構配置図
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SK-04
①暗掲色土層
②淡褐色土層
③淡褐色土層I
SK-08
①晴褐色土層
SK-09
①暗掲色土層
SK 10
①暗茶掲色土層
②暗掲色土層
SK引 1

①黒色土層
SK 12
①黒色土層

52.5m

SK-06

S埓-07

I

Ｅ

ｏ

飩
め

52.Om

=」

Y画
一

52.5m

第126図 土境実測図

ノミの加工痕と思われる痕跡をもつ石もあり、台石もしくは墓標石に使用したと考えられる。石以

外には遺物は覆±3層から土師質土器の破片が出土した。また北東隣から焼土が確認され、中に人骨

と思われる破片が散乱していた。

⑤SK‐05・ 06・ 07(第126-5図)

SK‐01の西側から検出されたが切りっているため正確な規模については不明である。

SK‐05・ 07は平面形は隅丸長方形、断面形は逆台形を呈し、底面は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上が

52.Om

SK-02
移 ③
SK‐04

SK‐ 01

①淡乳掲色土層
②浚掲色土層
③淡茶褐色土層
④淡茶掲色土層I
⑤茶掲色土層
⑥灰色土層
S降02

①淡褐色土層
②褐色土層
③赤掲色土層
①赤褐色土層I
SK‐ 03
①淡掲色土層
②掲色土層
③褐色土層Ⅱ

SK-03
SK「 01
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る。SK‐06は平面形は円形、断面形は逆台形を呈し、底面は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物

が出上しなかったため前後関係については不明である。

⑥S【08(第126-6図)

S【03の西側から検出され、平面形は隅丸長方形、断面形は逆台形を呈し、底面は平坦で壁は外に

向かってやや開き気味に立ち上がる。遺物は出土せず、共伴する遺構はないがS【07と の間から焼土

が検出された。

⑦SK‐09(第126-7図)

SK‐08の南側から検出され、形状や規模は南側半分削平されているため正確にはわからないが不整

楕円形を呈するものと思われる。出土遺物はなく、S【08と一部共伴しているが前後関係など詳細に

ついては不明である。

③S【10(第 126-8図)

中腹の平坦地から検出され、平面形は隅丸長方形、断面は逆台形を呈し、底面は平坦で壁はほぼ

垂直に立ち上がる。土娠内からは出土遺物はなかったが、検出面の周辺から土師質土器が出上した

(図版41)。

③S【■ (第126-9図 )

頂上部の平坦地から検出された焼土羨で、SK‐08の東側に位置する。平面形は隅丸長方形で、断面

は逆台形を呈し、底面は平坦で壁は外に向かったやや開き気味に立ち上がる。土羨内は黒色上の一

括土層で非常に細かい骨片や炭化物が合んでいたことから、火葬するための上羨と考えられる。

⑩S【12(第 126-10図 )

中腹から検出された焼土羨で、SK‐10の北側に位置しSX‐02と 共伴する。平面形は円形で、断面形

は逆台形を呈し、底面は平坦で壁は外に向かって立ち上がる。SK‐■同様、土娠内は黒色土の一括土

層で非常に細かい骨片や炭化物が合んでいたことから火葬するための上羨と考えられる。鬱側2と ど

のような関係があるか、また前後関係は不明である。

S【■ 。12以外にも焼土は確認されたが、底が浅いものが多かった。これらの土娠群からは副葬品

は出土しなかったが、形状から墓羨として使用されたものがあったと思われる。また項上の平坦面

からこれだけ土娠が密集していたことから周辺にも多くの上羨があったと推測される。

表1 袋尻古墓群土壊一覧表

No. 出土地点 形状
規  模 (cm)

出 土 遺 物 共伴遺構 備  考
上 面 底  面 深 さ

SK-01 項上部 円形 石1点

SK-02 項上部 方形 122´-76 100´-56

SK-03 頂上部 方形 122´-56 114´-36 石1点、土師質土器1点

SK-04 頂上部 方形 76-44 68´ヤ34 44 石1点、土師質土器1点 焼  土
SK-05 頂上部 方形 84-44 74´-24 34 SK-06・ 07

SK-06 頂上部 円形 34 SK-05'06
SK―-07 頂上部 方形 72´-48 54～30 SK-05・ 06

SK―-08 項上部 方形 80´ヤ40 36´-28 焼   土
SK―-09 項上部 ? ? 7 SK―-08

SK 10 中腹部 方形 34^-46 56-40
SK-11 頂上部 方形 34～40 74´-20 14 炭化物・骨

SK-12 中腹部 円形 炭化物・骨
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4.小横穴 (第 127・ 128図)

丘陵斜面から検出されたもので北側を1号小

横穴、南側を2号小横穴とした。

① l号小横穴 (第 127図 )

SX‐ 02の やや東側の後ろから表土掘削中に検

出された。羨道部は長さ約90cm、 幅約45cm、

高さ55cm、 玄室部は幅62cm、 奥行き52cm、

高さ44cmを淑1る 。底面は玄室から羨道部にか

けて傾帝ゝている。出土遺物はなくSX‐02と 関

係があると思われる。

②2号小横穴 (第 128図 )

2号小横穴は1号小横穴の南約7.5mか ら検出

され、入口は調査前すでに露出していた。羨

道部は長さ約257cm、 幅約80cm、 高さ90cm

を測る。羨道部の北側の壁際には長 さ約

100cm、 幅6cmの テラスがある。玄室部は幅

約220cm、 奥行き100cm、 高さは92cmを測り

平面は長方形で床面は平坦である。北側と東

側にわずかに掘り進まれた穴が見られた。遺

物は出土せず共伴する遺構もなかった。

第127図 1号小横穴実測図

ol     ol

第128図 2号小横穴実測図

<遺物について>
1.銭貨 (第129-1図 )

SX‐01か ら出土した「洪武通賓」で、初鋳は1368年、中国明代の貨幣である。(1)

2.土師質土器 (第129-2～ 5図 )

出土したほとんどが摩滅した細片で、図下復元できたものは4点であった。2～4は 中腹の平坦地か

ら出上したもので、底部外面には回転糸切りによる切り離しの痕跡が見られる。5はSK‐04の覆±3層

から出土した。これも底部外面に回転糸切りにより切り離しの痕跡が見られる。

3.骨蔵器 (第 129-6図 、図版70)

中腹の平坦地から出上した壺で、色調は暗赤褐色で胎土は粗く小礫も多く含まれる。おそらくは

備前焼を模造した在地系の焼締陶器と考えられ、産地などは不明だが形状から室町時代のものと思

われる9。 壷の中から人間の左顎と思われる骨が入っており0、 火葬後に納骨したものと思われる。

4.五輪塔 (第 130～ 132図 、図版70)

すべて組み合わせ式の五輪塔で、138点 (空風輪32点 、火輪18点、水輪33点、地輪35点、台石13点、

不明7点)出土した。セット関係は不明だが、30体以上の五輪塔があったと思われる。

①空風輪 (第 131・ 132図 、図版70)

B
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0                             1 0cm

第129図 袋尻古墓群出土遺物実測図

空風輪は頂上突起のあるもの (第 130図 )、 ないもの (第 131図)に分類した。1。 2は宝珠と受花の

形、くびれも明確であり梵字が空輪 (読み :キ ヤ)と風輪 (読み :力 )に刻まれている。それ以外

は形が崩れており、受花の形は若干残るが宝珠の形は崩れているものが多い。頂上突起のないもの

も同様であり、基本的な形のものは見あたらない。

②火輪 (第 132-1～ 3図 )

出上した火輪は形態の差があまりなく軒先の反り返りがわずかである。1は幅21cm、 高さ12.8cm、

軒の厚さは2～ 5cm、 上部は10× 9cmを測る。ほぞ穴は円形で直径4.5～6cm、 深さ4.5cmを 測る。2は

幅23,6cm、 高さ■.4cm、 軒の厚さは4～ 5cm、 上部は9× 9.5cmを 測る。ほぞ穴は上面直径は8cm、 底

面は4× 5。 3cm、 深さ5cmを測る。3は幅25cm、 高さ14.5cm、 軒の厚さは1.5～ 3,7cmを 測る。上部は欠

損しているため規模はわからないが、ほぞ穴は直径5～7.6cm、 深さ3cmを測る。
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第130図 五輪塔実測図 (空風輪1)
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第131図 五輪塔実測図 (空風輪2) 0                  20cm

③水輪 (第 132-4・ 5'6図)

出土 した水輪の特徴は胴の部分が張る太鼓胴形で、上下面を平坦かやや掘 り窪めていることであ

る。4は上面幅15,5cm、 下面幅15cm、 最大幅26.9cm、 高さ16cmを測り、下面は約0.8cm掘 り窪めて

いる。5は上面幅17.7cm、 下面幅18.4cm、 最大幅27.5cm、 高さ18.8cmを 測 り、下面は約0,8cm掘 り窪

めている。6は上面幅17cm、 下面幅18.3cm、 最大幅30cm、 高さ14.8cmを 測る。下面の窪みはなかっ

た。

④地輪 (第132-7'8)

出土した地輪の特徴は形態が立方体もしくは底面を掘り窪めていることである。SX 02か ら出上し

た地輪は掘り窪めた底面に土を入れて安定を保っていた。1は一辺が34～ 36cm、 高さが25cmを測る。

底部の掘り込みは平面形が方形でを測 り断面形が台形を呈する。掘 り込み上面は10× 8cm、 下面は

20× 22cm、 深さ10cmを 測る。2は一辺が34.2～ 36cm、 高さ24.6cmを 測る。底部の掘り込みは平面形

は方形で断面が台形を呈する。掘り込み上面は12×■cm、 下面は22× 19,4cm、 深さ10cmを 測る。
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第132図 五輪塔実測図 (火輪・水輪・地輪)

表2 袋尻古墓群出上の実風輪一覧表
cm) くびれ度

風輪 径 (びれ ほぞ経 窄輪径 魅 風 ほ ぞ タ イ ブ 遺 存

円 形 り

あ り

笥 17

4 i両 完 44 形

5 FE 錐  形 ほ ば 完

円  錐  形
232 2_5 1 μ 錐  形 イま イF冗

8 125 円

9

莉 251 形

i両完 FE

7 F
円  梓
四 角 柱

1.22 円

4月 14

2 9 FE 形

1 4 FE 形

249 四 角 形

円  錐 一死
砂 角  柱
,天 ,

22.7 15,5 夕7 7 半 分 矢

砂 6R 円能 形 or硫形
?

1 61 四 角 形

芦 四 角 形

肴 円 彬
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<ま とめ>

周辺地域の人達の話によると忌部川沿いに寺院があり、古墓群はその裏山に位置することになる

ため、この古墓群は寺院境内墓地ではなく村落近郊の集合墓地であったと考えられる。この古墓群

は埋葬する場所と石塔の建てる場所が異なる“両墓制"であり、埋葬場所が頂上部で詣墓が中腹部と

想定できる。両墓制は①両墓遠隔型墓制②両墓隣接型墓制③両墓混在型墓制に分類され
ω、この古

墓群は②に相当すると思われる。

埋葬場所と考えられる土羨群は円形と隅丸方形に大別され、副葬品は出土しなかったが墓療とし

て使用された可能性が高い。土娠の大きさからSK‐01～03は木棺が使用されたと考えられ、SK‐01で

は早桶座棺が想定される。それ以外は木棺を使わず直葬であったと思われる。また隅丸方形の上娠

は臥葬であったと思われる0。 深さに関しては検出時の値のため、実際はもう少し深かった可能性

がある。

謗側1の ように土師質土器と銭貨が出土する例は “地鎮め"に関する説があり、この場合土療に埋

納されている場合が多い。SX 01の ように表面にから検出される “地鎮め"の例はあまりないが、こ

こでは土地使用や死者の霊魂は石塔に留まっているという考え⑦から五輪塔の移動の際の霊魂祭祀、

霊魂供養の儀礼・儀式にに使用されたと思われる。

本遺跡で発見された小横穴は県内ではあまり報告例がなく、北陸地方
①や静岡県 0な ど確認され

ている例は墳窟墓や窟墓・やぐらとして報告されている。やぐらは五輪塔や骨壼を置く場合が多く、

本古墓群の場合、五輪塔や骨壷がないためやぐらであると断定できないが、1号小横穴はSX‐02と 関

連する埋葬施設ではないかと思われる。また古代の横穴を再利用した例も報告されており、2号小横

穴はこれに相当すると思われる。

この古墓群の時期に関しては遺物が少なく明確な時期はわからないが、出上した銭貨から14C後半

を上限として考えられる。また火葬と土葬が混在し寺院境内墓地に移行する以前の段階、つまり江

戸初期の寺壇制度が確立するまでの時期と推測される。

以上のように興味深い中世墓ではあり調査前の破壊や調査の不手際など残念な点もあるが、今後

この地域での中世から近世にかけての集落研究にとって資料になるかも知れない。

1註 |

(1)F考苦学ライブラリー45出土渡来銭』坂詰秀一編 ニューサイエンス社 1986年

(2)広島県立美術館の村上勇氏の御教授による

(3)奈良国立文化財研究所の松井章氏の御教授による

(4)「伯者の両墓制」『因幡・伯者の民俗学研究―神・鬼
。墓―』坂田友宏 米子今井書店 1995年

(5)「発掘事例に見る多摩丘陵の墓制」『江戸遺跡研究会第9回大会 江戸時代の墓と葬制
[発表要旨]』 長佐古真也 江戸遺跡研究会 1996年

(6)「“地鎮め"の諸相」F関西近世考古学研究 Ⅲ』嶋谷和彦 関西近世考古学研究会 1992年
(7)「民俗資料にあらわれた墓地」『日本古代文化の研究 墓地』土井卓治 株式会社社会思想社
1975年

(8)『第7回北陸中世土器研究会 中世北陸の寺院と墓地』北陸中世土器研究会 1994年
(9)『静岡県考古学会シンポジウム 静岡県における中世墓』 静岡県考古学会 1997年
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18.袋尻横京墓群

袋尻横穴墓群は、本遺跡群中央にある築尻B遺跡から約100mほ ど西方の丘陵の斜面上に存在する。

この丘陵は、住居跡が検出されたB遺跡の東方 。西方 。南方の二方を取り囲むようにして派生してい

る丘陵の一部である。横穴墓は山頂よりおよそ10m下の標高64～ 66mに位置している。周囲には北側

に平成5年度に調査を行った菅沢谷横京群が存在していた。また、1号横穴墓からは東にB遺跡と6号

墳を見渡すことが出来る。

当初、横穴墓は1穴は確認されていたが、調査の結果、合計3穴の横京墓が存在していることが分

かった。そこで、丘陵の北側から1号横穴墓、2号横穴墓、3号横穴墓と呼ぶこととした。1号横京墓

は東側に開口し、2号横穴墓と3号横穴墓は5m程離れて共に南側に開日している。

① l号横穴墓

位  置 (第 133図 )
1号横穴墓は標高65～ 66mの 丘陵東側斜面に開口しする横穴墓で、山頂からはおよそ10m下 に位置

する。前方には古墳時代の住居跡が検出されたB遺跡を臨む。2号横穴墓と3号横穴墓が隣接するのに

対して1号横穴墓は単独で存在する。

墓  道 (第 134図 )
主軸はN-68° 二Wに とる。地山の斜面を掘り込んで構築しており、墓道前方にむかって下方に傾斜し

ている。墓道の床面は残存長が2.7m、 玄門付近の幅1.3m、 前端部で0。4mと 玄門に近づく程幅が広が

り、三角形に近い形を呈している。

玄門 (第 134図)

羨道を持たず、玄門のみで玄室と墓道を繋いでいる形態である。縦横断面の形は共に玄室側がや

や広がる長方形状を呈している。長さは最大長■Ocm、 幅63～ 85cm、 天丼部までの高さ約100～

■Ocmを測る。床面の中央には縦に排水溝が設けてある。排水溝は上端約25cm、 下端約10cm、 深さ

約5cmで ある。

玄室 (第 134、 135図 )

玄室は床面での規模が奥行き2.2m、 幅が前壁側で2.60m、 奥壁側で2.50mを 測り、ほぼ正方形を呈

す。天丼の一部は崩れ落ちていたが、高さは最高部で約140cmを測る。玄室の立面形は縦断面、横

断面共に丸く仕上げられている。天丼から左右の壁に向かっては円刃状のノミ痕が確認された。四

隅の床面からは界線が伸び、天丼に近づくほど薄れ、丸天丼になる。玄門より向かって右側には地

山を削り出して作った屍床があり、右壁に沿って溝が穿たれている。玄室左側には箱式石棺が置か

れており、石棺を除去すると床石の四方に沿って溝が穿たれていた。幅は10～ 20cm、 深さ約5～

10cmを波より、そのまま玄門の溝へとつながっていた。
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閉塞施設 (第 135図)

玄門の前面に大小2枚の板状の白色凝灰岩と未加工の砂岩を組み合わせた閉塞施設が検出された。

玄門正面の白色凝灰岩は縦が約60cm、 横80cmで、その右側には30cm四方のやや小さい白色凝灰岩

が並んでいる。2枚の白色凝灰岩は共に厚さが7～ 8cmを測り、後述する石棺と同じ石材で、ノミ痕

が認められる。未加工の砂岩は高さ約50cm、 最大幅55cm、 厚さ30cmで、白色凝灰岩の手前で検出

された。これは地山直上で検出され、白色凝灰岩を支える為のものと考えられるが、一方で玄門の

高さがおよそ1.Omで自色凝灰岩だけでは長さが足りないため、これらの石材のみで閉塞を完了した

ものとは考えにくい。おそらく白色凝灰岩と砂岩の間に板状の閉塞材を挟んで閉塞したものと推定

される。
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石 棺 (第 134、 135図 )
石構は、蓋石2枚、側石は玄室中央側に3枚、左壁側に2枚、床石4枚 と前後の小日の合計13枚で構

成されていた。石材は閉塞石と同じ白色凝灰岩で、工具による丁寧な加工痕が観察出来た。(第 156

図)石棺の長さは内法で170cm、 幅は約60cln、 高さおよそ40cmを測る。

土層堆積状況 (第 134図 )

墓道部は多量の上砂が堆積していた。

しかし、一部削平を受けていたため、調

査前の段階では第9層の暗褐色粘質土が

須恵器片と共に一部露出しており、横穴

墓の存在を印していた。床面上には多量

の須恵器片を包含する橙灰白色ブロック

土 (第 15層 )、 淡灰白色砂質土 (第 16層 )

が堆積しており、その上層に完形の須恵

器を包含する淡茶色粘質土 (炭・ブロッ

ク土混入、第14層 )が堆積していた。さ

らに上層には、炭や須恵器片を包含する

暗黒褐色粘質土 (第■層)、 暗褐色粘質

土 (第9層)が堆積していた。遺物や決

の包含状況から考えると、完形の不を包

合する第14層の上層にある遺物包含層に

おいては、祭祀として土器の破砕や、炭

を生じるなんらかの行為と共に埋められ

たものと推定される。

玄室内には軟質の暗褐色粘質土 (第6

層)が流入していた。これはおそらく閉

塞材の腐朽による流入土だと思われる。

また、玄室内には天丼の崩落が見られ、

玄門より内部については正確な分層が出

来なかった。

遺物出土状況 (第 135図)

墓 道
墓道からは須恵器の不の蓋が7イ固と身

が7個の合計14個、高郭が1個、短頸重が

3個出上 した。邦は第14層から出上し、

身の上に蓋をかぶせて、共に口縁を下に

向けた状態で確認された。これらの郭は

玄門に向かって横2列に並んでおり、意
性 __¬ ___可 __― T― ― ―

「

~」 判
Cm

第136図 1号横穴墓出土人骨実測図
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図的に何らかの意味をもって配置されたものと考えられる。また、淡灰白色砂質土層から出土した

須恵器片を接合した結果、大形甕が1個復元された。

玄 室
玄室には石棺が置かれており、石棺には人骨が2体埋葬されていた。石棺内には刀子が1個、耳環

が2個出土した。その他、玄室右側には邦身・番が1個ずつと、鉄鏃が3本出土した。石棺の左壁側

には提瓶が1個出上した。玄室右側には屍床があり不以外の遺物はなかったが、ここにも人が埋葬さ

れていた可能性がある。

人骨について (第136図)

石棺内には2体の人骨が埋葬されていた。2体ともに残存状況は良好であった。石棺内の玄室中央

よりの人骨を1号人骨、玄室左壁側の人骨を2号人骨とした。人骨は互いに頭部を逆に向けて仰向け

の状態で検出された。1号人骨は顎付近に鉄鏃があり、左手付近には刀子が置かれていた。2号人骨

は頭蓋骨の両脇に耳環が対で検出され、右足首に不身が伏せた状態で置かれていた。胸の辺りは骨が

多少動かされた形跡が認められた。また、特筆すべき点として、2号人骨の頭蓋骨が上を向くのでは

なく足下を向いていることから、頭部を改めて置き直した可能性が大きいことが挙げられる。そして

人骨鑑定の結果、2号人骨の顎付近にはベンガラが付着していた。これは1号人骨には見られない点

である。

出土遺物 (第137図～141図)

1～24は墓道、玄室から出土した須恵器である。時期は出雲 4期頃のものと考えられる。

1～20は墓道部から出土した須恵器である。1～14は郷で、伏せた身の上に蓋を被せた状態で出上

したものである。この内、■～14は崩れて下に落ちたものと考えられるが、おそらく元は1～ 10と 同じ

様に置かれていたものと考える。

1は外面天丼部が回転ヘラ削りの蓋で、天丼部と口縁部の境は2条の凹線による隆帯で表現されて

いる。やや軟質の印象を受ける。

2は、1の蓋の下にあった身である。3分の1程度自然釉がかかっている。

3は蓋で、器高が3.lcmと やや小さいものである。外面の回転ヘラ削りがよく見えるものである。    ′

4は、3の下になっていた身である。外面底部中央にはヘラの跡が竣り、少し雑な回転ヘラ削りで

ある。5、 7は天丼部と口縁部の境に1条の凹線をもつ蓋である。5は1.2cm程の幅でヘラ削りの跡

が確認される。

6、 8は各々 5、 7の下になっていた身である。底部外面には回転ヘラ削りが施され、共にほぼ完

形である。

9はやや雑な回転ヘラ削りを施す蓋である。墓道出土の不蓋の中では最も端部が細いものである。

10は 9の下から出土した身である。底部のヘラ削りがよく残るものである。

■、13の蓋は他の邪よりも低い位置で検出されたが、検出状況からおそらく12、 13の身と併せて置

かれたものと考えられる。

15は日縁部が一部欠損している低脚無蓋高邦で、口径14。 lcm、 底径10,7cmを測る。脚部には3方向

に三角形の透かし孔が一段ある。脚端部の平坦面は明瞭であるが、不部に段や沈線はない。
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第137図 1号横穴墓墓道出土遺物実測図 (1)
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16～ 18は短頸壷である。16は 、底部が平底で回転ヘラ削りを施している。17は底部丸底で外面は回

転ヘラ削りである。18は破片を接合した結果、ほぼ完形に復元されたものである。

19は、淡灰白色砂質土層中から出上した破片を接合した結果復元された大甕である。日径19。4cm、

器高50。6cmを 測る。色調は淡灰白色で、焼成不良の為か軟質である。外面は叩き日、内面は当て具

第138図 1号横穴墓出土遺物実測図 (2)

第139図  1号横穴墓墓道出土遺物実測図 (3)
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痕がある。

20は暗褐色粘質土層中から出土した甕である。破片を接合した結果、およそ半分が復元できた。

日径は16.8cm、 器高38,7cmを測る。焼成は良好で底部外面にはカキメが施されている。

21～24は玄室内から出土した須恵器である。

21は石棺内から出上した不身で、2号人骨の右足首に被せた状態で検出された。外面は回転ヘラ削

りで、日縁の一部を欠損している。

22、 23は玄室内右側の屍床、玄門よりにセットで置かれていた蓋と身である。蓋は口縁部と天丼

部の境に沈線をもち、隆帯を表現している。

24は石棺と左側壁の間から出土した提瓶である。焼成は良好で、外面は叩き目とカキロで調整さ

れている。国縁は一部欠損している。

第140図 1号横穴墓玄室内出土遺物実測図 (1)
0                  1 0cm
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第141図 1号横穴墓玄室内出土遺物実測図 (2)

25～ 32は玄室内出上の鉄製品である。

25、 26は石棺内から出土した鉄鏃である。25は原位置が不明であったが、26は 1号人骨の顎付近で

確認された。25は鏃身長3.8cm、 鏃身幅2.2cm、 残存長5.5clnを測る。鏃身形態は平面形で圭頭式で鏃

身関部はおそらく斜関だと思われる。箆被部には木質が残っている。26は鏃身長が2.8cm、 鏃身幅

2.2cm、 残存長6.9cmを測る。鏃身形態は方頭式に近いが、鋒がやや「Ⅶ 字状に切れ込んでいるも

のである。箆被部には鹿角が見られる。

27は刀子である。1号人骨の左腕付近より出土した。刀身長はおよそ7.lcm、 元幅1.3cmで ある。X

線ではっきり形はでなかったがおそらく両関タイプのものと考えられる。また、約lcmの はばき金

具が残っている。

28～30は長頸式の鉄鏃である。玄室内右側出土の邪蓋の下から出土したものである。28は残存長

17.4cmで、箆被部には固定するための樹皮が巻き付けられている。30は残存長12.3cmで、同じよう

に箆被部には樹皮が残存している。

⑮

一 宝℃

―
 ⑫

30

-126-



31、 32は2号人骨の頭蓋骨両脇で出土した耳環である。緑青が全体に付着していることから共に青       |
銅を芯にして金鍍金がされていると思われる。                                |
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②2号横穴墓

位 置 (第 133図 )

2号横穴墓は本遺跡群の西側、山頂標高75mの独立丘陵の南西側斜面に開口する横穴墓で、標高は

64～ 65mを測る。同じ独立丘陵の東側斜面には1号横穴墓が存在し、北西には隣接して3号横穴墓の

存在が確認されている。また、今回の調査により北西では袋尻2号墳、袋尻古墓群が確認されている。

墓 道 (第 142、 143図 )

主軸はN-48° ―Eを波1り 、ほぼ北東方向にとる。地山の斜面を加工して造られており、床面は

前方 (南西)に向かって下方に傾斜している。規模は、床面で長さ5.5m、 玄門側の幅1.4m、 前端の

幅lmを測り、幅は玄門側に向かって若干広がる形状を呈している。遺物は、右奥壁 (玄門側右奥)

付近から須恵器の邦身 (3)1点 、高不 (4)1点 、提瓶 (6)1点 が、これより前端方向に1.3mと 2mの

地点からは邪身 (2)、 郭蓋 (1)が 1点ずつ出土している。また、不蓋、高不、提瓶等が出上した右

奥壁と平行する形で、左奥壁付近より庭 (5)1点が出土している。これらの土器は埋葬の際に供献

されたものと考えられる。

小横穴 (第 142、 143図)

墓道の奥壁付近左壁より、小横穴が1穴検出された。この小横穴は、墓道床面から約50cm上方に穿

たれている。規模は、開口部幅30cm、 高さ34cm、 開口部から室内にかけての幅13cm、 長さ40cm、

室内幅約40cm、 長さ約130clllを測る。形状は、開口部から室内にかけてはややくびれる部分があり、

室内は細長い楕円形を呈している。遺物等は、この小横穴内からは検出されていない。また、前述

の墓道左奥壁付近で出土している庭 (5)イよ、小横穴の前方に位置し、検出レベルも近いことからこ

の小横穴に供献されたものとも考えられる。

この小横穴の性格については不明であるが、検出された位置などから2号横床墓に付随するものと

考えられる。

玄 F](第 142図)

羨道を持たず、玄門のみで玄室と墓道を繁いでいる形態である。幅は、墓道側で0.6m、 玄室側で1

mを測り、玄室に向かって徐々に広くなる形状を呈す。長さは、1.5mを測るが高さは天丼部が崩落

していたため不明である。床面は、排水溝などはみられないが墓道方向に向かって緩やかに下方傾

斜している。遺物等については検出されていない。

玄 室 (第 142、 143図)

主軸はN-52° ―Eを測り、ほぼ北東方向にとる。墓道の主軸よりやや東方向に傾いている。床

面での規模は、奥行2.2～ 2.5m、 玄門側幅2.9m、 奥壁側幅2,7mを測る。高さは、天丼部の大半が崩

落していること、また作業上の安全面を考え一部故意に落としたことから最高部は不明だが、確認

でき得る最高箇所で1.6mを測る。平面形は、横が広い長方形に近い形状を呈している。立面形は、

左壁及び天丼部の残存箇所から1号墓と同じ丸天丼のタイプと考えられる。

屍床は、玄室の左壁側1/3に須恵器の大甕を割った破片によって作られた須恵器床が検出された。
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第142図 2号横穴墓実測図
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第143図 2号横穴墓遺物出上状況図
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この須恵器床は、須恵器片の敷き方が粗密なことや、玄室床面から浮いた状態の破片が多く認めら

れこと、また破片の表裏の規則性が認められないことなどから、追葬時や後に述べる後世による撹

乱等などで動かされている可能性が高い。遺物は、須恵器床上もしくはこの付近で、須恵器の提瓶

(26、 27)2点、邪蓋 (7～ 12)6点、不身 (15～ 19)5点、短頸壷 (24)1点 、鉄鏃 (30、 31)2点 、大

刀 (29)1点 が検出されている。前述のとおりこれらの上器等も動かされている可能性は高いと思わ

れる。

玄室右側には、須恵器床や床面の加工などの明らかな屍床は確認されなかったが、須恵器の邪蓋

(13、 14)2点、郷身 (20～ 22)3点 、短頸壷 (23)1点や耳環 (33、 34)が2点検出されたことなどか

ら、この付近にも埋葬されていたものと考えられる。

追葬については、玄室内の状況から判断すると、玄室左右側の屍床の違いなどから少なくとも1回は

追葬されたものと思われる。

この他、玄室壁に後世に穿たれた穴が4穴確認されている。左壁では、玄門側の隅辺りに1穴穿たれ

ている。規模は、幅30cm、 高さ25cm、 長さ40cmで ある。右壁においては、奥壁と玄門側の隅に1穴

ずつまた、これらのほぼ中間 (右壁中央辺り)に1京確認された。それぞれの規模は、奥壁の隅の穴

が幅30～50cm、 高さ90cm、 長さ約70cm、 玄門側の隅の京が幅40～60cm、 高さ90cm、 長さ1.3m以

上、右壁中央の穴が幅50～ 60cm、 高さ■Ocm、 長さ130cm以上を測る。これら右壁に穿たれている

床は、いずれも玄門方向に向かって掘られていることが認められる。また、右壁中央の穴からは、

10世紀頃の土師質土器の邪 (25)が穴の開口部から奥へ70cmほ どの場所で検出されている。

このような玄室内に穿たれる穴は、松江市では菅沢谷横穴群 0や中竹矢遺跡②で確認されているが

用途、目的など性格はわかっていない。

閉塞施設 (第 142図)

玄門前部の床面に、閉塞材の痕跡と思われる2条の溝状の掘り込みを検出した。幅は玄門側よりそ

れぞれ10～ 20cm、 12～ 22cmを測り、深さは共に約15cmを測る。閉塞材は、この溝状の掘り込み痕

や閉塞部周辺から石材が検出されていないことなどから、入口全体を覆う木板等の板状の開塞材に

て閉塞されていたものと考えられる。掘り込みが2条存在する点は、初葬時に2重の閉塞材を設けて

いたのかもしれない。また、追葬等をおこなった後閉塞する際に新しく掘り直し閉塞されたとも考

えら″とる。

土層堆積状況 (第 142図)

墓道から玄室にかけての上層を観察すると不自然な堆積をしている所がいくつかみられる。第22

層の閉塞施設付近と、第18、 19、 20層の墓道玄門側付近は、自然の堆積によるものとは考えにくく、

人為的なものなのかもしれない。これらのことを含めて土層の検討をしたが、不明な点が多く、追

葬や後世による進入を土層で判断するには到らなかった。

出土遺物 (第144～ 149)

この横穴墓で検出されている須恵器は大谷編年の出雲4期頃と考えられるものである。

-132-



が

0                  1 0cm

｀｀

工
___i____

第144図 2号横穴墓墓道出土遺物実測図
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墓道出土遺物 (第 144図 )

1は、須恵器の不蓋で回縁部の一部が欠損している。焼成はあまり良くない。天丼部と口縁部の境

は、2条の凹線を施すことによってできる隆帯で表現されている。調整は、天丼部外面に回転ヘラケ

ズリ、内外国縁部付近は回転ナデ、天丼部内面に多方向の静止ナデを施している。2は、須恵器の邦

身で、立ち上がりはやや内傾している。この土器も口縁部と受部の一部が欠損している。底部外面

は回転ヘラケズリで、底部内面には一定方向の静止ナデが施されている。3は、須恵器の郭身である。

たちあがりは、やや上方に向かっている。底部外面は回転ヘラケズリで、底部内面は多方向の静止

ナデが施されている。また、底部の頂点には (× )状のヘラ記号が施されていた。4は、須恵器の高

邪である。不部外面と脚部外面にそれぞれ1条の沈線が施され、脚部は三角形透かしが三方に穿たれ

ている。5は、須恵器の瓦泉である。日縁部が欠損しているため口径、器高は不明である。円孔部の

一部と口縁部は欠損している。調整は、胴部外面より上部は回転ナデ、下部は回転ヘラケズリであ

る。頸部外面はヘラによる沈線を境に上部に櫛描波状文、下部にカキメを施している。また、肩部外

面には上部にカキメ、下部に連続刺突文が施されている。底部は座わりのよい平底である。6は、須

恵器の提瓶である。把手は輪状で体部はほぼ球形を呈している。また、口縁部の一部に欠損箇所が

認められる。調整は、口縁部外面から肩部外面辺りまでが回転ナデ、これより下部はタタキの後カ

キメを施している。

玄室内出土遺物 (第 145～ 149図 )

(第 145図)

7～ 12は、玄室左側から出土している須恵器の郷蓋である。

7は、天丼部と口縁部の境は、凹状の沈線によって表現されている。焼成はあまり良くない。調整

は、天丼部外面に回転ヘラケズリ、日縁部は内外共に回転ナデ、天丼部内面に多方向の静止ナデが

施されている。 8、 9、 10、 12は、日縁部が一部欠損しているものである。また、天丼部と口縁部

の境は、2条の凹線を施すことによってできる隆帯で表現されている。天丼部外面には回転ヘラケズ

リを施す。■は、1/2程度欠損している。この不蓋も天丼部と口縁部の境は隆帯によって表現され

るタイプである。天丼部外面は回転ヘラケズリを施し、ヘラ起こしの痕跡がよくみえるものである。

13、 14は玄室の右側より検出された須恵器の郭蓋である。これらのイ蓋も口縁部の一部が欠損し

ている。また、天丼部と口縁部の境は、隆帯によって表玩されている。

15～ 19は玄室の左側より検出された須恵器の邪身である。

15の底部は回転ヘラケズリの後その跡をナデ消したような滑らかさを呈すものである。16は、外

面の回転ヘラケズリによる稜が比較的よくみえるものである。底部内面は多方向の静止ナデを施す。

17は、他の郭身比べ受部辺りの器肉はやや薄い形状を呈す。底部外面には回転ヘラケズリを施す。

18は、日縁部の一部は欠損しており、底部外面は回転ヘラケズリの後、軽いナデを施す。また、底

部内面は多方向の静止ナデである。19は 、玄室内で検出された郭身の中でもっとも小ぶりなもので

ある。外面の受部から底部にかけての1/4程度に自然釉が見られる。底部外面は回転ヘラケズリで、

底部内面は多方向の静止ナデが施されている。

20、 21、 22は玄室の右側より検出された須恵器の郭身である。

20は、日縁部の一部が欠損しており、立ち上がりの内外には鈍い稜が入る。また、底部外面には自

然釉が認められ、回転ヘラケズリを施す。21は、立ち上がりの内外に稜がみられる。身として置い
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た場合片側に傾く形状をなし、他の郭身と比べ少々雑な作りである。底部外面は回転ヘラケズリを

施す。22は、横長にかなり歪んだ形状をしている。図化した横方向で、日径■.2cm、 受径部13.7cm、

器高3.6cm、 縦方向で、日径8.6cm、 受径部12.2cmを測る。立ち上がりは、やや上方に向かう形状を

呈す。底部外面は回転ヘラケズリを施している。

(第 146図)

24、 26、 27は玄室の左側から、23は玄室の右側から検出された須恵器類である。また、25は玄室

内に穿たれていた後世の穴から検出された土師質土器の不である。

23、 24は 、短頸壷である。23は、底部には (× )状のヘラ記号が記されている。調整は、底部から

体部外面中程のやや下辺りまで回転ヘラケズリ、その他は回転ナデを施している。24は、焼成によ

る軟質の箇所が外面内面共に1/2程度みられる。調整は、底部外面から体部下方1/3ま でが回転へ

ラケズリ、その他は回転ナデを施す。また、底部はしっかりと削られ、座わりのよい平坦面が作ら

れている。25は、土師質土器の不である。口縁部が欠損していたため口径、器高共に不明である。

0

第147図 2号横穴墓玄室内出土遺物実測図 (3)

20cm
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第148図 2号横穴墓玄室内出土鉄製品実測図 (1)

底部外面は回転糸切り痕がみられ、日縁部内面外面、底

部内面は回転ナデを施す。焼成は良好である。

26、 27は 、提瓶である。26の 国縁部は一部を残し欠損し

ている。把手 (耳)はいわゆるボタン状と言われている

もので隙間はなく、非実用的なものである。調整は、体

部外面にカキメ、その他は回転ナデを施す。27の 口縁部

は、1/3程度欠損 している。把手は、輪状把手と言われ

ているものである。日頸基部には口頸部と体部を接合 し

た痕跡が残っている。調整は、日頸部外面に回転ナデ、

体部外面にカキメと一部叩き、日頸部内面、体部内面に

回転ナデを施 している。また、体部内面には一部当て具

痕が残っている。

(第 147図)

28は、玄室左側で検出された須恵器床を接合し、復元し

た大甕である。日径39。 lcm、 器高85,lcmを測る。口頸部

は長めで大きく外方に開き、肩は若干張る形状をしてい

る。この大甕はほぼ完形まで復元できている。調整は、

日頸部内外共に回転ナデ、体部外面にタタキを施す。体

部内面には当て具痕が残っている。また、日頸部外面に

は2条の凹線が2ヶ 所施されている。

(第 148図)

29は、玄室左側の須恵器床上から検出した大刀である。

切先、茎部は欠損 している。現状での法量は、全長

O              Scm

第149図 2号横穴墓玄室内出土鉄製品実測図 (2)
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71.3cm、 最大幅3.2cm、 最大厚1.Ocm、 茎幅1.8cmを 測る。茎部の形状は、錆化が著しく不明である。

鍔は、短径約6cm、 長径約7cm、 厚さ0.5cmの楕円形を呈している。刀身は、直線状であり反りはみ

られない。刀身には鞘と思われる本質が付着しており、副葬時には鞘に納めてあったことがうかが

われる。

(第 149図 )

30、 31は、玄室左側の須恵器床付近から検出された鉄鏃の頸部である。断面は四角形を呈し、残

存長はいずれも6cmを測る。この両端は欠損しているため詳細は不明である。32は、29の大刀の近

くから検出された刀子であり、ほぼ完形である。残存長10.3cm、 刀身長6.4cm、 元幅1.8cmを測る。

茎部から関部には柄と思われる鹿角がみられる。関の形状については、鹿角が差し込んであるため、

確認することができなかった。33、 34は玄室右側から検出された耳環である。両者の法量はほぼ同

じであることから、1対をなすものと思われる。金装、銀装どちらなのかは不明であるが、全体的に

青緑色を呈していることから銅を含有する金属に金、あるいは銀箔を貼り付けていたものと考えら

れる。

参考文献

註1『菅沢谷横穴群』松江市教育委員会 財団法人
註2『埋蔵文化財発掘調査報告書X(中竹矢遺跡)』

須恵器の編年について

大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌第11集』 島根考古学会 1994年

松江市教育文化振興事業団 1994年

島根県教育委員会 1992年
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③3号横穴墓

位 置 (第 133図 )

3号墓は本遺跡群の西側、山頂標高75mの単独丘陵の南西側斜面に開口する横穴墓で、標高64～ 65

mを測る。同じ単独丘陵の東側斜面には1号墓が、南束には隣接して2号墓が存在している。

墓 道 (第 150図 )

主軸はN-2° 一Eを測り、ほぼ北方向にとる。地山の斜面を加工して造られている。床面は、閉

塞部付近に12cm程度の段があり、閉塞部から前方に約2.5の 地点から50cm程の間には強い傾斜が設

けられている。床面の形状は閉塞部から約2.5mま では緩やかな傾斜を呈し、その後前述の強い傾斜

を経て傾斜は若千強めに変換している。規模は、床面で残存長4.7m、 玄門側の幅1.35m、 床面の傾斜

変換地点付近の幅約8m、 残存の先端幅約8mを測り、幅は、傾斜変換地点まではほぼ同じで、それ以

降玄門側に向かっては若干広がる形状を呈している。

遺物は、開塞部付近の段上及び緩傾斜間から、須恵器のイ身片と短頸壼片が数点床面よりやや浮

いた状態で検出されている。

玄 F日 (第 150図)

羨道を持たず、玄門のみで玄室と墓道を繁いでいる形態である。規模は、長さ130cm、 墓道側幅

55cm、 玄室側幅80cm、 高さ95cmを 測り、玄室に向かって徐々に広くなる形状を呈す。床面は、排

水溝などはみられないが、墓道方向に向かって緩やかに下方に傾斜している。両壁面からはノミ痕

が鮮明に確認することができる。

遺物は、開塞部から80cmの地点から須恵器片が1点検出されている。

玄 室 (第 150、 151図 )

主軸はN-2° 一Wを測り、ほぼ北方向にとる。墓道の主軸より若干西方向に振るがほぼ同軸方向

である。床面での規模は、左壁側奥行1.4m、 右壁側奥行2.Om、 玄門側幅1.9m、 奥壁側幅2.Om、 最高

部1.25mを測る。平面形は、左壁側の奥行は短いがほぼ正方形に近い形状を呈している。また、奥壁

の二隅の界線は天丼部に近づくにつれ薄れ、玄門側の二隅は界線みられない。形状としてはテント

形を意識して造られた丸天丼のタイプと考えられる。床面は、玄室内の四方を一周する形で溝が設

けられている。

屍床は、玄室の奥側に5～25cmの礫を敷き詰めた礫床が、その手前、玄室中央に須恵器の大甕を割

った破片によって作られた須恵器床が検出された。礫床に使用されていた礫は、表裏平坦なもので

この袋尻遺跡調査区付近ではみられないものであり、ある程度離れた場所から持ち込んできたもの

と思われる。また、須恵器床に使用されていた破片は一個体の大甕に復元された。礫床、須恵器床

は共に動かされた形跡はみえず、(須恵器床に到っては、3片 を除く他すべての破片が表 (外面)を

上にして敷かれている。)こ れら屍床がつくられた当時の状態をそのまま留めているものと思われる。

また、これらの屍床が作られた順位は、礫床の礫の上に須恵器床に使用された破片が乗っているこ

とが認められたため、奥の礫床から作られていることが確認された。

玄門側の空間 (須恵器床手前)は礫床、須恵器床のような明らかな屍床は作られていないが、後
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67.00m

1茶褐色土

2明茶褐色土 (ブロックを含む)

3暗掲色土 (災、ブロックを含む)

4暗掲色土 (炭 を含む)

5茶掲色土 (ブロックを含む)

6茶褐色土 (ブロックを含む)

7赤茶掲色土 (ブロックを含む)

3明橙色土 (ブロックを含む)

9橙色土 (ブロックを含む)

10暗橙褐色土 (プロックを含む)

11明橙色土 (ブロックを含む)

12暗茶褐色土 (炭 を含む)

13明茶褐色土 (ブロックを含む)一玄室内の (遺物) と接合破片出土
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第150図 3号横穴墓実測図
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述のとおり屍床として使用されている。

玄室内出土遺物、人骨 (第151図 1～ 14)

玄室内では、礫床、須恵器床で1体ずつ (1号人骨、2号人骨)ま た、2号人骨に脚部が乗るような

形で1体 (3号人骨)が埋葬されていた。1、 2号人骨の保存状態は良好であったが、3号人骨は礫床や

須恵器床などの屍床が作られていないためか保存状態は悪く、脚部、腕部、歯などを残すのみであ

った。

1号人骨は頭部を右 (東)に置き、須恵器のイ蓋2点 (1、 2)を左右に枕とするような形で伸展仰

臥位で埋葬されている。壮年の女性と推定されている。また、この人骨の頭蓋骨からは、前頭部か

ら頭頂部にかけてベンガラと思われる赤色顔料の付着が認められ、頭蓋骨が置き直されていること

も確認されている0。 また、奥壁と右壁の隅から提瓶 (10)が、頭蓋骨右下からは、耳環が1点 (14)

検出されている。腰の辺りには須恵器の不身が左右に1点ずつ (4、 5)底部を上にして置かれていた。
この左の邦身 (4)は1号人骨に供献されている他の上器 (1、 2、 3)との配置関係がくずれている様

にも見えることから、この不身は動かされている可能性もある。また、これら2点の郭蓋、2点の不

身は、左右逆になる形で互いにセット関係になり得ることが確認された。すなわち (1)と (4)、 (2)

と (5)が 1セ ットである。また、この (1)と (4)の外面頂部からはベンガラと思われる赤色顔料

が検出されている。特に (1)は、(× )に も見え得る形で付着している。この様な (× )状にも見

え得る赤色顔料の付着は、松江市の筆ノ尾横穴群第4号穴でも検出されている②。(1)が同様の赤色

顔料が付着していた頭蓋骨の下にあったことから、頭蓋骨に塗られた顔料が (1)に流れたとも考え

られるが、人為的に (× )を意識して塗られたとすれば、この出雲地方での発見は貴重な資料にな

り得るものである。

2号人骨は、1号人骨と正反対に頭部を左 (西)に置き、須恵器のイ蓋 (3)と 邦身 (6)を 枕にす

る形で伸展仰臥位で埋葬されている。(郷身は底部を上にして置かれている)壮年後半～熟年前半の

男性と推定されている。この人骨の頭蓋骨も置き直された形跡が認められている 。なお、この頭蓋

骨などからの赤色顔料の付着は確認されていない。1号人骨に伴う不蓋、邪身がセット関係になるも

のに対しこのイ蓋 (3)、 邪身 (6)は単独のものである。また、大腿骨の付根右下付近からは刀子が

一点 (13)検出されている。

3号人骨は、2号人骨と正反対に1号人骨と同様に頭を左 (東)に置いて伸展仰臥位で埋葬されてい

たと思われる。人骨の下腿は玄室左玄門側付近より検出されているが、その他残存する骨部から3号

人骨は、何らかのために2号人骨に脚部の一部を乗せる形で動かされている。また、下腿部以外は自

骨化する以前の位置を現在まで保っているものと思われ、3号人骨が埋葬されてから比較的早い時間

に動かされたものと推定される。また、その理由、目的等については、3号人骨埋葬後、儀式的なも

のを玄室内で行おうとし、玄室側右壁付近あるいは玄室入日付近の空間が必要であったとも考えら

れる。いずれも詳細はわからないが、3号人骨埋葬後玄室内に何らかの理由で当時の人が入ったのは

明らかである。

埋葬順位は、各屍床の作られた順位から1、 2、 3号人骨の順で埋葬されたものと考えられる。その

他の遺物は、玄門側右付近で短頸壷 (9)が壊れた状態で検出されている。その場所から3号人骨に

伴うものとも思われる。玄門側左付近では不蓋 (7)、 邦身 (8)がセットになった状態で、また、提

瓶 (■)が3号人骨の下腿部の上に倒れている状態で検出されている。
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閉塞施設 (第150図 )

玄門前部の床面から幅10～25cm、 深さ22cmの溝状の掘り込みを検出した。この溝状の掘り込みは

閉塞材の痕跡であると思われ、閉塞部付近や墓道の堆積土中などからの石材は検出されなかったこ

とから2号穴同様、木板等の板状の開塞材にて閉塞されていたものと考えられる。

土層堆積状況 (第 150図 )

墓道から玄室にかけての土層を観察すると人為的なものによる堆積の箇所が認められる。第12、

第151図 袋尻3号横穴墓玄室内遺物出土状況実測図

Щ0099
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13層 は閉塞部から約3mの所より人為的に切られた形跡が認められ、一定時に当時堆積していたこれ

らの上層とそれ以上を排除し玄室に進入したものと考えられる。これは最終の横床進入時と考えら

れ、それ以前の進入回数は不明である。なお、第9、 10層 は進入後埋められた土層と思われ、第1～ 8

層はその後自然堆積したものである。

出土遺物 (第 152～ 155図)

1～ 12、 15、 16は大谷編年出雲4期に相当するものである。

(第 152図 )

1～ 10は 、いずれも玄室内から出土している須恵器である。1は、1号人骨の右の枕に使用されてい

た郭蓋である。天丼部外面にはベンガラと思われる赤色顔料が (× )状になり得る形で付着してい

る。天丼部外面は回転ヘラケズリを施している。2は、1と 同様1号人骨の左の枕に使用されていた不

蓋である。日縁部に一部欠損箇所が認められる。また、この不蓋の赤色顔料の付着はみられない。

天丼部外面は回転ヘラケズリを施している。3は、2号人骨の左の枕に使用されていた郷蓋である。1、

2と比べると口径は大きく、日縁部の立ち上がりは上方に向かっている。形態は、やや古めの印象を

受けるが他と同じ出雲4期に相当するものと思われる。4は、1号人骨の左の腰辺りで検出された不身

である。底部外面には1と 同様に赤色顔料の付着が認められる。また、日縁部の一部には欠損箇所が

認められる。底部外面は回転ヘラケズリを施している。5は、1号人骨の右の腰辺りで検出された不

身である。左にやや傾く座わりをするものである。この郭身の赤色顔料の付着はみられない。底部

外面は回転ヘラケズリを施している。6は、2号人骨の右の枕に使用されていた邦身である。4、 5と

比べると口径は大きく、器高はやや低い形状を呈す。底部外面は回転ヘラケズリを施している。

以上の邦蓋、邦身では各セット関係が成り立つことが確認された。同じ赤色顔料が付着する1、 4

と2、 5がセットである。なお、3と 6についてはセットにはならないと判断している。

7と 8は、玄門側壁と左壁の隅辺りにセットで置かれていた不蓋と不身である。7は、日径が玄室内

で検出された不蓋の中で最大を測るものである。また、日縁部の一部は欠損している。天丼部外面

は回転ヘラケズリを施す。8は、受部が玄室内で検出された邪身の中で最大を測るものである。底部

外面は回転ヘラケズリを施す。9は、玄門側壁と右壁の隅辺りで検出された底部付近の破片と、墓道

から検出した口縁部付近の破片が接合された短頸壷である。体部1/3程度下は回転ヘラケズリを施

し、底部はしっかりとした平坦面を作っている。10は、1号人骨の頭蓋骨右付近、奥壁と右壁の隅か

ら検出された提瓶である。把手はみられず、日縁端部は一部欠損している。胴部の背面はやや扁平

で、口縁部に対し体部の軸は斜めにとっている。体部外面の両面にはカキメが施されている。

(第 153図)

■は、玄室左壁と玄門側壁の隅辺りで3号人骨の下腿部の上に倒れた形で検出された須恵器の提瓶

である。右壁側の横からは、7、 8が検出されている。日縁部の一部は欠損している。把手は輪状把

手と言われるもので、日縁端部は薄手の二重口縁である。体部はタタキの後カキメが施されている。

12は 、玄室内で検出された須恵器床を接合し、復元した大甕である。口径23.8cm、 器高52.Ocmを 測

る。口縁部は大きく外傾し、端部は二重回縁を作っている。肩は張り、体部は球形を呈す。この大

甕はほぼ完形まで復元できている。

(第154図)

13は、2号人骨の大腿骨右側から検出された刀子であり、切先は欠損している。茎部から関部には
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第152図 3号横穴墓玄室内出土遺物実測図

0                  1 0cm

(1)
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柄と思われる鹿角がみられ、関部は両関である。14は、1号人骨の頭蓋骨右側から検出された耳環で

ある。厚さは0,9cmを 測る。金色が確認できる箇所がみられたことから、金装の耳環である。

(第 155図 )

15は、墓道から検出された須恵器片を接合した郷身である。底部外面に回転ヘラケズリを施してい

る。16～ 19は 、この横穴墓付近から検出された遺物である。16は、須恵器片を接合した短頸壺であ

る。肩部には指痕がみられる。体部外面中央下辺りから回転ヘラケズリを施 し、底部は平坦面を呈

0                  1 0cm

D                  20cm

第153図 3号横穴墓玄室内出土遺物実測図 (2)
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第155図 3号横穴墓周辺出土遺物実測図

0              5cm

第154図  3号横穴墓玄室内出土
鉄製品実測図

しない。17は 、鼓形器台の器受部である。調整は、風化が著しく不明である。18は、低脚不の脚部

である。この土器も風化が著しいため調整は不明である。19は 、土玉 (丸玉)である。1/2程度は

欠損しており、調整は風化のため不明である。

註1 ′鳥取大学医学部 井上貴央教授よりご教示頂いた。

註2 『筆ノ尾横穴群発掘調査報告書』財団法人 松江市教育文化振興事業団 1995年

須恵器の編年について

大谷晃二「出雲地域の須恵器の偏年と地域色」F島根考古学会誌第■集』島根考古学会 1994年

０
〓

J号横穴墓閉塞石 石棺蓋石 石棺蓋石

1・ 3横穴墓玄室石棺及びノミ痕拓影

-148-

3号横穴墓右側壁 3号横穴墓左側壁

1号横穴墓右側壁

第156図
0                  20cm



④考  察
袋尻横穴墓群は、合計3穴確認され、調査を行った。3穴は丘陵のほぼ同じ標高に穿たれた横穴墓

で、位置も比較的近くに存在していた。出土遺物などから考えると、それぞれ6世紀後半頃に使用さ

れていたものと考えられる。

3穴の共通点としては同丘陵にほぼ同じ時期に使用されていたであるうこと、そして比較的短期間

のうちに追葬が行われていたことが挙げられる。玄室は3穴とも丸天丼と考えられた。しかしながら、

埋葬形態や出土遺物などはそれぞれがバリエーションに富んだ横穴墓であった。

1号横穴墓は白色凝灰岩を使用した閉塞部をもち、玄室内に組み合わせ石棺をもつ埋葬形態で、残

存状況の良好な人骨2体が出土した。2号人骨は頭部を置き直された形跡があり、頭蓋骨にベンガラ

が付着していた。1号人骨にはベンガラの付着がなく、頭部も置き直された形跡はないと考えられ

た。附編で井上教授に考察して頂いたが、おそらく先葬した2号人骨に次いで1号人骨を追葬したも

のと考えられる。石棺の石材は自色凝灰岩で、隣接していた菅沢谷横穴群のC‐5号穴でも同じ形態、

石材のものが検出されている。周辺の横穴では弥陀原横穴群でも白色凝灰岩の石棺が検出されてい

る。石の産地は玉湯町方面と考えられ、忌部川流域における石材の採用について、当時の需給、政治

的関係を知る上で貴重な資料となるものであろう。

2号横穴墓は天丼が崩落していたため人骨は確認されなかったが、須恵器床が検出され、遺物とし

て須恵器の邦の他、大刀や耳環などが出土した。遺物のなかには (× )状のヘラ記号が記されてい

るものがある。

3号横穴墓は人骨3体が出土している。2体は残存状況が良好で1号横穴墓と同じように頭蓋骨を置

き直していた。この内、1号人骨の頭蓋骨の下から赤色顔料の付着した邦が出上している。この邪は

(× )あ るとヽ1ま (+)状に見えるもので、赤色顔料の付着した須恵器は筆ノ尾横穴群第4号穴でも確

認されている。また、忌部川流域の弥陀原横穴でもベンガラが付着した郷蓋が出土している。この須

恵器が、人骨のベンガラが流れて付着したものでないとするなら、副葬あるいは祭祀に関して霊が

浮遊するのを封じる為等、埋葬の場において呪術的な意味合いが考えられ、意図的に埋納されてい

るとも考えられる。このような例は県内でも少なく、貴重な資料となるものである。

また、残存状況の良好であった1号横穴墓と3号横穴墓については玄室内の工具痕の拓本を採り、

掲載した。円刃状の工具による削痕がみられ、3号横穴墓には一部に平刃状の加工痕が見られる。

袋尻横穴墓群は3穴の調査であったが、周辺の横穴墓の形態や遺物、石材等、相互の関係を明らか

にしていくことが今後の課題だと思われる。

<参考文献>
「松江・弥陀原横穴群」『島根県埋蔵文化財発掘調査報告書』 第�Ⅱ 1991年
「横穴墓築造に伴う掘削技法」F島根県考古学会誌第12集』 島根考古学会 1995年

F菅沢谷横床群』 松江市教育委員会 財団法人 松江市教育文化振興事業団 1995年

『筆ノ尾横穴群発掘調査報告書』 松江市孜育委員会 財団法人 松江市教育文化振興事業団

1995年

古川 登「顔料あるいは塗料による彩色記号のある須恵器について」F岐阜史学 89号』1995
勝部 昭「十印のある土器」『古代学研究』第94号 古代学研究会 1980年
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第Ⅳ章 だヽ

袋尻遺跡群は弥生時代から近世にかけての複合遺跡であった。弥生時代中期頃から近世にかけて

の遺物が出上し、遺構としては竪穴住居跡7棟、掘立柱建物跡1棟、古墳8基、近世墓2基、横床墓3穴、

古墓群が検出された。

古墳は4号墳、7号墳、8号墳など前期古墳が確認された。今まで忌部川流域は前期古墳が未確認で

あり、特に合わせ口の土器棺が出土した4号墳、8号墳の発見は大きな成果であったと思われる。ま

た、袋尻B遺跡では谷状地形の緩斜面に古墳時代前期頃の竪穴住居跡が検出された。このような住居

跡や古墳の立地状況から考えると、古墳時代前期頃にこの菅沢池がある谷を中心とする周辺地域に

はかなりの勢力をもつ人々の生活の営みがあった可能性が強いと思われる。

また、袋尻横穴墓群においては玄室内部の残存状態が比較的良く、好資料を得ることができた。

横穴墓は3穴ともに6世紀後半頃のものと考えられる。

袋尻1号横穴墓からは白色凝灰岩で造られた組み合わせ石棺が検出されたが、この石材や石棺の形

態は弥陀原1号横穴墓や菅沢谷C-5号横穴墓のそれにたいへん酷似するものであり、注目される。石

材は玉湯町地内のものである可能性が強く、乃白地域での石材の需給関係や政治的な関係を考える

上で貴重な資料になると思われる。また、石棺内から2体分の人骨が出土しているが、頭蓋骨を置き

直した形跡が見られ、埋葬状況をよく残しているものである。

また、3号横穴墓からも人骨が出土した。これも残存状況がよく、3体出土した人骨の内2体は頭蓋

骨が置き直されていたものである。この2体は奥の1号人骨が礫床の上で、2号人骨が須恵器床の上で

検出されている。1号人骨の下からは赤色顔料が付着した須恵器蓋が出土しており、隠岐の東笠根1

号墳、松江市内の筆ノ尾横穴群などでも赤色顔料の付着した須恵器が確認されている。今回の調査

でより注目されるのは赤色顔料が「×」状に付着しており、もし仮にこれが人為的に彩色されたも

のであれば出雲地方の古墳時代後期の葬法を解明する上で貴重な資料となるものと考える。

横穴墓は3穴のみであったが、おそらく隣接する菅沢谷横穴群と密接な関係があったと思われる。

また、近年調査された松本3号横穴墓なども出雲4期の横穴墓であり、今後周辺の遺跡との関わりを

検討し、位置付けをする必要があるものと思われる。

調査の結果、乃白地域で新たな遺跡が発見されたが、今後は弥生時代中期から後期の墳墓群とし

て有名な友田遺跡、古墳時代前期の袋尻遺跡群、古墳時代中期の長砂古墳群、後期の袋尻横穴墓群、

奈良時代の古代道が検出された松本古墳群等の性格、分布状況を検討していけば乃白地域の各時代

の変遷を解明していく手がかりとなると思われる。
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袋 尻 追 跡 群 出 土 遺 物 観 票 一 覧 表 (上 審 )

第 9図 1 1号墳
曜 工 田 コ

SD●2内
督
身綿４

日欄酸 1 園置 :外白 回転ヘフ副り、

横ナデ
色
好
灰

雷
良
青

工
成
ｄ

階
暁
健

第 16図 1 58 2号墳

:区項 五

盛土内
=部
器

理
口後 :222 冒垂 :騒す テ 台上:lmm六 の砂租を言む

究成:良好
L饂 導 と と 魯

第 16図 2 2号墳
二杯 部 円 主Ha器

低脚杯脚部
田垂 :円口 碩 す テ 冶土 :lmm大の砂租を宮む

完成 :良好
L■離H缶

第 16図 3 2号墳
39 91 主帥番

車頚部

隅 壺 :71・口 傾 ア ア

究成:良好

第 16図 4 2号墳
3D01 工 即 書

小型壺

口千と:98 園憂 :肉面 ヘラ削り 愴
=:1～
2mm天のυ租をgけ

礎成 :良好

お 16国 5 58 2号墳
3区SK対2 ェpp昏

聖口緑部
田蛋 :円ロ ヘフRllリ

好
住

留
良
秦

工
成
餌

店
晩

Ｌ

第 16口 e 58 2号墳

SX-01 工印 R工 帝
坪

騒
=E:9む

日量 :積アT
感部 回転糸切 り

膚工 :脅

醍成:良好
L』 :避持i

第 16図 7 2号墳

SX→ 1 工柳 翼 工簿

杯

再tE:O tl 岡筆 :碩アゲ

底部 回転糸切り

膚工 :ロ

暁成:良好
h』 !議袴■

第 16国 8 2号墳
SX-01

=即翼
工 語

杯

２

お
笹
径
口

Ｌ
口重 !嶺すす

感部 回転糸切り

耐工 :雷

焼威 :良好
心 餡 導 と こ

第 16国 0 2号墳
】X→1

=R9夏
工霧

坪
啜宿旨:58 円重 :嶺ア 7

底部 回転糸切り
情主 :密

隣成 :良好

第 21図 1 3号墳
工 4郡 四 倒
表上下 小形丸底鉢

口後 :12′ 阿量 :円国 ヘ フ刷 りfrp伐傾 ア ア 陰主 :1雨天のυ覆を宮む

晩成 :やや不 良
L協 導BB'

第 21図 2 3号墳
I`側項 循

表土下
工 即 R‐ 器
イ

引

範

”

鴛
経

童

口
底

襲

日量 :積アア

底部 回転糸切り

購 工 :雷

晩成:良好
h』 :士茶色

口凛 辞 卜に

沈線

嘉 21国 3 3号墳
月し割 環 編

表土下
工 印 真 工 書

坪
僅
径
童

］
と巧
嬰

日量 〔積 ケア

慮部 回転糸切り
色
好
慕

雷
良
士

工
威
題

ヨコRBITに
売線

第 21図 4 53 e号装
月

`側
項 編

残土下
工HTR工書
杯 感経:35

困霊 :積ケア

底部 回転糸切り
魯

好
患

雷
良

昔

工
成

田

購
隆

出

ヨヨ田耶卜Iこ
力線

第 21図 5 58 3号墳
打E「l項薇
残土下

=印真
工書

郷

笹
径
高

口
晦
選

隅重 :積すす

虐郎回転糸切り
魯
好
蒸

爾
良
と

工
成
観

語
焼
魯

ヨ稔 部 下に

売線

第 27図 1 4号墳
頃狽部

地山面
=印
吾

壺

口笹 :298 園I:外ロ ハケメと積すテ
内面 ヘラ削りと横ナデ

頚部外面連続刺突文
顧 亀 肉 面 ヘラ虐共

む冨を租υ

］餅呻
〓
成
嗣

餓
暁
色

上善 柄 I

璃 27図 2 牛号域
貫jttHB

地 山面

工W吾
奎

口 律 :む ′4

器高,739

胴部径:589

口垂 :外国 ハ ケメと罹 ケテ

内面ヘラ制りと積ナデ
ロ緑部外面竹管刺突文
四 数 ‐ 石 コ 弾 寺 抒 善 創 ぬ ‐●

晴エ コnI「 以上 f/9υ種を百む

晩成 l良好

色調 :明茶色

再吾
底
土

甲

薦 30図 1 4号墳
頃順 部

北東斜面
綸 11:面

工W番
壺口緑部

口僚 :Z■υ 口重 :外ロ ハ ケメ
=碩
ケテ

内面ヘラHllり と横ナデ

主吾猛 Ⅱ

お 30図 2 59 4号墳
質頂部
北東斜面
n山面

工Wp語
奎 路高:455

田 驚 フ トロ 傾 ア ア

内面 ヘラ削りと犠ナデ
情工 :lnm以 上 ∽ 伊 種 を 百 C
礎成:良好
B樋 ととも

福壽
慮
工
平

聘 36口 5号墳
質限部

第2層内
工L●番

4口緑部
口霊 :領ア ア 恰土:lmm以 下の砂種を含む

暁成:良好

璃 42園 6号墳
雇側壇裾 察思 琴

捧身
口径 :98

善高 :51
唱卜むは4聯 :127

日最 :標ア ア

底部外面 回転ヘラ削り
れ
好
″

ヨ
良
各

工
成
ｄ

口
晩

田

璃 47図 59 7号墳
買順郡霊主 F

(第2主体部
宙 卜】

主H●吾
建頭部

支昴 後 :128 隅垂 :願ア ア
外面殺杉文

爾工 :に リ ワ 秘 密 百 tJ

暁成 :良好
出贈 寺 志 魯

第 55口 60 B号墳
頃IR部
地山面

工■HI書

4口緑部
隕登 :羽状X
顕部外面 突帯

麿ェ コ mm以ェ vpυ 租 空 百 雪
晩成 :良好
饉BB Iれ れ

1号主番

第 58図 1 〕号墳
環瞑部

絶 山面

工IV書
互

四 etむυo

嗣部径:382
□量 :外ロ ハケメと積アゲ

内面 ヘラ翻り

治主 :lthn以 下の砂種を含む

礎滅 :良好
出旧 む垣色

2号主吾

第 56図 2 60 3号墳
頃IRHp
地 山 面

=印
書

豊
爾Rpl=:もっコ

塵径:80
田重 :ハケメ 蔭工 :1画以 卜のり租を百む

暁成 :良好
出 盟 難 と Bね

も号 工 書

口 縁 部 を 故 意

I=迪超

第 61図 1 60 遣ヽ騎

2区 跡
=工
語

菫口縁部
口後 11■3 田重 :傾ア ア

重部外面圧痕文帝
皓主 :2～ 4mmttC79伊屈を百C
暁成 :良好
出 狙 立 ■a名
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第 81国 2 60 A違助
Z睡 ～ こ睡 椰生 土 晉

霊口織部
L4e:zz゛ 関霊 :領ア ア

ロ緑部分面蝶 の沈擦文

顕部外面圧盛文帯

ロエコ事 ワ?弘官百qJ
鳴成 :良好

第 el回 3 60 遺ヽ麟

1区～2区 酌王 工 吾

主口観郎
口 ■営:Z30 口‐ :'～ ZBAVpワ 和 ぞ 百 tr

時威:良好

第 Gl国 4 60 追ヽ跡
1区～ 2区 源笙 土番

4日緑部
口径 :laC 関霊 :領ア ア

重部外画 圧注文帯
E工 :E
時威:良好

第 Sl口 3 60
ZL～ 3区 い王工番

翌日韓部
口七E:Z3ロ 日垂 :領ア ア

ロ脅部外面 3条の流線文と
連続羽実文

ロエ:

隆威 :

色獨 :

第 61園 む 60 追ヽ跡

2区 み霊工野
4口搬部

He:zl z 田亜 :積す

「

とハ ケメ

ロ緑部外面2祭の沈擦文と
違績珂突文、3aの円形浮文
頚部外面圧痕文帯

磨 工 :1-孵 確 百 ti

駐成:良好
色調 :褐色

第 Gl園 7 61 追ヽ跡

2墜 い‐ コE書
と口緑部

囲 重 :分 口 領 Tア こ ′■7テ
肉面積ナデ
ロ搬部外面4条の沈線文
‐ 蕉 工 苗 ,とお

「
Fと す と

ロエ コ～募 ハワワ私雪B雪
臆成 :良好

色田 :外西 晴褐色
山 面 と 協 色

第 Sl日 8 61 追ヽ跡
1区～2区 西霊主番

壺

口後 :282 B量 :ハケテ
ロ韓部外面 1祭の沈様文
日撮部内面4条の沈機文
顕部外面 3条の連続弱突文
口 猟 工 商 ,とめ と 体 J空 士

虜主 :雷

暁威:良好
色冒:赤褐色

お 61国 9 61 遺ヽ跡

1区～2区 酪王 工 脅

壺肩部
開量 :円ロ ハ タ テEヘ フ隔 リ
外面 3条の機彰状擦文と
2段7条のⅢ描き擦文と
子の下に4との聞鋼す

磨 工 :I田以 ドV.1伊租 営 百 む

隆減:不良(牧質)
色嗣:晴褐色

お 82回 10 61 近ヽ跡
2区 み王工番

吉好
口 橙 コ 3p 阿垂 :傾ア ア ,口師 円 ロ ヘ フ隔 ツ

ロ 緑 部 外 百 4条の 凹 様 文
出 蕉 工 面 氏鬱 め と 協隣 沖 舶 寸

1土 :1～ 監 人の,租を言む
L成 :良好
二■ :連青茎任

第 62回 11 61 岨 跡

2区 み=工番
蔦坪烙部

口掻 :1&0 日最 :碩ア 7`分 口 ヘ フ層 き
口緑部外面 5条の流線文と

,母うと整劇空ヤ

皓主 :1～ 2田大の,種を宮む
擁威 :良好
も日 毬とと色

第 62図 12 6呵 岨 跡

密睡 ～ 3睡 藤重 工 吾

蔦坪脚簡瑚
阿量 :観ア イ

田部外面 3段の特描き沈韓文
>R鬱ぬとう劇ぬ剤占ヤ

二

成

ｕ

購

隆

Ｌ

第 62図 13 61 追ヽ跡

ZL臼 翻 ア う

トレンチい
み重主語
高不碑箇翻 内面積ナデと

～
田り

山 虫 工 苗 Rと ハ 山 儘 守

B三J～2Bxt7J伊覆を言む
礎成:昔通
邑 ヨ■‐4書 ‐ a

第 62国 14 61 追ヽ跡

1区～2区 所軍
=吾
蔦坪脚備部 路威:不良(敬買)

ha導

“

こ

窮 62国 15 遺ヽ朗

2区

葛不

“

部
田 驚 :島

“

卜 下 ツ↑ 明

脚苫部分西四線文
ロエ ::田黙

「
V.lワBに百む

暁威 :良好

第 02図 10 遺ヽ廟

2L PII土 工書

葛Ⅲ円部

騒後 :113 口憂 :呂化 により不 切

胸部外西2条の凹線文
台土 :1～尊 の,種を宮C
睦威 :良好
鵬日 と と 魯

第 G3国 17 A退麟
2区 跡 生 工 書

底部
野■ビ:38 日 重 :アア 、分 口 置 瑕 と よ 彎主 :1～ 2BAの 砂租を含む

陶球 良好
L■ 甑 温魯 ～と協

上げ騒気曝

第 G31目 18 遺ヽ麟

2区 跡 王 工 番

底部
騒径 :48 馴 Hi 崎主 封～な の砂種を含む

礎成 :良好
L鶴・毬と魯 ～選ととと

上げ騒気曝

第 63園 19 62 遺ヽ騎

Z医 騨 霊 工 番

底部
曝径 :■5 隅盪 :屋4Lにより↑ 明

鳴減 :良好
L■ :導協住 ～お掻 色

平層

第 63園 20 退ヽ騎

1区～2区 距 王 工 吾

感部
騒径 :70 隅量 :分口 令 切 、四 ロ ア ア

斃咸:良好
磁J‐ B43～ 五 魯

平E気味

夕B 831コ 21 咀 麟

2区 断 霊 工 吾

底部
じ笹:49 ■垂:外ロ ハケメ、円ロ ケテ ロエ 超い八 VJワ型空百 tB

暁成:良好
半題

夕旧 63口夏22 遺ヽ麟
み と 工 書

店部
Br:′ b 田憂:外口 ヘラをき、口画すデ 工

成

重

Ｅ
斃

脳

雷

良好
EB4～ 書匠魯

半唇

第 63口 23 62 遺ヽ麟

2L 聯圭 工 衛

底部
臣徊に:C' H重 :分回 ヘフEき、円ロ アア 〕主:1田大の砂穣を含む

L成 :良好
IB IB魯 ～Hム缶

平E

第 G3園 24 遺ヽ跡
司区 ～ 2区 椰笙土番

底部

野徊L:05 田垂:外面 ヘラ暦き
内面 ハケメ

日
=:1口
仄 の伊種を言む

斃威 :良好
L‐ 書ヨヒ魯

平層

第 G3国 25 遺ヽ跡

2区 ～ 3区 藤王 工 番

底部
睡径 :ao 田憂 :外面 ヘラ層き、内面 不明

焼成:良好
色 観
=魯 ～

毬
=昼

甲層

第 63図 20 62 通ヽ勝

1区～2区 み筵工晉
底部

層番 :G0 開量 :分口 ヘフ暦き

内西 ヘラ磨き 隆成 :良好
bと,盟名

性層

第 63口 27 遺ヽ跡

2E

底部
睡電E:'2 阿 壼 :7rロ ヘ フ 層 i門 口 ↑ 明 ロエ :[田胚 り ,軽 空 百 C

礎成 :良好
出日 導 と 協 魯

IIf・ E
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窮 60日 1 62 3追跡 SI対1内
野三 主晉

理口緑部
ヨa巨 130 田量 :分回 領 ア ア Eハ タ テ

内面 積ナデとヘラ削り
日立 :lm以 卜t7p伊種を百む
寿威 :良好

磨 69国 2 3遺跡 SI刊1内
断重 主 語

高不接合部
B円ヨE: E主 :2田仄の,覆を百む

斃咸:良好

窮 7倒目 ヨ遺跡 SI対2内
主B●番
葛杯坪部

口径 :148 日 量 :分 ロ ハ グ ´ E主 :2～3田仄の伊種を百む
賂咸:良好

瑯 71口 1 B遺跡 SI-04
主諄 吾

4口韓酪
口径 :160 日 霊 :分 田 慨 ア ア

内面積ナデとヘラ爾り
B主 :1由以 W伊租を百む
残威:良好

第 71口 2 B遣跡
コーも4
SI-04
P-10肉

主BI番
奎肩部

調霊 :分口 4H7ア
内面 ヘラ謝り
B4R工石 うセす

営主 :1…2‐天の,確 gむ
時成 :良好
醸B導 と 魯

第 71国 3 62 B逮跡

J―こ睡
SI-04

工 印 番

低出不

調至 : B土 :1四以下の,租を言む
晩成:不良(牧質)
出ヨB‐ 毬
=色

第 71園 4 62 】追跡

身 こ睡

Si-04
工印 語

甑把手部
開重 :門 四 E=:1～ Z田仄f/P伊租営百C

時咸:良好
働 ヨロ Vヒ‐ a

第 74国 1 3遺跡

D-lE ニロ書
蔦不外部

口後 :13_3 日至 :外画 ′ヽケメとヘラを蒼

内面 ナデ

B主 :1‐臥 卜の,種を百む
隆成 :良好
出‐ rha～ 喜と名

第 74国 2 3遺勝

F-3区 aB吾
好身

口
署
こ

|:駐7

:&1
+Cと :118

四最 :口葛 ア ア

底部外面回転ヘラ湖り
彎主 :雷

礎成 :良好

第 77国 3遺跡
E-2睡
SD-02内

訴エ エ 僣

甕口撮部

口径 :126 関量 :碩ア ア

ロ緑部外面平行沈線文
宙主 :1田天 の υ 種 を言む

陸虚:良好
いJ導 とと0

窮 78口 1 3追跡 褐色描質
距王 =岳
■

口 橙 :lZ3

善葛「11,1
離 盛 4^

隅量 :ハタ 歩

口緑部及びを西 ナデ
とよ工 面 BH薔 区と

爾 工 :Z田黙
「
リ ワ p■ttttJ

暁成:良好
h■ :未芸角～差茶色

平底

お 78困 2 3遺跡 贈褐色粘質
+B山

跡 ■ 工 書

豊口韓部
■量:積ケア
ロ緑部外面 波状文

常土:1～3mBAの,種をaむ
礎威:良好
働 翻 毬 ″ 色

第 78国 3 班 跡

}2区 師主主暑

霊 口緑部

口t=:14も 開 重 :傾ア ア

ロ縁郎外画平行沈線文
綸土「1～ 2田六の砂種を含む

焼成 :良好
名鶴 E爆
`～
毬tBと

第 78園 4 63 3遺跡
■ 2区 源主主番

垂 口緑部

口 僚 コ tI II 弱 重 :傾ア ア 崎土:1～ 3mAの砂種を含む
礎成:良好
出 題 ‐44色

第 78日 5 B遣跡
三-2区

褐色粘質
土層肉

野笙主善

甕 日緑部

ロロE:Iユυ 阿 壼 :領ア 7 固主 :I～2田スの伊確 百む
隣威 :良好

第 78口 6 B退跡
=―
ZL
褐色粘質
+B山

み=工書4口母部
口径 :154 BF: E主 :1‐天の,組を言む

礎成:良好

第 78口 7 63 B追跡 聰山直上(褐1
み==吾
垂口緑部

口径 t26お 田量 :領ア ア

顕部外面 羽状文
薦工 :I“入 リ ワ 確 百 tB‐

隆威:良好
h目 :差昔泰角

第 78国 8 63 B遺跡

-ヽ1区

曹穏色土層内 壺頸部
■垂:分口 ,ア と″Wけ
内面積ナデとヘラ謝り

生
成
ｄ

皓
暁
働

1～2田穴の砂租を言C
良好
む44a

第 78国 9 63 B追跡

‐―↓睡

嗜褐色土層内
いと 工書

■口様部
H確 :it10 ■量:碩アア 胎主:2～ 3田大の砂租を言む

焼成:良好
魯 口 毬 と 色

第 78国 10 63 B遺跡

‐―もい

褐色土層内
静盟 工 書

重口織部

HtiZZn B霊:傾アア
重部内面 ヘラ瀾り

臓工 :I‐仄 gJ伊瓢を百C
焼成 :良好
魯口 ととも

第 78図 11 63 B遺跡

‐3区
職褐色土層ぬ

み上工書
豊口母部

目准 :218 関 霊 :傾ア ア

顕部内百ヘラ割り
脇主 ■瞬スの伊租を言む

焼成 :良好
魯 ‐ お よ う

第 78四 t2 63 3追跡躯棘坤
一 い王工書

菫口搬部

日佳 :ZZつ 舅重 :升口 傾 ア ア fハ タ テ
内面 積ナデとヘラ翻り

協=::田天
のυ租を言む

隆成 :良好

窮 78図 13 63 3遺跡
E-2区
職褐色土層お

み=二番4口韓部
■J“室:Zけ 4 田鸞 :分口 領 ア ア =ハ

7テ
内面積ナデとヘラ謝り

E工 !〔 ～ Z田入 ワ ヮ租を百雪
隣威 :良好
h■ :連侶住

L79日 14 64 〕追跡
巨-2"と 所王二番

強移善 台

勝費部橙

印Ⅲ 90
幽各BR基

|口

垂:禽
呂寝子子とヘラ出り

陰工 :Z～ Jm入 り 伊 租 を 言 tD‐

廃 蔵 :良好
出題 と 島 色

臨 79国 15 64 3遺跡 皓褐色猫質
+磨 肉

いと コE書

競影暑台
口亜 :

器受部外面 樽描文

日
=::‐

仄 9p伊駆 を 百 む

晩成:良好
饉 彊
=色

薦 70図 lG 64 3遺跡 暗褐色雅資
+B山

添主主吾

歳形暑台

け買 p驚 ::W
善蔦:110

開 重 :分口 領 ア ア 、門 口 領 ア ア

とヘラ感きとヘラ出| 饉一醒“

I～2田仄 の 伊 租 を 言 む
良好

瑯 70口 17 64 3遺麟
D-3区
褐色粘買
土 層 肉

藤霊主番

強形善台
出台郎

四言 Bpe:]u! 舅 登 :71口 領 ア ア
内面ヘラ翻り

雪主 :1～2旧仄 のlp租を百む
隆成 :良好

窮 79園 18 64 3追跡

E-2FE
贈褐色粘質
土層肉

郡笙土吾

戯形善台
鯨篤

日昭ヨE: 晒 工 ::～
一

V7ワ p・tBげ

隆成:良好
働■ 導 14■
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出 土 地 壼 送 量 にmD

第 70園 19 64 3追跡

F-2区

靖鵬螂
庄
敏

暉百BB4:IV 田量 :分口 傾 ア ア ロエ ::い八V.7?軽 官百tr

隆茂 :良好

第 79口 20 3追跡

C-2区
褐色粘賞
上旧肉

野 王 工 吾

低菌坪
騒螢 :a2 目霊 :-7

坪部内面 ヘラ磨き
E工 ::‐禾リワ監 Bti
殆成 :良好
LJ磁 と■ ～喜■

第 79図 21 64 B追跡
E-2区
略構色粘賞
+■い

み王工番
萬琴田部

田H: H工 :噂 り伊私空百ti
鳴成:良好

第 79図 22 64 B追跡
レ 3L
住居姓 内

み王工番
高昂欝部

舅垂 :傾ア ア ロエ
"田
入リワ確 百む

礎威:良好
LJ‐ 昔
=働

第 79国23 64 B追跡
A-1区
褐色上層内

みエエ番
蔦郷脚部

舅量 :傾ア ア とハ ク テ F工 :Z嗣入り伊確 硝
磯成:良好
LE:譜祖任

第 79図24 64 B遺跡 灰褐色粘質
顧
=主
番

低陶杯脚衛

冒重 :積ケア

坪部 内面 ヘラ磨き

B工 :Z珈天の伊確 冨む
暁成:良好
出観 ‐む と 諷 も ～ H魯

第
'9国
25 64 B遺跡 褐色土層内

薄圭 工 書

蔦郷陶部
田 驚 :71回 傾 ア ア E主 :1～Z田天の,種を言む

晩成:良好

第 79図 26 64 3追跡躯蜘却
■ み王工番

葛不田部
囁種 :124 田 量 :分口 傾 ア ア こ ヘ フ 曙 ご

内面 積ナデとヘラ翻り
B主 :モ ～ね 天のけ覆を言む
磯成:良好

第 79国 27 64 ヨ追跡 黒色粘質
十 日 EAl

aB善
杯蓋

口笹 :13_8 阿 重 :領ア ア

天丼部外面 回転ヘラ削り 斃成:良好

第 70国 28 64 】追跡

‐-3睡

褐色土層内
a憑善
杯差

口ti131 円最 :領ア ア

好
色

冒
良
阪

工
成
■

Ｅ
斃

Ｌ

窮 79国 29 64 3遺跡

キ 刊雖

褐色粘質 嚇獲
口径

善蔦

＆

５

日重 :標ア ア

天丼部外面 回転ヘラMり
皓主:2頚以下の砂租を言む
鳴成:良好
出日 皇 ″ 魯 ～ 書 匠 6

第 83国 1 65 多追跡 栂色粘質
主BI語

豊口徐部
田量 : E主 :1口天のlp覆を百む

晩成:良好

第 83園 2 65 3重跡 栂色粘質
IW書
重回緑部

瞬 霊 :領ア ア ロエ コBAψ ワ剋空百tB
暁成 :音通

窮 88図 1 65 3追跡

刊区

SX-01内
工印 翼 工 書

坪
口 佳 :iC

器高:lS
開 重 :― ア

底部分画 回転糸切り 好
部

ｇ
良
綸

工
成
霊

肩
院
“

お 88国 2 65 〕追跡 3浄01内
工印 翼 工 番

坪
籠
萬

毎

口
器

薩

開 量 :領ア ア

底部外面 回転糸切り
ロエ ::田
^リ
ヮ 確 百0

礎威:良好

お 88国 3 65 〕遺助

lE乙

SX 01内
工暉 ニ エ 番

不 路菖:13
臨徊と:52

瞬鸞 :傾ア ア

建郎外面 回転糸切り
とBR PIHtt rttR-1

ロエ:1口KIPJ伊軽tttti
院威:良好
働』 造 協 魯

窮 01図 1 65 〕遺跡

lI乙 工 暉 吾

■口緑部
口怪 :200 田量 :分 口 領 ア , 酷土:2～3m大の砂租を宮む

院成:良好
島 J aa

窮 91図 2 65 〕遺跡

lE
茶褐色粘資

=印
吾

奎口4BB
口径 :100 日最 :覆ア ア 裔 工 :2～ 3四ス の伊租を言む

擁成:良好
色 E‐ 硼 担 石

第 91園 3 65 〕追跡

:L エロ 書

■口繰部
田 重 :傾ア ア 畷 工 :雷

晩成:良好

第 91岡 4 65 〕遺麟

l盛 工 印 書

理口緑部
開登 :領ア ア ロエ:I～れ 入fJ孵確 百tt‐

隆成:良好

第 91園 5 65 〕遺跡 暴泰褐色
工 印 書

豊口緑部
隅量 :領アア 爾 工 :Z～Э

“

入 り υ ttτttC
隆戌:良好

第 91図 G 65 〕追跡

l区

離茶褐色粘コ
土層肉

I暉 晉
菫口緑部

弱 重 :門口 領 ア ア こヘ フ阿 ツ 磨 工 :l～ 窮 � J″租 空 百 む
隆蔵:良好
L田 :閉担色

第 91図 7 65 〕遺跡
区
綱

エロ語

奎 口緑部

口 確 :打 砿u 嗣 盪 :嶺ア ア

ロ緑部外西平行沈線文
ロエ,1田仄りけ租営百む
隆成:良好
L車 離 と 色

窮 92国 8 66 う遺跡

1区

排土内
=騨
頁 工 を

嬌
ロロE:88
讐吉:13
砕塁 4A

日置 :傾アア

虐部外面回転糸切り
Bヨ
=:雷
礎威:良好

窮 92園 0 66 〕遺跡 泰褐色粘質 不 審高:45
田 重 :領ア ア

底部外面回転糸切り
ロエ :雷

暁成:良好

窮 02国 10 66 〕追跡 秦褐色粘買 不 善吉:16
調 霊 :傾ア ア

底部外面回転糸切り
薦 工 :I田仄 T.|ワ確 市

礎成:良好

嘉 92園 11 66 〕遺跡
lL再歯IttE
泰褐色粘貫

工 印 翼 工 書

坪
後
蔦

ユ

ロ
瞬

と

田 重 :傾ア ア

底部外面 回転系切り?
主
戚

題

置
暁

脳

1～2旧天の砂租を言む
告通 (やや敬貫)
導 嬢 魯

第 92日 12 66 班 跡

,区 工 印 翼 工 書

イ
H偉 :tj0
器吉:14
主径:44

隅重 :領ア ア

虐部外面 回転糸切り
爾工 :1硼仄 VJ伊租

=百
げ

鳴蔵:良好
Lヨ :昔掲i

『

明 Im
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国 番 号 国順番号 I遺跡名I出 土 地 点 尋  租 業 母 【cml 手 法 の 特 霞

璃 92日 13 66 D二麟

lI乙

排土内
エロ翼工書

坪 唯路譲

田重 :領ア ア

底部外面 回転糸切り
陰土:1田大の砂凛を言む

尭成:良好
Ll■ こと缶～B4a

灯明皿

弟 92口 14 66 〕遺勝

1区

幕欄色土層内
=即
■ 工 書

イ 器高:16
関量 :碩ア ア

感部外面回転糸切り
E主:1-孵 確 百む
礎威:良好

第 92口 15 D遺跡
lF【

葉褐色粘買
+田 」

何

台付碗
７
．
＆
，

後
葛
基

口
悟
歳

日畳 :

外面 竹笹のね文

B二 :雷
時威:良好

田 嗣 可 Ж Hモ
蔦台下部 無剰

窮 92国 16 66 D遺跡
1[乙

慕褐色土層内
泰打

台付磯
性
菖
基

ヨ

器

と

開置 :

外面 竹笹の施文

主
成

Ｂ

営
磯

出

琶

良好
扁 調 耳 XH理
高台下部 無種

窮 02園 17 66 D遺跡
魔樋 トレンテワ 師

碗
ヨ4:1■2 閉畳 :

外面施文(松原、船) 好
督
良
主
成
Ｈ

雪
隣

働

田コ 激 風 g
為外面

“

貫ス

第 96図 1 66 三遺跡 引-01内
藤王工番

菫 口母部

四 t:ItF 8 口量 :外国 碩アア

内面 積ナデとヘラ出 り
□堡篤■面 平行澁担す

生
成
Ｅ

彎
隆
ｈ

1～2mズの伊鷲 言む
良好
音損住～星福色

第 96口 2 66 三遺跡
師軍主語

菫 口搬部

口帽巨 1■7 口畳 :外口 碩すす

内面 積ナデとヘラ朗 り
口と魚工面 軍岳

"館
甘

爾 工 :再 田 入 リ ワ 租 営 百 tJ‐

晩成:良好
心‐ 鳳ね～皓=れ

第101図 1 66 F遺跡 黄茶褐色
+I

臣X工 番
深鉢口緑榔

HヨE:

口緑端部外面 剤目突帯文
工
威

Ｂ

隅
隆

偽

1～ 3田仄 frJ伊狂 密百 tB‐

良 好
と と 魯 ～ 善 匪 缶

第101園 2 F追跡

lE いと‐奪

奎 口繰部

口 後 :Zl Z 踊豊 :傾ア ア

ロ緑部外面平行沈線女
B主 :1い以 卜trJ伊租を百む
暁成:良好
出‐ -3

第101国 3 66 =遺跡 糞茶褐色
土層内

め生 工 書

4口緑部
口径 :124 隔垂 :分 口 領 ア ア

内面 積ナテとヘラ翻り
口緑部外面 平行茂擦支
口4R工商 』姦▼

由主 :1硼仄 の lp租を百む

焼成:昔通
色嗣:赤構泰色

第101口 4 66 =遺跡
み‐工晉

重 口緑部

口径 :199 田霊 :分口 傾アア

内面 積ナデとヘラ朗り
n3BR4面 翠 得 Ⅲ 担 甘

E主 :1蘭天の伊種密言雪
礎成:良好
b‐ 鶴 缶 ～ と =B缶

第101口 5 66 =遺跡 黄茶褐色
+1

瀞圭 工 書

■日縁部
日置 :分口 観アア

内面 装ナすとヘラ出り
口 お よ 工 商 工 得 Ⅲ 嬢 す

戯主 :1田入の伊紅を百む

礎成 :良好
働観 奉Ⅲ ～白告事i

第101回 6 66 =遺跡 魔茶揺色
土層肉

章嘲歴・
田 確 :Zj Z 岡哲 :積す ア

ロ緑部外百平行沈擦文
爾工 :I暉
^り
伊 秘 密 百 ep

礎成:農好
h■:番泰掲色～明貴橙色

第101園 7 =追跡 貴茶褐 色
+B山

昴
=工
毎

至口緑部

四■E:Z LB 口亜 :外山 積すす

内面 積ナデとヘラ削り

ロエ :1田スの伊確 百ti

礎成 :良好
hコ :昭畜秦色

弟101園 8 66 F遣跡
中央隆 跡 王 工 手

■口緑部
口 陰 :Z14 田重 :外向 積すす

内面 積ナデとヘラ田リ
ロと魚工苗 工得Ⅲ■

'

瞥土 :2～3"央の,租を言む
暁成 :良好
h■ ユ魯

蔦101田 9 66 F追跡 賛茶褐 色
土■肉

み重工番
車口緑部

I」 e:l V RI 田置 :■す す

口緑部外画波状文 眸監駆“

1朦以下の,租を言む
良好
題とと岳

窮101園 10 F追跡 氏秦栂色
十四山

野霊 工書

4口搬部
口径 :213 隅垂 :7r口 傾 ア ア

内西嶺ナデとヘラ出り
日立 ::田天 C7J伊確

“発成:良好
b壼 ,ⅢⅢ色 ～44■

第101国 11 =追跡 監茶褐色
土層肉

い土工番
目搬部

口径 :留h2 田目と: E主 :1‐天の伊種を百む
斃成:良好

第101図 12 =遺跡
勝曜

暴色土層内
杯主主吾

口緑部

臼量 :積アア

ロ緑部外面 波状文

騰主 :1閣仄 の伊瓢吾gc
斃成 :良好
L題 :歯茶掻色 ～明女慕担色

第101図 13 =遺跡 黄茶褐 色
+1

訴生主吾

ニ ロ操部

H4FIIユ● 日憂 :分口 碩アア

内西 横ナデとヘラ出 り
口毎 重 工 面 強 BI守

E工 :I田入ψ?軽tl百げ
鳴成:良好
hJ田 昔 a

第101口 14 F追跡 黒色土層内
跡王 工 香

4口縁部
J紹日:iO■ BI:外口積アア

内面 積ナデとヘラ謝り
nB蕉 ●L商 む I「寸

薦工 :l‐仄 ψ 伊 租 空百 σ

礎威:良好

第102園 15 F遺跡
猾 駐

暴色土層内
師生主番

敏形暑合
基竪部

口置 :分口 嶺ケア

内面 ヘラ磨き
襲B慧工薔 豆岳Ⅲね士

薦エ コ呻 入 り 伊 確 百 tB

晩咸:良好
L■・白IBう

第102図 18 =遺跡
服

黒色土層内 靖嬌螂
腔
敏

日至 :分口 積 すす

内面 ヘラ離
塁 導篤 工 面 軍 4T“担

=

雷工 :1-卯 種 を gtJ‐

暁成 :良好
饉J・ 白 と と 石 ～ と と う

瑯102園 17 67 =遺跡 黄茶栂色
所王工毒

鼓形碁台

舅 重 :外国 傾 ア ア

内面 ヘラ磨き
塁uj息工簡 車岳むね士

雪工 :1～ 2BAの 伊確 百む
暁咸 :良好
い壼 由と主う ～ととら

窮102口 18 =遺跡 暴色土層内

∫土 工 書

鼓形碁台
吾受 部 後 : 日盪 :分口 領 ア ア 構主 :lm天 の伊覆を言C

陰虚 :良好

Lコ :費秦色

日は102瞑躍19
=遺
跡 黒色土層内

よ■ 工 書

強形碁台
Bヌ師 饉 : 嗣畳 : 陰■ ■～2田スの伊覆を宮む

晩威 :良好
働題 導 昔 と 0

第102口20 =遺跡
中央E い■工書

敏形暑台
山 会 篤

調垂 :分口 嶺ア ア

内面ヘラ‖り
ロエ :I爾入リワ確 百tj

晩成 :良好
h目 :田昔秦住

第102図 21 =追跡 貴泰褐色
4:

い軍工番
底部

曝r:3υ 日愛 :殖ア ア 磨 工 :Im仄 の ヮ 秘 密 百 C

焼 威 :良好
缶 鯛 と 亀 魯 ～ BHと協 魯

ミニアユアエ額
(手捏ね)
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選  覇 羞 置 にm〕 手 濃 の 種 a 缶  秦

夕旧102日Π22 67 F追跡 監茶褐色
土■肉

藤 重
=岳
底部
Ettil l 田野:外国 ヘラ西き

内面 指ナデ
E工::事 V7ワ赳て

“残威 :良好

ミニチュア主コ

第102国23 67 F追跡 黒色土層IA
師重 工 番

感部
曝径 :51 臣』騨苗

良好

第102口24 67 F遺跡 黒色土層体
雰 エ エ 吾

萬坪

“

桂部
慟主 :1“天の9租を言む
礎成 :良好

ヨロ1021目25 67 F追跡 魔純
土層肉

跡 エ エ 吾

感部
騒径 :45 口至:外函 ヘラ暦き

内画 ヘラ謝リ
工
と
屡
コ

同
時

』

:口医 り p確 百 tJ

良好

第102国26 67 =遺購 障泰褐色
十磨肉

顔蛋工吾

注 目土碁 ?
路主 :1中央 の ,租 吾言む
時成:良好
出ヨロ J開L魯

舅1102B27 =遺跡 暴色土層体
野王主語

注 目土善

日重 :分ロ ヘフEr 皓主 :1‐穴の砂租を含む

礎成 :良好
LヨBIと と

窮105図 1 67 3遺麟 褐色粘質
十 日 肉

主陣警

蔦杯不部

口垂 :外ロ ハケメ

内面 ナデ 礎成:良好

窮105口 2 a追跡 擁土内 臨部

曝雀 :■と 阿ヨロi: 厨 エ コ 田 必
「

VP,pr奮 3 tB

鳴成:良好
平層

窮110園 1 →追励
5段目 工 印 書

4口織部
LIt:Zt1 9 関H:

画部外画 平行沈韓文
ロエ :3m黙 卜VPワntt百 む
時威 :良好

窮110国 2 →遺働

工 印 番

4口録部
四 雀 :Iエ 田ヨロE:

肩部外面 平行沈線文
B主 :1ぃ天の,覆を言む
鳴成:良好

窮110目 3 67 Ч遺麟

ェp電野

皇口緑部
四後 :Z4Z 田霊 :分 口 傾 ア ア

内面横ナデとヘラ朗り
口緑部外面滋状文
巨 蕉 工 面 工 岳 静 盤 ▼

田工 :1‐黙 卜V.り悧に 百 tJ

攪成:良好
巨田:赤茶色

お110口 4 67
系冊色石夏

土層内

主B●吾
4口緑部

日経 :212 日韻EE: 陰主 :1疇以下の砂種を含む

暁威 :不良
b‐ 主●色～4色

窮110園 5 Ч追麟
工 甲 書

理口緑部
爾 ヨF:

虎成:良好

お110園 G
3臓目
暴色粘質
十 日 肉

工 岬 脅

“

口隷部
開 盪 :71口 領 ア ア こ ハ 7′
内面 積ナデとヘラ謝り

ロエ コ
“^ワ
?剋空百tJ

完成 :不良

第110園 7 67
牛Hロ

茶色粘質
工 印 書

4回緑部
開 量 :7r口 領 ア ア
内面 積ナデとヘラ‖り

E工::四黙 卜Vpヮ程τ百げ
発威 :不良
LEと 協任 ～奉缶

第11餌日 8 →遺励
5政目
褐色猫寛
+BIA

工 暉 書

重口緑部
|」 t::D0 開量 :升 口 傾 ア 7

内面 積ナデとヽ 翔リ
ロエ:rDAリヮ確 百C
尭威:良好

お11餌目 9 →遺励 呻櫛『

工暉 零

と口緑部
凹名E:ZI V 関驚 :分 口 傾 ア ア こハ ク テ

内面積ナデとヘラ田り
工
成

日

Ｅ
売

』

I田琢 卜り 伊 確 百 げ

良好
ととB石

第110図 10 68 H遺朗 暴色粘質
工 騨 吾

理口縁部
口径 :159 阿量 :分口 領 ア ア とハ ク ′

内面 積ナデとヽ 謝り
B工■田仄frJ伊租を百む
晩成:昔五
働 Jと 担 色

第110mll →追麟 地山亡上 4口緑部
口後 :220 開 筆 フ トロ 機 ア ア Cハ 7′

内面 積ナデとヘラ朗り
囲■ ■爾天の伊租を宮む

隆直 :良好
出 田 ‐‐ 4

第110図 12 ■追麟
工 印 晉

4口緑部
日壼 :内 口 領 ア ア Cヘ フ 用 ツ ロエ ::田必

「
V.7げp」gtt tJ

院成 :良好
h』 喜■ ～二=■

第111口 13 68 ■遺醐 暴色粘質 小壺口緑部
口招μ l■0 関 筆 :分口 傾 ア 7

内面 積ナデとヘラ削り 隆成:良好

第‖1口

“

68 →遺助 黒色粘貫
エロ 9
4口緑部

隅重 :71・口 領 ア ア

内面 構ナデとヘラ田り
B三司～2mAのり租を言む
隆成:昔通

第111図 15 H格耐 責褐色粘質
+B山

工 印 書

霊口縁部

El電ヒ:175 開 量 :分口 領 ア ア

内面 積ナデとヘラHり
ロエ ::B必 トワワ卍空百σ
陽威 :不良
L■ 磁とa

お111園 18 68 H遺跡
工 印 番

小奎口緑部
口笹:12.2 日量 :分口 観 ア ア

内面 積ナデとヘラHり
百工 :]田仄 り 伊 租 を 百 tJ‐

隆威:良好
h■ :表お住～静■

お111日 17 68 H遺跡
トレンチ睡 =騨香

奎口緞部
口径 :150 日畳 :外国 積 ,アとハケ´

内面 積ナデとヘラ蘭り

治土:1田以下の砂蔵を含む
隆威:良好
皓 田 443～ 担 h

第111日 18 68 H遺朗 聰山直上
主BI吾

菫
和
７４
嫌

笹
怪
童

四
喜

腱
内面積ナデとヘラ出り

雪主 :1～4n天9,超 を言む
隆威 :良好

上屋

第111口 19 68 →HB 褐色土層膵 願 内面積ナデとヽ 椰り 時成:寺通
出ヨ|と 凸 亀

第112口20 69 →理

トレンЯ睡

喜坪4部
硼 r: ロエ :'瞬必

「
V7ワ卍τtttJ

囃成 :良好
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第112口21 69 H遺朗 黒色粘質 尊贈
町僣::80 田量 : ユエ :1疇黙 ドリワ穏営百む

L成 :良好
i■ EBう

第112口22 淡茶褐色粘H
主酔吾

低田坪

開垂 : E工 :1田仄のワ租を百む
暁成:良好
L日B〕工と 魯

第112田 23 69 黒色粘H
主陣善

低脚郷

BE:■ 4 冒量 : Ⅲ主:lDAの 砂租を含む
L成 :良好

`日
‐とと島う

第112園 24 69 暴色粘H
工 印 晉

傾
冒量 :TEす丁 日

=:噂
り ?租 を 百 む

蛙成:良好
出 J日 と 魯

巴手

第112国 25 波褐色粘貫
+B内

主酔番

小形丸虐菫

関霊 :分口 ,ア
内面 指オサエとヘラ翻り

E工 :lmュ トの伊租を百む
礎虚:良好
出ヨlt色

窮113図 26 69 →遺鱗 赤茶褐色粘口
土層肉

猟思番

不差

口
=『
i4Z

器菖 :52
舅 壺 :傾ア ア

天丼部外面 回転ヘラ謝り
電主 コ爾 以 卜の 伊 種を言 む

礎成:良好

第113国 27 69 1遺跡 暴色粘質 韓雅
口暇【:138 舅霊 :慣ア ア Eエコ輌黙

「
trpヮ秘密百げ

時成:良好
出日 砧 r魯 ～ ″ a

お113図 28 69 ■遺跡 褐色粘質
ЯB警
不と

田垂 :積ア ア

天丼部外面回転ヘラ用り
Eエコ‐以 W伊 租仕百C
斃成:良好
b■ 各 ″ 名 ～ 白 ″ 缶

第113口 20 69 ■違購 暴色土層下 坪と
口後 ::39 H重 :嶺アア

天丼部外面 回転芍 円り
山主 :1～尊 の薙 含む

時成 :良好
L■ 導掛 げ魯 ～導と匠a

第113図 30 69 →遺騎 喪茶褐色粘口
十E肉

坪と 書高:55
田垂 :碩ケア

天丼都外画 回転ヘラ出 り

=と
椒 凸 面 鮨 +ギ

雷工 :1田以 卜の 伊 租 と百 む

鳴戊 :良好
饉B財 缶

第113園31 →遺麟 栂色粘賞
猟 塁 習

不身 路高:55
H垂 :積すア
底部外面 回転ヘラ出り
と 数 内 苗 ●L+学

ロエ:1山以卜り伊概を百む
晩成:良好
L‐ ″ 魯

第 113日 32 69 →遺助 昨土内
釈思吾

坪身

卜1“E:iυ  Z 開 驚 :領ア ア

感部外面 回転ヘラ

“

リ
雷工 :1閣以 卜のυ 確 言む

晩成:良好
h』 ″任～白匠■

第113日 33 ■追跡 暴色粘 質
土層肉

釈B善
不身

開重 !傾ア ア

底 部 外 面 回 転 ヘ ラ出 り
諄 凛 tA裔 歯 +学

ロエ:臨黙 Wワ 卍省百ti
時成:良好

第113口 34 69 →遺購 悌土内
番
身駆杯

阿量 :傾ア ア

感部分面 回転
^ラ
出り

E工 :I藪以 卜りυ確 百 tJ‐
礎成 :良好
L■ 出と1い″色

第113国 35 69 →遺働 泰色粘 資
+臨肉

察思 吾

ハツウ
口量 :領ア ア

胴部外面 2条の沈擦女とその
間に■笙甍空支

F工 :1珈以 卜frp伊瓢と百げ
磯成:良好
鵬口B4″ 魯

第113国 30 69 →遺麟 浸茶褐 色粘口
+Bぬ

察思 番

脚部
騒r13, 口重 :霞ア す 磨 工

'lB以
ドリ 伊 租 を百 む

隆 成 :良好
色 盟 与 ″ 魯 ～ 毬 ″ 毎

第113国 37 ‖遺麟
2廣トレう●カ
渋褐色粘資

頻8語
脚

“

EttE:82 ■憂:積ナデ ロエ:1硼黙 卜frp伊種を冒む
院成:良好
働 ‐ 匠 も

第119国 69 意跡 茶褐色粘資 奎口撮部
口後 :150

内面積ナデとヘラ出り
語
=:1口
仄 のり艇 言む

焼威 :昔通

第129国 2 古墓 南傷拡張区
ユ+IA

工即 翼 工 書

杯底部
曝tFiけ0 日重 :標ア ア

底部外面 回転糸切り
工
成

題

晒
隣

働

第120口 3 古墓 暴色土層内
土巨買土器

好塵部

曝ri3′ 爾重 :嶺ア ア

感部外百 回転糸切り
工
成
ロ

第 120園 4 古墓 暴色土層内
土巨H主番
坪底部

騒召旨:28 田重 :げ ア
虐部外画 回転糸切り

工
蔵

題

購
晩

出

第 120田 5 吉墓 暴色土層内
上臣買土吾

杯底部

睡r:34 開畳 :傾ア ア

底部外面 回転糸切り
工
成
超

田
隆
ｈ

第129目 G 70 占墓 壺
∝
情
７ａ
唯醍
鮒

日垂 :領ア ア

感部外面回転糸切り
工

成

■

晴

礎

』

重
底
骨
平

第137図 1 1号穴
匹道

嚇猛
H登 :13■
署吉:■7

開畳 :「/7
天丼部外面 回転‐ 削り

=士数山薔 歳+=

B工 :1～2nAtrD伊租を言む
焼成:昔遍

第137口 2 1号穴
屋遍

韓婿
口 E::υ ′

善蔦:32
口霊 :領ア 7

底部外面 回転ヘラ謝り
四 工 ::“

^ψ
ワ 4tftteJ

礎威:告五

第137国 3 1号穴
睡遍

韓駐
性
高
口
碁
124
31

関置 :領ア ア

天丼部外面 回転ヘラ謝り

=4魏山面 機+ギ

彎主 司～2BAの 働 租を言 む
礎威:良好

第137園 4 刊号穴
■週 環思 番

杯身
口笹 :112
善吉 :48

呵霊 :領ア ア

底部外面 回転ヘラ田り
庄協白面機ナデ

窮137日 5 1号穴
L正

嚇軽
口後 :lZ`

器喜i36
日 盟 :碩ア イ

天 丼 部 分 面 回 転 ヘ ラ門 リ

=士
嶺 山 面 歯 +宇

構主 :1～ 2山大の,種を宮む
暁威 :良好
L室 げ色
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第137口 6 1号穴
こ還 吾

身購郷
Ｈ
Ｂ
径
萬
口
器

隅置 :領ア ア

底部外面 回転ヘラ劇り
と虫山市 鷺+ギ

由主 :1～2球 の 伊 種を百む
隆威:良好

第137口 7 1号穴
岳 遍 買思語

坪と
口 後 :124

器菖:42
日 垂 :碩ア ア

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラHり

=士
患 山 面 鑑 十 ■

ロエ コ田 入 リワ 卍 空百 げ

嘘成:良好
出B″ Ⅲ

第137口 8 1号穴
塁 通 願憲善

不身

口径 :104

瞬吉 :40
田量 :積ア ア

底部外面 回転ヘラ謝り
藤凛山喬 BB+ギ

B土 ;1～ 2田大の鬱覆を書む
時威:良好

窮137醒 9 1号穴
島通

嚇獲
口径:132

器蔦:46
岡重 :領ア ア

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ穏 り

子 と 虫 山 面 鋒 +学

工
置岳
コ

臣

鳴

』

Iロス ψ げ 確 百 ttJ

を逓

第137国 10 1号穴
B遍 風思番

4身
口径 :113

署吉:■6
田量 :嶺ア ア

底部外面 回転ヘラ翔り
底部内面 指ナデ

ロエコ田入り,租密百tl‐
時成:良好
巨田:渋灰色

第137国 11 1号六
屋Д 察底昏

雰蓋

田径 :128

瞬吉 :50
隅量 :領ア ア
天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ出 り
手 と 点 ぬ 面 鮨 +竿

台主 :1～3LAの ,種を言む
時成 :良好
L■ :灰■ ～書灰色

第137図 12 1号穴
醒運 猟 睾 書

不身
佳
蔦
口
善
111
48

田畳 :積ア ア

盛部 外 面 回転 ヘラ削 り
と意 山 苗 嬌 +=

彎土:1～3田仄の砂租を宮む
礎成 :良好
饉口 ,こ げ 色 ～ 喜 げ 色

第138図 13 1号穴
区週 費】善

坪圭

口 億 ::こ り

署吉:40
開 量 :傾ア ア

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ 欝 り

手 上 虫 山 缶 登 ‐ 学

奮主 :1～htttpp伊種を言け
礎歳 :良好

第138日日14 1号穴
屋通 釈思 番

杯身
凹 律 :取 0

器高:40
開量 :傾ア ア

底部外面回転ヘラ出リ
雷主 :1～2mスの伊種を言む
礎威 :良好
出 傷 毬 ″ う ～ 与 酵 色

窮ヽ 38図 15 1号穴
E遍
喪秦褐色砂J
土層内

賓悪吾

高杯

口儀「lユ l
底後:lα7
讐吉:lα7

田量 :領ア ア

杯部外面 回転ヘラ‖り
陰主 引～2‐天の伊租をgむ
備成 :良好

色コ:渋兵色

窮198国 18 1号穴
L通
淡茶色砂質
+磨肉 樺韓

口盗 :ユ0

底径:57
田量 :嶺アT
胴部 ～底部外面 回転 ヘラ

"り

E工 :Z～ 3‐入り伊種を百C
暁威 :良好
L遍 毬″う

子を

お138口 17 72 1号穴

朗坤
皿爆

釈悪吾

短頸壺

口 旧E:υ W

鵬萬封08
開 重 :傾ア ア

ロ爆部外面カキメ
奮工 :'～ 3四スのυ租を言む
隆成 :良好
L■ :砧区協■ ～阪■

丸層

第138園 18 1号穴
E運
喪医色プロツ
土層肉 樽韓

口後:31

感経:46
毒吉:111

開重 :師 ア
胴轟～底部外面 回転ヘラ柄り

奮主 :1～ 2由天の伊覆を言む
隆成 :良好
巨』 臣a～導区●

平層

第139図 19 1号穴
区週 察B番

二
口名磨:IV 4

善蔦:50S
開量 :分 口 領 ア ア こ喝[て 日

内面 積ナデと当て兵盛
爾エ コ ～ Z田

^VJヮ
卍 を百 eJ

隆 咸 :不 良
麟J導

『

Ⅲ ～ 白

「

■

恥E

第139図 20 1号穴
E遍 察 思 書

4
口

“

室:IU tl

器吉:3&7
口重 :7r口 傾 ア ア こHIて 日
内 面 積 ナ デ と当 て 兵 猿

諄 螺 工 五 士ニ ユ

厨 エ コ ロ 啄 ワ 伊 軽 て 百 tB

隆成:良好
鵬』 ″ i～ 膳

「

任

嬌

第140国 21 1号穴
医星石福向 吾

身加杯
口後 :102

器高:37
田量 :傾ア ア

感部外面 回転ヘラ出り
,数山面歯■宇

陰主 :1～ 事 の ,租 舌gむ

應咸:良好
L■ :ヨ灰色

第140口22 1号穴
玄室内 褒思 吾

坪身
口径 :10S

番蔦:30
爾置 :碩ア ア

底部外面 回転ヘラHり
,凛山面鷺+=

冶主:1～年 の,租を言C
晩成:良好
饉 目 導 ″ a

第140国 23 1号穴
医三 円 狽B吾

坪蓋

口後 :124

器蔦:38
囲重 :積す す

天丼部外面回転ヘラ翻り
Eエコ田入り伊猛 百む
隆成:良好

窮140園24 1号穴
医Ξ 円 善

題朋堤
口1と :128

吾萬:243
開 重 :分口 領 ア ア f鳴:ご 口 こ

カキメ
B二 :1爾天の伊覆をgc
駐成:良好

第 144国 1 74 2号穴
区正

嚇准
口性:133
巖吉:37

開霊 :傾ア ア

天丼部外面 回転ヘラ田り
爾エ コ mttv.「 ?租 官 百 tJ
臨咸 :不良
L』 台″a～表匡伍

第14図 2 2号穴
区週 釈 思 書

杯身
後
萬

ヨ

路

110
30

爾置 :節 7
慮部外面 回転ヘラ翻り

爾 工 :|■BttV.「 ?型 eftttD
隆成:良好

第1“国 3 74 2号穴
区還

「

T屋部 脅
身組好

四
・０
後
菖
口
善

円霊 :傾ア ア

感部外面 回転ヘラ用り
患穂ぬ面 歯十■

ロエ :噂 ワ″41τtteJ
礎成 :良好

層部分口に
ヘラ記号

第144国 4 74 2号穴
区正爾屋椰 須 思 番

高奸

口径

晦径

器菖

ｍ
‐４
∞

H垂 :栖ア ア
坪部及び脚部外面 1祭の沈線

H工 :旧り砂 伊軽営百tB‐
礎成:良好
色調 :灰色

円φI― :臓ニ
角形透かしを
三方に穿つ

第1朝日 5 74 2号穴
区遍コ屋椰 須 思 書

ハソウ
懸笹 :■ 9 日憂 :積すテ、層野外面 ヘラ酪叱

車部外面 渡状文とカキメ
■4R工 面 Jlニ メ″こ毎 Jなマ

ロェ :in^ψ げ 軽 τtttJ
礎威:良好
h目 :灰角

子を

第14園 S 74 2号穴
区道

警雛
ヨ召辟 145 田垂 :分口 栖 7ア こ甲 を 日

=カキメ
外面積ナデと当て具痕

磨エ コ ー 叫 確

“礎成:音通
臣調:波白灰色

唇部琴孔く疑

磯後 )

第 145図 7 74 2号穴
環至 円 察 B番

野壷
陀
■１
倫
高
コ
里
巨

爾霊 :傾ア ア

天 丼 部 外 面 回 転 ヘ ラ出 り

=と
亀 山 面 歯 +宇

ロェ コmtttrp?秘 空BtJ
礎虚 :良好
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窮

“

5口 8 2号穴
蚕軍 円 狽思番

嬌蓋
HC::Zつ

器菖 :42
口豊 :領ア ア

天 丼 部 外 画 回 転 ヘ ラ田 り

=4魏
由 面 麹 +ギ

白主 :1～ 2mAの ,笹 gむ
礎成 :良好
饉E″ 魯 ～ 導 庫 0

市145図 9 74 2号穴
玄堅 円

犠雅
脩
４
後
葛
ヨ
器

H重 :領ア ア
天 丼 部 外 西 回 転 ヘ ラMり

=と
私 山 面 歯 十 ■

雷工 :打 口 医 VJ伊租 を 百 げ
隆成:良好
LE:反負

窮145図 10 2号穴
五里円

犠穫
ヨ種:1■4

瞬蔦 :38
阿量 :arア
天弁部外函 回転ヘラ門り

=44R山語 歯+学

H工 :1田天fJP伊報を百む
暁蔵:良好
L■ :里反色～震色

覇145国 11 75 2号穴
五Ξ 困

張獲
目招酢131

瞬葛 :42
隅霊 :碩ア ア

天丼部外面 回転ヘラ鞘り

=IBR由面 鑑+ギ

E工 :]硼入frp伊租を百む
暁成:良好
B口 ″ 石

天弁尋外面に
ヘラ起こし畑

窮145図 12 75 2号穴
五里円

菊雅
ヨ網酢126
瞬吉 :39

開霊 :薇ア ア

天 丼 毎 外 面 回 転 ヘ ラ‖ り

=■
諫 山 面 歯 +学

E工 :1田仄のワ租を百む
時成:良好
h■ :慶■

お145口 13 2号穴
鷲堅肉 語

と郷坪
２

お
径
葛
ヨ

器
口量 :観ア ア

天弁部外面回転
^ラ
翻り

=‐
蕉 山 高 彗 +=

陰土J田穴の砂租を含む
隆歳:良好
L4・ げら

賄145園 ‖ 2号穴
五至 円 釈・B晉

坪と 吾吉:36
B避 :領ア ア
天 丼

“

外 面 回 転 ヘ ラ謝 り

手 手 亀 IA裔 歯 +ギ

Fエコ喩 入 V孵 型 を百 む
時成:良好
脳題・表 志 毎

窮145国 15 2号穴
五三 用 n憑吾

郷身

we:llo

瞬萬:43
E:領アア
部外面 回転ヘラHり
穂IA裔 造十■

,エコ田仄VJ伊租を百む
,成 :良好
二■:灰i

お145図 16 2号穴
預夏 肉 寮憑警

不 身

ヨ笹:110
器葛:44

円量 :領ア ア

底部外面 回転ヘラ出り
となIA面 鶯+宇

陰主:1‐穴の砂駐を含む
磯虚:良好
h日 :圧れ

第145図 17 2号穴
蛋Ξ 閃 a顧 善

郷身
ヨ瑠辟 108
器蔦:43

暉霊 :領ア ア

底郎外面 回転ヘラHり
宝葛 肉 面 権ナデ

営主 :1～ 3"六の砂取を含む
嘘成 :良好
L日 導● げ魯 ～導″魯

第145図 18 2号穴
五Ξ円 a悪善

不身

コ径:97

彗高:32
嗣 量 :概ア ア

感部外面 回転
^ラ
聞り

と亀山面 歯+学

崎主 :lmAの 砂種を含む
発成 :良好
b鮨 導防缶

窮145図 19 2号穴
預Ξ 困

韓婿
]徊旨:98

日蹂 30
日量 :碩アア

底部外面 回転ヘラBり
は椒山面 歳+ギ

磯
=:I田
天 の 伊 種を百 C

院咸 :良好
員盟 :ユ庶 i～ 区色

お145口 20 2号穴
預
=内

釈B吾
坪身

口 後 :'し2

器蔦:■6
隅 驚 :領ア ア

感部外百回転ヘラ出り
輌 工 ::瞬

^り
?鞭 百 C

隆成:良好

お145口 21 2号穴
医
=円

寮 B書
秀身

口 篠 :町 Ⅲ

器蔦:43
関霊 :傾ア ア

磨 部 外 面 回 転 ヘ ラ珈 り

虐 穂 山 面 指 十 ギ

:工 :】 閣 入 り V概 営百 ti
:威 :不良
,日 とと石～はとと魯

お145図 22 2号穴
五Ξ 円 察 思 書

杯身

口 後 :112

器蔦:38
田霊 :領ア ア
磨部外面 回転ヘラ‖り
と亀山面 造+ギ

工

成

題

爾
睦

島

1口仄リワ租密百む
良好
ユ ″ 名 ～ FFれ

第148国 23 2号穴
蛋三 阿 察惑看

短環壺

口 奮

底径
０

　

・
３

，

円霊 :領ア ア

E部外面 回転ヘラ出り
雷エコー t7J理を言む
腑成:良好
いJ″ 色

子騒

感面にヘラ
EF星

窮146日 24 2号穴
五三 円 a思番

短頭壷

口笹:&7

感径:46
盟Jと・1ク 6

口量 :傾ア ア

虐部外面回転ヘラ出り
爾工 :1田

^trp伊
報 を 百 む

陰成 :良好
出■ 二 け 0～ 白 と 臣 魯

平層

窮146図 25 2号穴
私 こ 内

小横穴内
工印 R工 帝
坪

騒性 :72 田置 :領ア ア

感面 回転糸切り
彎主 :1‐以下の砂種を含む
礎成 :M
L口 臣埼

上層

窮148国 26 2号穴
〓〓困

韓蟻
口怪 :&8

讐高 :21.5
田重 :分 口 刀千 >
内面 積ナデ

層 工 :t田
^V.7υ
altttC

焼成:良好
色日:灰色

胃HBに雰鎖E状
の把手を貼付

窮146図 27 2号穴
医三関

嚇唖
口径 1142

吾蔦 12,9
田重 :タトロ 観 アアこηJζ ロ

とカキメ
山 裔 と ‐ 年 ■ 当 f口 と

ロエ ::■啄 ワワ程て百C
晩成 :良好

磨147園 28 2号穴
五Ξ 内 察 B吾

豊
口後

瞬蔦 851 内面 積ナデと当て具盛
B蕉工面 つ離お望ⅢⅢ色サ

ロエ :i～れ � 孵 概 Fσ
隆成 :良好

窮152日  1 3号八
玄〓内

尊唯
HttE:124

器蔦:41 天丼部外面 回転ヘラ出り
天丼部内面構ナデ

ロエ :噂 リワ祀
=百

tB‐

院成 :良好

色コ :灰色 ～灰 白色
部外面に赤色
猥料が十宇形

葛152回 2 78 3号穴
蛋三 円 褒憑書

杯圭

日径:122
器蔦:4.1

口重 :概ア ア

天丼部外西 回転朽 出り

=‐BR山 苗 歳十■
焼成:良好

第152国 3 3号穴
環Ξ閃 猟B書

坪圭

uttE:139

器萬:45 天丼部外面 回転ヘラ‖り
茎■鶏肉高 歯ナ宇

晒 工 ::蘭禾 ワ 伊 軽 省 百 ti
晩成:良好
色■:灰色

第152口 4 78 3号穴
医至 円

不身 器蔦:40
賢重 :傾ア ア

底部外画 回転へ謝 り
感部内面 指ナデ

雪工:噂 のり軽を百む
隆成:良好
色調:濃灰色 晦部外面に赤

い占愚ht持与

第152国 5 3号穴
富堅内

好身

口 億 ::゛ Z

吾萬:48
隅霊 :arア
慮部外 面 回転ヘラHリ
と亀肉面 指+ギ

由工 :I函入 Vp伊租 を 百 む
晩成 :良好
働日 壺 ″ 魯

Я日152巨日 6 3号穴
医至 用 環 B書

不身
口 筐 :tuv

善蔦:3_3
隅 重 :領ア ア

塵 部 外 西 回 転

"爾

り

慮 縄 由 面 歯 十 年

冒工 :1田仄 リ ワ 租 を 言 む
降威:良好
L■ !反負～遊反負
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第152園 7 3号穴
玄
=肉

釈悪吾

杯蓋

口 奮 :ti椰

吾蔦■5
田重 :積アア

天丼部外面 回転ヘラ報 り
E「上章 凸市 登十■

Eエ コー 孵  
「・
営市

礎威:良好
L‐ 4勝 魯 ～ 導 レ Ⅲ

お152園 8 73 3号穴
玄Ξ 内 番

身朋坪
日後 :111

瞬葛:37
風置 :碩す テ

底郎外面回転ヘラ苗り
E工:Iロス fyp伊租仕百む
隆成 :良好
La・ ″色

お152国 9 78 3号穴
医至 用

:墓道前底部 軒離
躙
稲
碑

後
笹
菖

口

豊

吾

開重 :慣ア ア

底部外面 回転ヘラ翻り
雷工 :1四仄 の伊確 百む

暁威 :良好
出 ‐ ″ 魯 ～ こ と 序 う

第152図 10 3号穴
玄室内

籍墟
四後 :6′

器高:138
開量 :領ア ア

体部外面 印き日とカキメ
雷主 :1田仄 り伊租を百む

礎威 :良好

肥手 は無 し

第153国 11 3号穴
菰堅肉 吾

轟鶴堤
日径

善吉

Ｂ

４

開量 :傾ア ア

体部外面印き目とカキメ
台土:1面大の砂種を含む
盛成:良好
出口 EEも ～ 弘

"缶

璃153図 12 3号穴
玄室内 寮思書

狙

口ぞLi23 8
善高:520

田重 :7r口 領 ア ア こηJご 日こ

カキメ
山 面 燈 +_~■ ttrユ 止

騰主 :悔天 の υ 種をgむ

隆成:良好

弟155口 15
3号八
及び
闇 辺

3号7~t研屋 Hb 察 患 番
不身

口 後 :19Z

署富 :■ 3
醍 :― ア
底部外面回転へ謝 り
虚 BR山 騒 指 +=

土
成
Ｂ

1田天 の 伊 覆 を言む

良好
鳳 ″ う ～ 各 匪 魯

窮155回 16
3E,ヽ

及 び
日 胡

G-1区 縦憑善

短頸壼

口 r:u′
善高:113

日量 :積すす

底部外面 回転ヘラ翻り

主
蔵
西

墜
Ｅ
咤
』

1田広の,租を含む
良好
ユ ″う

第155園 17
9号八
及び
S-1碑〔

女茶褐色
+B山

主師 善

鼓形善台
墓 翌都

田 ヨE: E主 :1顧Af/J伊覆を百む
発成 :良好
出餡 ことと色

第155口 18
3号八
及び
ヨーlE至
中央グリット
と爆 魯 +Bい

土師吾

ほ脚郷巨部

開 F: E主 :1ロス9J伊租を百む
鳴成:良好
出口 毬 と と 色

第155国 10
3号八
及び

Il-l BL

黒色土層肉
主玉

(丸玉 )
臣螢 :27 隅日E: 情主 :lmスの伊租を百む

鳴成 :良好

覇 17図 1 Z号項 】X-91 鴨碓 :32 爾瑶は欠授、
主塩瀬

水品

覇 64国28 岨 聯 1-2区 間 ビ 」L‐
=

残Tr:34
盗― nn

六角形に加工、面瑶は欠損
夫寧乳

泰鷹品か ?

第118図 1 69 )遺跡

-ヽ2盛 矢顕 吾 ? 躍藤 :35
晩捕 :34
●主 nA

先増と≡部は欠■ 脆欲岩

第118国 2 69 J退博 茶色粘資

スクレイ′ヽ一 限さ:53
旧:gЮ

重lk:1■

罹長剥 片の獨辺を刷摩 田曜石

第118国 3 69 J遺跡
砥石 醍さ:G2

旧:50
Htt n7

凝灰岩

物土出群跡遺尻袋 遺 観  察 ― 覧 表 (石 製 品 )

遺 観 察 ― 覧 表 (鉄 製 品 )物土出群跡遺尻袋
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袋尻横水墓群から検出された人骨について

鳥取大学医学部解剖学第二講座

影岡優子・井上貴央

1. イまじbに

本報告は島根県松江市袋尻横穴墓群から検出された人骨に関するものである。同横穴墓から人骨

発見の報を受け現地に赴き、検出状況を確認した。3墓の横穴墓のうち2墓から人骨が検出されたが、

人骨の保存状況は比較的良好であった。人骨の検出状況を確認した後、図面の作製を調査団に依頼

した。その後、再び現地に赴き、図面を参照して骨に番号を付しながら骨の取り上げ作業を行った。

人骨は鳥取大学医学部に運び、付着していた土砂を取り除く作業を行い、人骨の形態学的特徴を検

討した。

2.1号横穴墓

1)骨の検出状況

玄室左側には石棺が、玄室右側の前壁寄りには郭蓋が認められた。石棺内には2体分の人骨が検出

された。人骨の保存状況は比較的良好である。石棺内の右側 (玄室の中央寄り)に埋葬されていた

人骨は、頭を玄室奥壁に、足を玄室入口方向に向けて伸展仰臥位で埋葬されていた (1号人骨)。 ま

た、左側 (玄室の左側寄り)に埋葬されていた人骨は、頭を玄室前側に置き、足を玄室奥壁に向け

て伸展仰臥位で埋葬されていた (2号人骨)。 いずれの人骨もほぼ交連状態を保って検出されている

が、2号人骨では椎骨や肋骨の配列に若干乱れが認められる。

2)1号人骨

頭蓋骨は全体的に小さく、左側頭部から頭蓋底にかけての部分を欠くが、そのほかはほぼ完存し

ている。頭蓋骨の三主径は頭蓋最大長が173mm、 頭蓋最大幅が134mm、 バジオン・ブレグマ高が

135mmで 、頭蓋長幅示数は77.5、 頭蓋長高示数は78.0、 頭蓋幅高示数は100,7と なり、頭型はmesO‐、

hyps卜、akrokran(中 ・高・狭頭)に属している。

顔面頭蓋では眼宿部の形態は破損のため、計測することができない。鼻部にわずかに欠損がある

が、幅はやや大きいようであり、推定値から鼻示数を求めると、52.3に なり、chamaerhin(広 鼻)

に属している。

前頭部の膨隆は少なく、前頭部はなだらかに頭項部に移行する。眉弓の突出は著明ではない。眉

間はやや突出している。乳様突起は一部に破損があり、全体像はわからないが、大きいようである。

三主縫合の閉鎖状況をみると、外板では未閉鎖であるが、内板では一部で癒合が進んでいる。口蓋

縫合をみると、切歯縫合は半分程度閉鎖している。正中口蓋縫合の日蓋骨部は未癒合であるが、横

口蓋縫合の外側1/3は閉鎖している。

上顎歯は左右の第1、 第2大臼歯が残存しているのみである。下顎骨は全体的に小さく、歯牙は左

第3大臼歯と右第2小臼函を除いてすべて残存している。咬耗はほとんど進んでおらず、Martinの 1～

2度である。第3大臼歯は萌出しているが、右下顎第3大臼歯の根尖部は未完成である。右上顎第2大

臼歯には咬合面にカリエスが認められる。歯式は以下に示す通りである。
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M2Ml脱 脱 脱 脱 脱
M3M2Ml脱 PlCH 12

脱 脱 脱 脱 脱 Ml M2
H12 CPlP2 Ml M2脱

椎骨は胸椎が1個、腰椎が3個 (第3、 4、 5腰椎)、 仙骨が検出されている。椎骨には加齢による変

形性脊椎症などの病的変化は認められない。仙骨は第1～第3横線が開存していた。

上肢帯の骨では右の鎖骨の一部と肩甲骨片が検出されている。

主要上肢骨では右側では上腕骨、撓骨、尺骨がそろって検出されているが、左側は上腕骨が検出

されているのみで、撓骨と尺骨を欠いている。上腕骨の遠位端は骨化が完了しているが、撓骨の遠

位端は未骨化である。

下肢帯の骨では左右の寛骨が検出されている。寛骨は比較的小さく、脆弱で残存している部位も

少ないが、大坐骨切痕はやや大きい印象を受ける。

主要下肢骨では大腿骨、胚骨、勝骨が左右ともに検出されている。骨は脆弱であったため、現地

で最大長を測定して、左大腿骨41.2cm、 右大腿骨41.3cmの値を得た。大腿骨の近位・遠位端ともに

骨端は未閉鎖で、胚骨の近位端も骨端が閉鎖を完了したばかりであった。骨端の閉鎖状況から考え

ると、本人骨の年齢は15～ 20歳 と推定される。大腿の最大長から、Pearson式を用いて身長推定を行

うと約157cmと 算定された。

頭蓋骨の縫合状態や歯牙の萌出状況、四肢骨の状況などを総合して考えると、本人骨は15～ 20歳

の青年男性の個体であると考えられる。

3)2号人骨

頭蓋骨は頭頂部を上に頭蓋底部を下にして検出されており、上顎骨と下顎骨は咬合状態で検出さ

れている。本頭蓋骨には部分的に赤色顔料の付着が認められた。顔料の付着部位は下顎骨の下顎枝

と筋突起の外側面、右筋突起の内側面、右下顎頭、上顎～頬部である。顔料はその色合いから判断

して、ベンガラと思われる。

頭蓋骨は頭蓋底部を欠くのみで、残りの部分はほぼ完存していた。頭蓋骨の三主径は頭蓋最大長

が171mm、 頭蓋最大幅が127mm、 バジオン・ブレグマ高が134mmで 、頭蓋長幅示数は74.3、 頭蓋長

高示数は78.4、 頭蓋幅高示数は105.5と なり、頭型はdolicho― 、hypsと、akrokran(長 ・高・狭頭)に

属している。

顔面頭蓋の幅径、高径についてみると、中顔幅はそれぞれ96mmで、上顔高は63mmである。従っ

て、ウィルヒョウの上顔示数はそれぞれ、65.6であり、chamaeprosop(低 顔)を示している。左右

の眼冑高と眼寓幅から眼寓示数を求めると、右は90,8、 左は91.9と なり、いずれもhypsiknoch(高 眼

嵩)に属している。外鼻孔は大きく、幅はやや広い。鼻示数は52.7でchamaerttin(広 鼻)に属して

帝ゝる。

前頭部は比較的よく膨隆しており、眉間の上方は平坦ないしはややくぼんだ部分がある。眉弓は

平坦で、悪く、眉間の突出も少ない。霧L様突起は小さい。三主縫合をみると、外板では冠状縫合の

側頭部は癒合開鎖が進んでいるが、矢状縫合や人字縫合は未閉鎖である。内板では冠状縫合はほぼ

癒合閉鎖をきたしており、人字縫合でもかなり癒合閉鎖が進んでいる。しかし、矢状縫合は未閉鎖

である。矢状縫合の後方と人字縫合には縫合骨が認められた。日蓋縫合を見ると、切歯縫合はほとん
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ど消失しているが、正中国蓋縫合、横口蓋縫合外側部はすべて未閉鎖である。

歯牙の咬耗は進んでおり、Martinの 2～ 3度である。左右の上顎第2小臼歯の根尖部には、嚢胞が認

められた。下顎骨の左第3大臼歯の歯槽は閉鎖途上にある。咬耗度はMartinの 1～3度である。歯式は

以下の通りである。

脱 脱 脱 脱 脱 C12H  H脱 脱 脱 P2Ml脱 脱
M3M2MlP2Pl C12 H H 12 CPlP2 Ml M2脱

椎骨は頭蓋骨の下から第1～第7頚椎が検出されている。胸椎と腰椎は散乱 した状態で検出された

が、この中には胸椎■個、腰椎2個が含まれていた。仙骨は原位置を保って検出されている。仙骨の

第1横線は未閉鎖である。

上肢帯の骨では左右の鎖骨と左右の肩甲骨がほぼ原位置を保って検出されている。

主要上肢骨では左右の上腕骨の一部が検出されているのみである。

下肢帯の骨では左右の寛骨が原位置を保って検出されている。寛骨は全体的に小さく、また、大坐

骨切痕は大きいので、女性骨であることは明らかである。寛骨耳状面の下部には妊娠溝が認められ、

経産婦であることがうかがえる。

主要下肢骨では左右の大腿骨、左右の胚骨が検出されている。骨は全体的に小さく、華奢である。

左大腿骨の骨最大長は37.7cmで、Pearson式 を用いて身長推定を行うと約152cmと 算定された。

頭蓋骨の縫合状況や骨の形態学的特徴から、本人骨は壮年前半の女性であると推定される

4)検出人骨から見た埋葬順位と小考察

頭蓋の検出状況に注目すると、玄室側壁寄りの2号人骨は、頭項部を上に向けて眼密が足方を向い

た状態で検出されている。ところが、玄室中央よりの1号人骨は左側頭部を上に向けた状態で検出さ

れている。伸展仰臥位で埋葬され、自然に朽ちるとすると頭蓋が大きく傾き、2号人骨に認められる

ような頭位はとりえない。つまり、2号人骨の頭蓋は2号人骨が朽ちて骨化した後、頭蓋部分を人為

的に置き直したとみることができる。2号人骨の頭蓋に赤色顔料が付着していた事実はこのことを裏

付けるものであり、2号人骨の椎骨の骨配列が乱れていたことも、2号人骨が骨化後、骨が動かされ

ていることを物語っている。

これに対 し、1号人骨の頭蓋骨には赤色顔料の付着は認められず、骨配列の乱れも認められなかっ

た。骨化後、洗骨が行われ、赤色顔料を塗布する方式が当時、一般的であったとすると、1号人骨が

骨化する以前に、本横穴墓は継承者がいなくなって廃棄されたことを物語っているのかもしれない。

いずれにせよ、本横穴墓の石棺の人骨は骨の検出状況から判断して、2号人骨が先に埋葬され、1号

人骨が最後の埋葬であったものと考えられる。

3.3号横穴墓

本横穴墓には3体の人骨が埋葬されていた。玄室の奥1/31こ は礫床があり、その上からは頭を玄室

右側に置き足を玄室左側に向け伸展仰臥位で埋葬されていた人骨が検出されている (1号人骨)。 玄
室床の中1/3には須恵器床があり、その上には頭を玄室左側に置き足を玄室右側に向けて伸展TP臥

位で埋葬された人骨が検出されている (2号人骨)。 玄室の前方1/3の床面には礫や須恵器片を欠く。
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この部分から検出された人骨を3号人骨とする。この人骨は伸展仰臥位で埋葬されたものと思われ、

交連状態の骨も認められるが、骨配列が乱れている部分もある。またその一部は2号人骨の上に重な

っていた。

1)1号人骨

骨はほぼ交連状態を保った状態で検出されている。

頭蓋骨は頭頂部を上にして、上 。下顎骨は咬合状態で検出されており、骨化後人為的に配置され

たものと思われる。

頭蓋骨は右眼害部の外側と顔面頭蓋の左側を欠くがほぼ完形である。

本頭蓋の前頭部から頭頂部にかけて赤色顔料の付着が認められた。その色調から判断して顔料は

ベンガラと思われる。

頭蓋骨の三主径は頭蓋最大長が172mm、 頭蓋最大幅が133mm、 バジオン・ブレグマ高が123mmで、

示数を求めると頭蓋長幅示数は73.3、 頭蓋長高示数は71.5、 頭蓋幅高示数は92.5と なり、頭型は

meso‐、meso‐、metriokran(中 ・中・中頭)に属している。

前頭部はよく膨隆している。眉弓は平坦で、眉間の突出は軽度である。乎L様突起は小さい。後面

のレリーフは比較的粗造である。後頭部にはインカ骨が認められる。

三主縫合をみると、外板では冠状縫合はやや癒合閉鎖が進んでいるが、矢状縫合と人字縫合は未

開鎖である。内板では一部の縫合で癒合閉鎖をきたしているようである。骨口蓋縫合をみると、切

歯縫合は破損があって、正確に縫合の消失状況を把握できないが、外側部では癒合閉鎖して縫合が

消失しているようである。正中国蓋縫合の口蓋骨部の後方1/2は癒合閉鎖をきたしており、横口蓋

縫合の外側1/3は癒合している。

上顎歯では前菌を欠く。上・下顎ともに、一部の歯牙は遊離歯として検出された。歯牙の咬耗は

比較的進んでおり、Martinの 1～2度である。歯式は以下に示す通りである。

M3M2Ml P2 Pl C脱 破   破 破 破 破 脱 Ml M2 M3

脱 M2Ml P2 Pl C12 1l H 12CPlP2 Ml M2 M3

椎骨では、第1、 第2頚椎のほかに6個の頚椎、2個の胸椎、1個の腰椎、仙骨が検出されている。頚

椎は、頭蓋骨の下から交連状態を保って検出されている。仙骨の第1横線は閉鎖したばかりのようで

ある。

上肢帯の骨は、左右の肩甲骨、左右の鎖骨が原位置から検出されている。

主要上肢骨は上腕骨、撓骨、尺骨が左右ともに検出されている。

下肢帯の骨では、左右の寛骨が原位置をとどめている。寛骨は全体的に小さいが、大坐骨切痕は

大きく、耳状面の下に妊娠溝が認められる。

主要下肢骨では、大腿骨、胚骨、序;骨が左右ともに検出されている。大腿骨と胚骨は脆弱であっ

たため、取り上げ時に最大長を計測 し、左大腿骨38,3cm、 右大腿骨38.5cm、 左胚骨31.Ocm、 右睡骨

31.3cmの 値を得た。これらの計測値からPearson式 を用いて身長推定を行うと約153cmと 算定された。

縫合の閉鎖状況や骨の形態学的特徴から判断して、本人骨は壮年女性であると考えられる。
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2)2号人骨

人骨はほぼ交通状態を保った状態で検出されている。

頭蓋骨は左右の頬骨弓を欠き、顔面頭蓋の左右外側部と鼻部に部分的に破損が認められるが、ほ

かはほぼ完形である。

頭蓋骨の三主径は頭蓋最大長が193mm、 頭蓋最大幅が140mm、 バジオン・ブレグマ高が136mmと

計測され、示数を求めると頭蓋長幅示数は72.5、 頭蓋長高示数は70。 5、 頭蓋幅高示数は97.1と なり、

頭型はdolicho‐、mesoぃ、metriokran(長 。中・中頭)に属している。

前頭部の膨隆は軽度で、なだらかに頭頂骨に続いている。眉弓の突出は著明で、眉問も大きく膨

隆している。乳様突起はよく発達しており、表面は粗造である。また、項面のレリーフも粗造であ

る。三主縫合をみると、外板では冠状縫合は癒合閉鎖をきたしているが、矢状縫合や人字縫合は未

閉鎖である。内板ではほぼ癒合閉鎖が完了しているようである。日蓋縫合をみると、切歯縫合は消

失しており、正中国蓋縫合口蓋骨部では癒合開鎖が進んでおり、わずかに縫合が残っているのみで

ある。横口蓋縫合もかなり癒合閉鎖が進んでいる。

下顎骨は頑文で、すべての歯牙が釘植している。歯牙の咬耗はかなり進んでおり、咬耗度は

Maninの 2～3度である。歯式は次の通りである。

M3M2Ml P2 Pl脱 脱 脱   H12CPlP2 Ml M2 M3
h/13W12W1l P2 Pl C12 1l   1l12 CPl P2 A/1l M2A/13

椎骨は頚椎～胸椎の部分は風化が進んでおり、原形をとどめないものが多い。腰椎は第1～第5腰

椎が交連状態で検出されたが、風化が著しく細片化している。

上肢帯の骨では、右肩甲骨と右鎖骨がほぼ原位置から検出されているが、左側は検出されていな

セゝ。

主要上肢骨は右上腕骨、左右の撓骨、左右の尺骨が検出されているが、脆弱化が著しく、完形の

ものはない。

下肢帯の骨では、左右の寛骨がほぼ原位置から検出されている。大坐骨切痕は小さく、男性骨で

あることは明らかである。

主要下肢骨は左右の大腿骨、睡骨、〃,骨がすべて原位置から検出されている。膝関節を構成 して

いる骨が交連状態で検出されているほか、足根骨、中足骨などの足の骨も原位置から検出されてい

る。

主要四肢骨は近位端または遠位端を欠き、骨最大長の計測は不可能であった。

本人骨は縫合の開鎖状況や歯牙の咬耗度、骨の形態学的特徴から判断して、壮年後半～熟年前半

の男性であると推定される。

3)3号人骨

頭部を玄室右前方に置き、下肢を2号人骨の頭方に伸ばし、大腿骨の遠位端は2号人骨の右上半身

の上に重なるようにして、伸展
「
F臥位で埋葬されていたと思われる。頭部から大腿骨にかけては骨

はほぼ原位置を保っているが、下腿の骨は玄室左前方から検出されており、膝関節の部位で骨配列

に不連続性が認められる。また、右胚骨速位端の上には瓶がのっている。
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頭蓋骨は保存状況は極めて悪く、骨片と歯牙が若干残っているのみである。

検出された歯牙には上顎歯では大臼歯2本、小臼歯4本、側切歯 1本、中切歯2本で、下顎歯では大

臼歯6本、小臼歯4本、中切歯1本が検出されている。また上顎か下顎か不明の犬歯が3本検出されて

いる。これらの菌牙はあまり咬耗 しておらず、Ma�nの1～ 2度である。

椎骨、上肢帯の骨は検出されていない。下肢帯の骨では寛骨が左右ともに検出されているが保存

状況が悪く、性別は判定不可能である。

主要上肢骨は右側の上腕骨、撓骨、尺骨が検出されているが、左側は検出されていない。

主要下肢骨では左右の大腿骨、左右の睡骨、左右が不明の〃

'骨

が1個検出されている。

大腿骨の近位端と遠位端はともに未骨化である。骨取 り上げ時に計測 した大腿骨の最大長は右側

42.5cm、 左側41.5cmであり、これからPearson式 を用いて身長を推定すると、約160cmと 算定された。

本人骨は歯牙の萌出状況や骨端の開鎖状況から判断して、15歳前後の個体と思われる。

4)検出人骨から見た埋葬順位と小考察

3体の人骨が埋葬されており、それぞれの屍床が礫床、須恵器床、上床と異なっていることからみ

ても、それぞれの人骨は埋葬時期が異なるのは明らかである。

1号人骨、2号人骨ともに上・下顎が咬合状態にあり、先に1号墓で考察したように、これらの人骨

の頭蓋は骨化後、人為的に動かされ、上下を咬合させて原位置に埋葬 したものと考えられる。常識

的には、玄室の奥方から埋葬 していったものと考えられ、1号人骨が最初の埋葬となる。2号人骨の

須恵器床が1号人骨の礫床の上に重なっていた事実も、1号人骨の埋葬が2号人骨に先立って行われた

ことを物語っている。

3号人骨の大腿骨遠位端が2号人骨の胸部に載っていることから考えると、3号人骨の埋葬が最後の

埋葬であったことは間違いない。不自然なのは、膝関節で骨配列に不連続が認められる点と、大腿

骨遠位端が2号人骨の胸部の上に載るようにして検出されたことである。もともと2号人骨と頭足方

向を逆にして平行に埋葬されていた3号人骨が、骨化後動かされたというひとつの解釈がなりたつ。

3号人骨の胚骨の部分に瓶が載っていたことや、玄室入回の部分には何も検出されていない空間があ

るが、3号人骨の骨化後、再び玄室を開いて、何らかの儀式が行われ、その時の供献物を玄室入口に

置く必要性から3号人骨が故意に動かされたと考えると、3号人骨の奇異な配列にも説明がつくかも

しれない。

4.おわりに

本横穴墓から検出された人骨は、保存が比較的良好で、今後他地域との人類学的な比較検討を行

う際に貴重な資料となるものと考えられる。

稿を終えるにあたり、財団法人 松江市教育文化振興事業団の関係各位、とりわけ横穴について考

古学的な側面から数々の御教示をえた曽田辰雄氏、人骨の取り上げにご協力いただいた落合昭久氏

に感謝申し上げる。
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図版 1

la;頭蓋正面観 (1号横穴墓 1号人骨)
とも,頭蓋側面観 (1号横穴墓 1号人骨)

lc,頭蓋上面観 (1号横穴墓 1号人骨)
2a;頭蓋正面観 (1号横穴墓2号人骨)
2b;頭蓋側面観 (1号横穴墓2号人働
2c,頭蓋上面観 (1号横京墓2号人骨)

図版2

la;頭蓋正面観 (3号横穴墓 1号人働
lb;頭蓋側面観 (3号横穴墓 1号人働
lc;頭蓋上面観 (3号横穴墓 1号1人骨)
ld;イ ンカ骨を有する頭蓋後面観 (3号横穴墓 1号人働
2a,頭蓋正面観 (3号横穴墓2号人骨)
2b:頭蓋側面観 (3号横穴墓2号人骨)
2.c,頭蓋上面観 (3号横穴墓2号人骨)
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袋尻 1号横穴墓出土人骨

袋尻3号横穴墓出土人骨
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1号墓 3f 墓
1号人骨 2号人骨 1号人骨 2号人骨

脳頭蓋

頭蓋最大長 173 171 172 193

8 頭蓋最大長 134 127 133 140

17 バジオン・ブレグマ高 135 134 123 136

8/1 頭蓋長幅示数 77.5 74.3 77.3 72.5

17/1 頭蓋長高示数 78.0 78.4 71.5 70.5

17/8 頭蓋長高示数 100,7 105.5 92.5 97.1

9 最小前頭幅 90 89 92* 97

10 最大前頭幅 109 108 106* 127

5 頭蓋底長 94 （
Ψ 94 100

両耳幅 112 120 117 130

12 最大後頭幅
（
Ψ 108 112

13 乳実幅 94 116*
7 大後頭孔長 31.5 39.5

16 大後頭孔幅 26 30

16/7 大後頭孔示数 82.5 75.9

23 頭蓋水平周 489 495 536

24 横弧長 285 285 302

25 正中矢状弧長 362 377*
顔面頭蓋

40 顔長 96 97

43 上顔幅 98

46 中顔幅 96
48 上顔高 63 79*
48/46 上顔示数 (V) 19 65.6

50 前眼宙間幅 17

44 両眼富幅 93

50/44 眼冑間示数 18.3

51 眼宙幅 (右 ) 38

眼冑幅 (左) 37

52 眼冑幅 (右 ) 34.5

眼冑幅 (左) 34

52/51 眼富示数 (右) 90.8

眼冑示数 (左) 91.9

54 鼻幅 23* 24.5

55 鼻高 44 46.5 45 47*
54/55 鼻示数 52.3 52.7

57 鼻骨最小幅 5 5 8*

60 上顎歯槽長 51 56
企
Ψ 上顎歯槽幅 60 60 69

61/60 上顎歯槽示数 117.6 123.2

下顎骨

65 下顎小頭幅 125* 104

66 下顎角幅 94*
68 下顎長 104 102 108*
69 オ トガイ高 28 30 28 33

70 下顎枝高 (右 ) 58

71 下顎枝幅 (左) 35
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1号墓 3号墓
1号人骨 2号 入骨 1号人骨 2号人骨 3号人骨

左右 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

上腕骨

6 中央最小径 59
7 骨体最小周 52

撓骨

3 骨体最小周 33
4 骨体横径 14.2 13.1 12.4 14.4

5 骨体矢状径 11.1 8.4 9 11.5

5/4 骨体断面示数 78.2 64.1 72.6 79.9

尺骨

3 骨体最小周 35 37

骨体矢状径 13.4 9.9 12.4

12 骨体横径 16 14 17

大腿骨

大腿骨最大長 407 377 379 429* 435
2 自然位全長 403 430 429
6 骨体中央矢状径 27 23 24 24 22.4 25.8 27 26.6

7 骨体中央横径 23 22 25 24.5 22.5 23.6 26 23 23

8 骨体中央周 81 77 77 73 72.5 82 80 80
9 骨体上横径 27 24 29.6 29.8 32 28
10 骨体上矢状径 22 21.3 20.5 24 22
3/2 骨厘 示数 20.1 19.1 18.6

6/7 骨体中央断面示数 117 0 92 98 107 94.9 99.2 117 116
10/9 上骨体断面示数 81.5 72 68.3 75 78.6

匹 骨

la 匹骨最大長 338* 336*
8 中央最大矢状径 26
8a 栄養孔位最大径 29 27.5 27.6 27.3 26.9 34.3 34.4 34
9 中央横径 18.3 19

9a 栄養孔位横径 20 21.4 17.5 16 18.4 19 25.3 27

10 骨体中央周 70* 73

10a 栄養孔位周 80* 80 72 72 74 73 96 99 89*
10b 骨体最小周 67 66 62 63 8呵 84
9/8 中央断面示数 73.1

9a/8a 栄養孔位断面示数 73.8 63.6 58 67.4 70.6 73.8 78.5
*は推定値
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袋尻 1号横穴墓出土人骨
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袋尻 3号横穴墓出土人骨
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図版1(袋尻 1号墳)

石棺検出状況(1)

石棺検出状況(2)

石棺検出状況(3)



図版2(袋尻 1号墳)

石棺蓋石除去後

主体部完掘状況

土層堆積状況



図版3(袋尻 1号墳)

SD‐01 完掘状況

SD-02完掘状況

1号墳完掘状況

(南から)



図版4(袋尻 2号墳)

2号墳調査前金景

表土除去後

主体部検出状況



図版5(袋尻 2号墳)

主体部土層堆積状況

主体部完掘状況

周溝完掘状況



図版6(袋尻 2号墳)

SD-01、 SK‐02、 03

完掘状況

SD-02完掘状況

SK-02完掘状況



図版7(袋尻 2号墳)

SK-02遺物出土状況

SK-02完掘状況

2号墳調査後全景



図版8(袋尻 3号墳)

3号墳調査前全景

主体部検出状況

主体部上層堆積状況



図版9(袋尻3号墳)

主体部完掘状況

北側墳丘土層堆積状況

3号墳調査後全景



図版10(袋尻 4号墳)

4号墳

調査前全景

(南 より)

4号墳

調査後全景

(南 より)

4号墳

主体部検出状況

(西 より)



図版11(袋尻 4号墳)

4号墳

主体部検出状況

(北東より)

4号墳

土器棺 I大壺内

鉄剣出土状況

4号墳

土器棺 I検出状況



図版12(袋尻 4号墳)

4号墳

土器相 Ⅱ検出状況

4号墳

土功驚 (SK-01)

検出状況

4号墳

■

'廣

 (SK-02)

検出状況



図版13(袋尻 5号墳)

5号墳調査前全景

主体部検出状況

主体部完掘状況



図版14(袋尻 6号墳)

6号墳調査前全景

主体部検出状況



図版15(袋尻 6号墳)

主体部完掘状況

SD-01完掘状況

SK-01完掘状況



図版16(袋尻 6号墳)

SK-02完掘状況

SK‐ 03完掘状況

6号墳調査後全景



図版17(袋尻 7号墳)

7号墳調査前全景

第 1主体部

完掘状況



図版18(袋尻 7号墳)

第 1主体部上層堆積状況

主体部土層堆積状況

傭:憂と董襟副

第2主体部完掘状況
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図版19(袋尻 8号墳)
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8号墳主体部上層堆積状況

|1其
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8号墳主体部完掘状況



図版20(袋尻 8号墳)

8号墳 1号土器検出状況

8号墳 2・ 3号土器検出状況



図版21(袋尻A遺跡)

―

A遺跡

SB‐01完掘状況

土層堆積状況

調査後全景



図版22(袋尻B遺跡)

妾撫

B遺跡

SI‐01完掘状況

SI-02完掘状況


